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国際ロータリー第2760地区
2025-26年度ガバナー

 すず き やす ひと

地区役員会長幹事懇談会での記念エン
ブレムバッジ贈呈の写真です。
肩の荷が下りてどこかほっとした表情
のガバナー・地区幹事と、対照的にキ
リッと引き締まった表情のガバナーエ
レクト・次期地区幹事の姿がとても印
象的でした。

表紙の写真について

Contents  目次

目次

ガバナーズメッセージ最終号

ガバナーフォトメモリー

ガバナー補佐報告

地区幹事メッセージ／地区ラーニングファシリテーター報告

地区委員長・地区ＲＡ代表報告

地区主要日程・地区委員会日程

ガバナー公式訪問日程表

ガバナー補佐公式訪問日程表

国際ロータリー表彰及び地区表彰

地区資金決算書（案）

地区大会収支決算報告書
／クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 収支決算報告書

RFF収支決算報告書／監査報告書

寄付報告〈ロータリー希望の風奨学金〉

年間会員増強・出席率一覧

物故者一覧

地区補助金事業活動報告

クラブ別ロータリー財団寄付額一覧

ロータリー財団寄付認証者

クラブ国際奉仕事業一覧表

米山記念奨学会　寄付金納入（地区別）明細表

米山記念奨学会　寄付金納入（クラブ別）明細表

米山記念奨学会　寄付一覧／米山功労者

米山記念奨学会　奨学生

青少年交換学生

1

2

4

8

12

13

21

23

24

25

27

29

30

31

32

33

34

37

39

43

45

46

48

52

53

鈴 木  康 仁

2025-26 年度、国際ロータリー第 2760 地区ガバナーとしての一年を終え、少し時間をおいて振り返
りますと、心に最も強く残るのは、成果の数字や事業の実績ではなく、「縁尋奇妙　多逢聖因」とい
う言葉です。

この一年、私は様々な場面でこの言葉を繰り返し語ってまいりました。何度も耳にされた皆さまに
は、「またその言葉か」と思われたこともあったかもしれません。しかし振り返れば、この一年の歩みは、
まさに「縁尋奇妙　多逢聖因」そのものであったと、今あらためて実感しております。

本年度の地区方針は「ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！」、ＲＩ会長メッセージは「よい
ことのために手を取りあおう（UNITE FOR GOOD）」でありました。人と人との出会いを大切にし、
互いに学び合い、信頼関係の中でよいことをしていく。その積み重ねこそが、この一年の第 2760 地
区全体の歩みであったと感じています。

ガバナーという役は、誰であっても一年生です。実際にその立場になって初めて分かることの方が
圧倒的に多い一方、地区や各クラブへの責任は、一人のガバナーに帰属します。その重責は、年度が
始まってから徐々に実感するものでありました。

ただ、その責任は一人で負えるものではありません。腹をくくって責任を果たす覚悟は必要です。
しかし、地区を円滑に運営するためには、信頼できる仲間、協力者、そして良好な人間関係が不可欠
でした。制度や役職だけでは地区は動きません。最後に物事を動かすのは、信頼関係である。そのこ
とを、この一年を通じて深く学びました。

ありがたかったのは、私がガバナーとしては一年生でありながら、人間関係においては決してゼロ
発進ではなかったことです。2018-19 年度の地区大会実行委員長以来、ＡＧ、ロータリー奉仕副委員長、
ノミニー、エレクトと、数年にわたり多くの皆さまと関わらせていただきました。地域活動などを通
じていただいたご縁も、大きな支えとなりました。

「ご縁に支えられた一年」
 　― 2025－26年度を終えて ―

地区運営において、私が大切にしたことは、「地区はクラブに寄り添うものである」という考えです。
地区はクラブの上にあるものではなく、クラブの活動を支えるものでなければなりません。クラブに
寄り添うとは、現場を見つめ、負担を考え、地区事業が本来の目的から離れていないかを問い直すこと。
そして必要であれば、続いてきたものを見直すことでもあります。

長年継続されてきたポリオ根絶に関わる取り組みについては、これまで積み重ねられてきた意義に
敬意を払いながらも、今の地区や各クラブの状況を踏まえ、本来の目的により沿った形を模索する必
要があると考えました。そのため、本年度を迎える準備段階から、地区事業のあり方について慎重に
検討を重ねてまいりました。

大きな地区において、長く続いてきた事業のあり方を見直すことは、決して容易ではありません。
だからこそ、時間をかけて関係する皆さまに考えをお伝えし、ご理解をいただきながら進めることが
何より大切であると考えておりました。そして、ＡＧを中心とする「TEAM SUZUKI」を設け、ポリ
オ根絶を各クラブで意識し、活動へつなげていく方向を目指したところです。

その結果、多くのクラブの皆さまにご理解とご賛同をいただき、それぞれのクラブにおいて工夫を
凝らした活動に取り組んでいただきました。皆さまのご尽力により、ポリオ根絶への思いが地区全体
に広がり、素晴らしい成果につながりましたことに、心より感謝申し上げます。

もう一つの大きな判断は、RYLA セミナーの開催を見送ったことでした。青少年を安心してお預か
りし、RYLA 本来の目的を果たすためには、運営体制が十分に整っていることが不可欠です。開催す
ること自体が目的になってはならないと判断いたしました。

続けることも責任であります。しかし、必要な時に見直すこともまた、ガバナーの責任であると学
びました。そして、そのような判断は一人ではできません。地区幹事、地区チーム、ＡＧ、パストガ
バナー、地区事務局、そして各クラブの皆さまの理解と協力があって初めて、何とか形にすることが
できました。

また、地区の各委員会においては、委員長をはじめ、各クラブよりご出向いただいた委員の皆さまに、
それぞれの立場で本年度の地区運営を支えていただきました。心より御礼申し上げます。

公式訪問においては、各クラブの皆さまに温かくお迎えいただき、それぞれのクラブの歩みや思い
を直接伺うことができました。その一つ一つが、私にとって大きな学びでありました。

台北国際大会の地区ナイトも忘れられない出来事です。630 余名もの皆さまにご参加いただきまし
た。私がうれしかったのは、「630余名集まった」ことではなく、「630余名が来てくださった」ことでした。
皆さまが笑顔で交流される姿に、ご縁のありがたさが改めて心に刻まれました。

振り返れば、私の一年は、「地区はクラブに寄り添うもの」という考えを愚直に実践しようとした
一年でありました。その根底には「縁尋奇妙　多逢聖因」があり、「まじりあつまりあやをなす」が
ありました。

この一年は、多くのご縁に導かれ、多くの方に支えられ、多くを学ばせていただいた一年でありま
した。84 クラブ、約 4,700 名の会員の皆さまをはじめ、すべての皆さまに心より感謝申し上げます。
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もう一つの大きな判断は、RYLA セミナーの開催を見送ったことでした。青少年を安心してお預か
りし、RYLA 本来の目的を果たすためには、運営体制が十分に整っていることが不可欠です。開催す
ること自体が目的になってはならないと判断いたしました。

続けることも責任であります。しかし、必要な時に見直すこともまた、ガバナーの責任であると学
びました。そして、そのような判断は一人ではできません。地区幹事、地区チーム、ＡＧ、パストガ
バナー、地区事務局、そして各クラブの皆さまの理解と協力があって初めて、何とか形にすることが
できました。

また、地区の各委員会においては、委員長をはじめ、各クラブよりご出向いただいた委員の皆さまに、
それぞれの立場で本年度の地区運営を支えていただきました。心より御礼申し上げます。

公式訪問においては、各クラブの皆さまに温かくお迎えいただき、それぞれのクラブの歩みや思い
を直接伺うことができました。その一つ一つが、私にとって大きな学びでありました。

台北国際大会の地区ナイトも忘れられない出来事です。630 余名もの皆さまにご参加いただきまし
た。私がうれしかったのは、「630余名集まった」ことではなく、「630余名が来てくださった」ことでした。
皆さまが笑顔で交流される姿に、ご縁のありがたさが改めて心に刻まれました。

振り返れば、私の一年は、「地区はクラブに寄り添うもの」という考えを愚直に実践しようとした
一年でありました。その根底には「縁尋奇妙　多逢聖因」があり、「まじりあつまりあやをなす」が
ありました。

この一年は、多くのご縁に導かれ、多くの方に支えられ、多くを学ばせていただいた一年でありま
した。84 クラブ、約 4,700 名の会員の皆さまをはじめ、すべての皆さまに心より感謝申し上げます。

地区チームラーニングセミナー 2025年３月９日
会場／蒲郡クラシックホテル

会長エレクトラーニングセミナー 2025年３月 16日
会場／名古屋観光ホテル

集合写真

懇親会風景

セミナー風景

次期地区ラーニングファシリテーター挨拶

ガバナーエレクト講話 地区幹事報告

ガバナーエレクト講話

挨拶

第2760地区

ガバナーズメッセージ ガバナーフォトメモリー
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2025-26 年度、国際ロータリー第 2760 地区ガバナーとしての一年を終え、少し時間をおいて振り返
りますと、心に最も強く残るのは、成果の数字や事業の実績ではなく、「縁尋奇妙　多逢聖因」とい
う言葉です。

この一年、私は様々な場面でこの言葉を繰り返し語ってまいりました。何度も耳にされた皆さまに
は、「またその言葉か」と思われたこともあったかもしれません。しかし振り返れば、この一年の歩みは、
まさに「縁尋奇妙　多逢聖因」そのものであったと、今あらためて実感しております。

本年度の地区方針は「ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！」、ＲＩ会長メッセージは「よい
ことのために手を取りあおう（UNITE FOR GOOD）」でありました。人と人との出会いを大切にし、
互いに学び合い、信頼関係の中でよいことをしていく。その積み重ねこそが、この一年の第 2760 地
区全体の歩みであったと感じています。

ガバナーという役は、誰であっても一年生です。実際にその立場になって初めて分かることの方が
圧倒的に多い一方、地区や各クラブへの責任は、一人のガバナーに帰属します。その重責は、年度が
始まってから徐々に実感するものでありました。

ただ、その責任は一人で負えるものではありません。腹をくくって責任を果たす覚悟は必要です。
しかし、地区を円滑に運営するためには、信頼できる仲間、協力者、そして良好な人間関係が不可欠
でした。制度や役職だけでは地区は動きません。最後に物事を動かすのは、信頼関係である。そのこ
とを、この一年を通じて深く学びました。

ありがたかったのは、私がガバナーとしては一年生でありながら、人間関係においては決してゼロ
発進ではなかったことです。2018-19 年度の地区大会実行委員長以来、ＡＧ、ロータリー奉仕副委員長、
ノミニー、エレクトと、数年にわたり多くの皆さまと関わらせていただきました。地域活動などを通
じていただいたご縁も、大きな支えとなりました。

地区運営において、私が大切にしたことは、「地区はクラブに寄り添うものである」という考えです。
地区はクラブの上にあるものではなく、クラブの活動を支えるものでなければなりません。クラブに
寄り添うとは、現場を見つめ、負担を考え、地区事業が本来の目的から離れていないかを問い直すこと。
そして必要であれば、続いてきたものを見直すことでもあります。

長年継続されてきたポリオ根絶に関わる取り組みについては、これまで積み重ねられてきた意義に
敬意を払いながらも、今の地区や各クラブの状況を踏まえ、本来の目的により沿った形を模索する必
要があると考えました。そのため、本年度を迎える準備段階から、地区事業のあり方について慎重に
検討を重ねてまいりました。

大きな地区において、長く続いてきた事業のあり方を見直すことは、決して容易ではありません。
だからこそ、時間をかけて関係する皆さまに考えをお伝えし、ご理解をいただきながら進めることが
何より大切であると考えておりました。そして、ＡＧを中心とする「TEAM SUZUKI」を設け、ポリ
オ根絶を各クラブで意識し、活動へつなげていく方向を目指したところです。

その結果、多くのクラブの皆さまにご理解とご賛同をいただき、それぞれのクラブにおいて工夫を
凝らした活動に取り組んでいただきました。皆さまのご尽力により、ポリオ根絶への思いが地区全体
に広がり、素晴らしい成果につながりましたことに、心より感謝申し上げます。

もう一つの大きな判断は、RYLA セミナーの開催を見送ったことでした。青少年を安心してお預か
りし、RYLA 本来の目的を果たすためには、運営体制が十分に整っていることが不可欠です。開催す
ること自体が目的になってはならないと判断いたしました。

続けることも責任であります。しかし、必要な時に見直すこともまた、ガバナーの責任であると学
びました。そして、そのような判断は一人ではできません。地区幹事、地区チーム、ＡＧ、パストガ
バナー、地区事務局、そして各クラブの皆さまの理解と協力があって初めて、何とか形にすることが
できました。

また、地区の各委員会においては、委員長をはじめ、各クラブよりご出向いただいた委員の皆さまに、
それぞれの立場で本年度の地区運営を支えていただきました。心より御礼申し上げます。

公式訪問においては、各クラブの皆さまに温かくお迎えいただき、それぞれのクラブの歩みや思い
を直接伺うことができました。その一つ一つが、私にとって大きな学びでありました。

台北国際大会の地区ナイトも忘れられない出来事です。630 余名もの皆さまにご参加いただきまし
た。私がうれしかったのは、「630余名集まった」ことではなく、「630余名が来てくださった」ことでした。
皆さまが笑顔で交流される姿に、ご縁のありがたさが改めて心に刻まれました。

振り返れば、私の一年は、「地区はクラブに寄り添うもの」という考えを愚直に実践しようとした
一年でありました。その根底には「縁尋奇妙　多逢聖因」があり、「まじりあつまりあやをなす」が
ありました。

この一年は、多くのご縁に導かれ、多くの方に支えられ、多くを学ばせていただいた一年でありま
した。84 クラブ、約 4,700 名の会員の皆さまをはじめ、すべての皆さまに心より感謝申し上げます。

地区チームラーニングセミナー 2025年３月９日
会場／蒲郡クラシックホテル

会長エレクトラーニングセミナー 2025年３月 16日
会場／名古屋観光ホテル

集合写真

懇親会風景

セミナー風景

次期地区ラーニングファシリテーター挨拶

ガバナーエレクト講話 地区幹事報告

ガバナーエレクト講話

挨拶

第2760地区

ガバナーズメッセージ ガバナーフォトメモリー

4GOVERNOR’S MONTHLY LETTER Final Issue  2025-26 Rotary International District 2760



RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

地区研修・協議会 2025年４月 20日
会場／名古屋マリオットアソシアホテル

クラブ活性化セミナー 2025年７月 22日
会場／ウインクあいち

花束贈呈

分科会

田中久夫氏講演 ワークショップでのディスカッション

ガバナーエレクト所信表明 次期地区ラーニングファシリテーター挨拶

本会議風景 尾身茂氏講演

活発な意見交換

ポリオ根絶チャリティゴルフコンペ 2025年 10月６日
会場／平尾カントリークラブ

地区大会 2025年11月８～９日 （１日目）穂の国とよはし芸術劇場PLAT/ホテルアソシア豊橋
 （２日目）豊川市総合体育館/豊川稲荷

集合写真 ポリオ寄付受付風景

本会議ガバナー挨拶

本会議

四宮RI 会長代理 記念講演　豊川駐屯地　林豊司令

青少年・学友フォーラム

青少年クロスプロモーション交流会

1日目 2日目

セミナー風景 ガバナー挨拶及び趣旨説明

記念講演（演奏）　陸上自衛隊第10音楽隊

RI 会長代理顕彰昼食会

東三河ど美味い広場

ガバナーフォトメモリー ガバナーフォトメモリー
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西尾張分区エンドポリオチャリティゴルフコンペ

南尾張分区ガバナー補佐 半田ロータリークラブ

伊東  良夫  いとう　よしお
私の１年間を簡単に振り返らせていただきます。
鈴木ガバナーの地区方針「ともに学び、ともに地域社会に
貢献しよう！」のもと、ガバナー補佐として多くの学びと出
会いに恵まれた１年となりました。
2024年８月22日に半田でガバナー公式訪問を受け、そ
の夜には蒲郡で第１回ガバナー補佐ラーニング会議が開催
され、いよいよ年度が始まることを実感いたしました。実は
その直前まで人工関節挿入手術のため約１か月入院してお
り、不安を抱えながらのスタートでした。しかし、その後の
トレーニングやクラブ活性化セミナー、地区研修、そして
TEAM SUZUKIでの熱意あふれる議論を通じて、多くの気
づきと学びを得ることができました。
また、年度途中には母の逝去により関係各位にご迷惑を
おかけいたしましたが、多くの皆様から温かいお言葉や励
ましをいただき、人と人とのつながりの尊さを改めて感じ
る機会となりました。
猛暑の中でのガバナー補佐訪問では、分区内各クラブの
活動や会員の皆様の熱意に触れ、多くの刺激をいただきま
した。ポリオ例会や親睦ゴルフコンペ、地区大会、そしてIM
の開催を通じても、一人では何も成し遂げられず、多くの仲
間の支えがあってこそ活動できることを深く学びました。
さらに、台北国際大会では世界中のロータリアンと交流

する機会に恵まれ、ロータリー
の理念と友情の輪の大きさを
実感いたしました。
最後になりますが、社会奉仕委員会、職業奉仕委員会の皆
様、そして間瀬分区幹事をはじめ分区事務局の皆様の温か
いご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。この１年間で
いただいた学びとご縁を今後のロータリー活動に生かして
まいります。
１年間、本当にありがとうございました。

西尾張分区ガバナー補佐 あまロータリークラブ

大竹  敬一  おおたけ　けいいち
①今年度実施した活動について
鈴木ガバナーの方針を受けて、７月～10月初旬にかけ、
西尾張９RCをガバナー補佐訪問しました。尾身茂さんのビ
デオレター紹介を中心にガバナーの「エンドポリオ」にかけ
る思いをお伝えするように努めました。
10月末には、100名を超える参加を得て「西尾張エンド
ポリオチャリテイーゴルフ」をナガシマCCで開催し、多額
のポリオ募金のご協力をいただきました。
３月初旬に実施したIMでは「歴史と伝統息吹く西尾張、
奉仕の心を継なぐ９クラブ」をテーマとして、TVコメン
テーター伊藤聡子氏にご講演いただきました。懇親会では
主管のあまRCコーラス部の合唱、DAIKIさんのイリュー
ジョンを実施しました。ここでもエンドポリオの募金へ多
くのご協力をいただきました。

②１年を振返ってガバナー補佐としての想い
比較的高齢の割にロータリーの経験が乏しくお役に立た
ないガバナー補佐を、温かくお許しいただいた鈴木ガバ
ナーはじめ地区役員、スタッフの皆様、担当として学ばせて
いただいた公共イメージ向上委員会の古市委員長はじめ委

員、ガバナー事務局の皆様に心
より感謝いたします。
分区でのポリオ募金に関し
ては、前年比を上回る平均的実績があがりましたが、会員増
強に関しては現状維持に留まりそうです。
両面で実績を残された他の７分区のガバナー補佐の皆様
に心より敬意を表します。
そして、ガバナー補佐訪問では逆に様々な教えをいただ
き、ポリオ募金などに多大なご協力をいただいた9クラブ
の会長はじめ全ての会員の皆さんにも厚く感謝いたしま
す。
感謝、ただ感謝の一年でした。
ありがとうございました。

西尾張分区 IM

ガバナー補佐として迎えた世界大会。１年間の活動の集大成となる一枚です。

2026年国際大会＆地区ナイト 2026年６月13～17日
会場／台北（台湾）/圓山大飯店

地区役員会長幹事懇談会 2026年６月 20日
会場／蒲郡クラシックホテル

花束贈呈

会場風景

記念エンブレムバッジ贈呈（地区幹事） 記念エンブレムバッジ贈呈

表彰

ガバナー旗引継式

地区ナイトアトラクション

地区ナイト国際大会会場風景

国際大会　フランチェスコ・アレッツォRI 会長登壇 国際大会会場でのガバナーご夫妻

第2760地区

ガバナーフォトメモリー ガバナー補佐報告
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ガバナー補佐として迎えた世界大会。１年間の活動の集大成となる一枚です。

2026年国際大会＆地区ナイト 2026年６月13～17日
会場／台北（台湾）/圓山大飯店

地区役員会長幹事懇談会 2026年６月 20日
会場／蒲郡クラシックホテル

花束贈呈

会場風景

記念エンブレムバッジ贈呈（地区幹事） 記念エンブレムバッジ贈呈

表彰

ガバナー旗引継式

地区ナイトアトラクション

地区ナイト国際大会会場風景

国際大会　フランチェスコ・アレッツォRI 会長登壇 国際大会会場でのガバナーご夫妻

第2760地区

ガバナーフォトメモリー ガバナー補佐報告
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東尾張分区ガバナー補佐 瀬戸ロータリークラブ

青山  稔  あおやま　みのる
①今年度実施した活動について
鈴木ガバナーの提唱された地区方針『ともに学び、ともに
地域社会に貢献しよう！』を東尾張分区12クラブの皆様に
お伝えすべく一年間活動をして参りました。
７月から10月にかけてのガバナー補佐訪問では、会員増
強（退会防止）、ポリオ根絶を中心にガバナーの想いを皆様
にお伝え致しました。
会員増強に関しては、各クラブいろいろなご事情で大変
苦労されており、永遠の課題であることは間違いありませ
んが、改めて具体的な会員増強目標数を挙げ、力を入れて下
さることをお約束頂きました。
ポリオ根絶運動に関しては、RFF事業から新たなポリオ
根絶啓蒙運動への変革についてご説明し、40ドルのポリオ
寄付のお願いを致しました。
さらに年明けにはビジター出席の形でもう一度各クラブ
を訪問させて頂き、再度お願いを致しました。

②１年を振り返ってガバナー補佐としての想い
各クラブの歴史、地域性、メンバー構成、方針等々、【クラ
ブ文化】により深く触れる事が出来、大変大きな刺激を受け
ました。
時にはあるクラブの奉仕事業に、またある時には親睦会

などに参加させて頂くなど、会
長・幹事・委員長だけでなく、
ロータリー歴の浅い若い会員
さんともじっくりお話でき、私にとっても大変貴重な機会
となりました。
本当に一年お世話になりました。ありがとうございまし
た。

西名古屋分区ガバナー補佐 名古屋みらいロータリークラブ

早川  和男  はやかわ　かずお
①今年度実施した活動について
年初に自己紹介も兼ねて会長・幹事会を行いそこで本年
度の2つの重要課題である会員増強とポリオ根滅運動につ
いて話し、各クラブの方からは一年間の目標・支援事業の計
画を聞かせていただきました。
14クラブの訪問では各クラブでとても温かく迎えてい
ただき感謝しております。また、アッセンブリーも自由闊達
な意見をきかせていただき私にとってもとても勉強になっ
た訪問となりました。IMではポリオを幼少期に患ったこと
のある方の体験談を聞いていただき、とても実のあるIMに
なったと思いました。
最後の会長・幹事会もこの一年間の各クラブが行ったこ
とを発表してもらいとても充実した一年間を送られたこと
がわかりました。

②１年を振返ってガバナー補佐としての想い
年度が始まるまではガバナー補佐という役職と立ち位置
がよくわからず、西名古屋分区の代表としてガバナーと話
すのかと思いかなり憂鬱でした。しかしながらある方より
ガバナー補佐というのはガバナーの伝えたいことを忠実に
分区の会員の方々につたえることなのだよとアドバイスを
していただき、気持ちも安らぎ自分が何をすれば良いのか
がわかったような気がしました。よって各クラブ訪問もガ

バナーの伝えてほしいと言わ
れたことを話しました。尾身先
生のポリオのお話の部分がと
ても好評でした。いずれにしても一年間無事に役職ができ
たのも地区副幹事、分区幹事そして各クラブの会長・幹事様
方々のご協力の賜物だと感謝しております。一年間ありが
とうございました。

ガバナー補佐訪問／瀬戸北RC／クラブ協議会

東尾張分区 IM

ガバナー補佐訪問
（名古屋中ＲＣ）

ガバナー補佐訪問
（名古屋名駅ＲＣ）

東名古屋分区ガバナー補佐 名古屋東山ロータリークラブ

金田  英和  かねだ　ひでかず
①今年度実施した活動について
ガバナー補佐予定者として、2025年４月17日より東京
で開催されたクラブ活性化セミナーに参加いたしました。
その後、2025年８月１日よりクラブ訪問を開始し、９月
17日までに東名古屋分区12クラブすべての訪問を終えま
した。各クラブでは、ガバナーからの伝達事項をお伝えする
とともに、ポリオ根絶に向けた寄付活動へのご協力をお願
いしました。
また、地区大会およびロータリー研究会にも参加し、多く
の学びと交流の機会を得ることができました。
2026年２月26日には東名古屋分区インターシティミー
ティング（IM）を開催し、ポリオ根絶活動に向けて約134万
円の寄付を集めることができました。当日は、矢野きよ実様
をお招きし、長年にわたる奉仕活動についてご講演いただ
いたほか、書道パフォーマンスも披露していただきました。
さらに、中村耕一様による往年のヒット曲の歌唱や、矢野様
の作品オークションも実施し、多くの会員の皆様にご参加
いただき、大変盛況な会となりました。
また、年度後半には２回目のクラブ訪問を実施し、各クラ
ブとの交流をさらに深めることができました。
担当地区委員会につきましては、インターアクト委員会、
ローターアクト委員会、RYLA委員会の青少年関連3委員会
を担当いたしました。すべての委員会に出席し、青少年育成

に対する熱意と活動内容に触
れることで、多くの学びを得る
ことができました。

②１年を振返ってガバナー補佐としての想い
東名古屋分区12クラブを訪問する機会をいただいたこ
とで、それぞれのクラブの特色や運営状況を知ることがで
き、自クラブとの比較や新たな気づきを得ることができま
した。これはガバナー補佐ならではの貴重な経験であり、大
変ありがたく感じております。
また、補佐訪問以外にも各クラブの例会に参加させてい
ただき、多くの会員の皆様と交流できたことは大きな喜び
であり、実に充実した一年となりました。
さらに、地区委員会の皆様が熱意を持って活動されてい
る姿にも深く感銘を受けました。ロータリーの奉仕の精神
を支える多くの方々の努力に触れ、その素晴らしさを改め
て実感いたしました。
この一年間、多大なるご
支援とご協力をいただきま
した東名古屋分区の全クラ
ブ、そしてすべてのロータ
リアンの皆様に心より感謝
申し上げます。

東三河分区ガバナー補佐 豊橋南ロータリークラブ

榊原  周造  さかきばら　しゅうぞう
①今年度実施した活動について
ガバナー補佐訪問：2025年８月５日（月）
豊川宝飯RCをはじめとし10月24日（金）蒲郡RCまで
12RCを訪問しました。
IM開催：2026年２月14日（土）
「能登半島地震の経験から学ぶロータリアンが実践する
南海トラフ地震への備え」をテーマとしてホテルアソシ
ア豊橋にて開催しました。
ゴルフ会：平尾CCにて４月13日（月）開催。

②１年を振返ってガバナー補佐としての想い
鈴木康仁ガバナーの役割の重要性と大変さ、スマートな
活躍振りを身近で拝見でき心から感謝しています。私は豊
橋南ロータリークラブに入会して34年になりますが、地区
に出向した事は一度もありませんでしたので、地区で活動
する委員会の方々が凄く新鮮に感じました。皆様ありがと
うございました。

東三河分区 IM　講師の皆様

東三河分区 IM　
パネルディスカッション

東名古屋分区 IM

ガバナー補佐報告 ガバナー補佐報告
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地区幹事 蒲郡ロータリークラブ

小池  高弘  こいけ　たかひろ
準備期間から約二年間が無事終了しました。いろいろな
事がありましたが、ガバナー補佐・分区幹事の皆さん、地区
各委員会の皆さんのお力添えで乗り切ることができまし
た。特にガバナー事務局の皆さんには本当にお世話になり
ました。また、蒲郡ロータリークラブの副幹事、スタッフ、事
務局、はじめ全員の協力なくしては成しえないことでした。
皆さんに心より感謝申し上げます。
この一年間は「地区は各ロータリークラブの助け手」との
ガバナー方針のもとRFF事業を中止させていただきまし
た。その代わりに尾身先生の地区協議会での講演をはじめ、
分区、各ロータリーでポリオ根絶の事業を積極的に展開し
ていただきました。おかげで昨年以上の寄付も集まりまし
た。
地区大会は豊川ロータリークラブのホストのもとガバ
ナー出身分区の豊川市で開催され、一日目の午前中に「青少
年の集い」が開催され多くの若者が参加し普段できない交
流を深めました。
また、台湾での国際大会での2760地区ナイトには630
名を超えるロータリアンが集まり大盛況の懇親会になりま
した。
私も地区幹事という経験を通して、改めてロータリーを

学ばせていただきました。地区
のすべての皆さんに心より感
謝申し上げます。一年間本当に
ありがとうございました。

地区ラーニングファシリテーター 名古屋中ロータリークラブ

篭橋  美久  かごはし　よしひさ
本年度、地区ラーニングファシリテーターを拝命し、多く
の学びと貴重な出会いに恵まれた充実した一年となりまし
た。
各種セミナーやクラブサポートミーティング補佐会議、
地区研修・協議会、RLIなどを通じて、会員の皆様が熱心に学
び合い、意見を交わされる姿に接し、ロータリーの持つ大き
な力と可能性を改めて実感致しました。
特に、クラブの垣根を超えた交流や、新しい気づきを共有
する場面は、大変印象深いものとなりました。ラーニングと
は、単なる知識の習得ではなく互いに学び合い、参加者同士
が経験や考えを共有しながら学びを深めていき、成長し合
う過程であることを実感し、ロータリーが大切にしている
「親睦」と「奉仕」の精神をこの一年を通じて強く感じさせて
頂きました。
また、私自身も多くのことを学ばさせて頂きました。皆様
の積極的な参加と温かいご協力に感謝申し上げたいと思い
ます。
特に、今年度は各クラブ、地区共に積極的に活動され、会
員増強が行われ、ロータリー財団への寄付額等が多く、活発
でありました。
これらは、ガバナーはじめ、ガバナー補佐、各委員会、そし

て地区内クラブの会長・幹事の
皆様から多大なるご支援を賜
りましたことに、尽きると思い
ます。感謝申し上げたいと思います。
本年度の経験と学びが、今後の地区活動並びに各クラブ
の更なる発展に繋がることを願い、報告とさせて頂きます。
一年間、誠にありがとうございました。

西三河中分区ガバナー補佐 愛知三州ロータリークラブ

牧　功  まき　いさお
今年度実施した活動について
今年度の活動が始まって間もなく、管轄する10クラブへ
のガバナー補佐訪問がスタートしました。私自身、まだロー
タリー歴が浅く、最初は不安でいっぱいでの訪問でしたが、
各クラブの会長・幹事様をはじめとするメンバーの皆様に
温かく迎え入れていただき、終始和やかな雰囲気の中で対
話を重ねることができました。今年度はRFFの開催がな
かったため、鈴木康仁ガバナーの方針である「各クラブでの
ポリオ撲滅活動」についてご案内させていただきました。そ
の際、すでに多くのクラブが計画を立てていたり、実際に活
動に移られたりしていることを知り、その熱心さとスピー
ド感に大変驚かされました。また、会長幹事懇談会では、そ
れぞれのクラブの個性や特色ある取り組みに触れることが
でき、私にとって本当に多くの学びをいただく貴重な機会
となりました。近隣クラブとの繋がりを深める目的で開催
したインターシティミーティング（IM）には、総勢220名も
の多くのメンバーにご参加いただき、非常に盛大な会とな
りました。 光ヶ丘女子高等学校ダンス部による華やかな
オープニングから始まり、インターアクト・ローターアクト
クラブの若々しい活動発表やパネルディスカッション、そ
して当クラブの大森玲弥による「水と共に生きる力を次世
代へ」というテーマでの基調講演へと繋げました。
１年を振り返って～ガバナー補佐としての想い
この１年間、足掛け２年にわたる任期があっという間に終

わってしまったと感じておりま
す。ガバナー補佐を拝命した当
初は、正直なところ不安でいっ
ぱいでした。ロータリークラブへの理解がまだ浅い中で、「私
で務まるのだろうか」「皆様にご迷惑をかけてしまうのでは
ないか」と悩んだこともありました。 しかし、いざ研修が始
まると、鈴木ガバナーをはじめ、小池地区幹事、そして各地区
のガバナー補佐の皆様に温かく迎えていただき、それまでの
不安が一気に和らいだことを今でも鮮明に覚えております。 
任期が本格的にスタートしてからは、各クラブを訪問させて
いただいたほか、地区のイベントや委員会などにも参加させ
ていただき、非常に充実した時間を過ごすことができまし
た。私にとってガバナー補佐としての経験は、本当に多くの
方々とのご縁に恵まれ、学びを得て、そして深い友情を育む
ことができる貴重な場となりました。 最後になりますが、本
当にお多くの方にお世話になり、言葉では言い表せないほど
の感謝の気持ちでいっぱいです。これまでの温かいご指導と
ご支援に、心より御礼申し上げます。

西三河分区ガバナー補佐 知立ロータリークラブ

倉田  英行  くらた　ひでゆき
①今年度実施した活動について
快晴の秋空の下、葵ｃ/ｃにて115名の参加で「ポリオ根
絶コンペ」を開催し37万円の寄付を集めた。最終組が上が
るまでの待ち時間も「安藤プロによるゴルフお悩み相談」の
個人レッスンで愉快に楽しんだ。
ＩＭをクラウンパレス知立にて開催した。式典の後、第１

部は９クラブの会長による「事業発表」で奉仕活動を学び合
えた。第2部は懇親会のアトラクションとして「クラブ対抗
パフォーマンス大会」を行った。それぞれのクラブの工夫を
凝らした出し物に会場は笑いのるつぼ、全員参加で楽しみな
がら余剰金と寄付を合わせて80万円の寄付ができた。各ク
ラブ会長にはご理解いただきまして有難うございました。

②１年を振返ってガバナー補佐としての想い
ロータリー財団の担当で各委員会に出席した。各クラブ
に目標の寄付を真摯にお願いする資金推進委員会の宮田委
員長、ラオスでＶTＴ活動を進めるパワフルな田中委員長、
補助金の申請から支払いまで優しく厳しく指導する大所帯
をまとめる柴田委員長、対象者の学歴の高さにも驚かされ
る男前の多いグローバル補助金長瀬委員長、本当にお世話
になりました。
振り返って嬉しかったことは、碧南で最後のガバナー補
佐訪問が終った時。そして今年の４月６日東急ホテルの財

団の会合で、宮田委員長が、「ポ
リオの寄付額が昨年を上回り
ました。」と挨拶で発表してく
れた時。嬉しくて思わず他のテーブルの鈴木ガバナーと
ガッツポーズを取り合って喜び合った。あの瞬間を思い出
すといまだに熱いものがこみあげてくる。
最後に今年私が関わった全ての方々に心から御礼を申し
上げます。有り難うございました。

地区R財団関連委員長の皆様

西三河分区 IM

西三河中分区 IM

地区ラーニングファシリテーターあいさつ

尾身茂先生講演会での地区幹事あいさつ

地区資金推進委員会
宮田委員長

地区補助金委員会
柴田委員長

地区ポリオプラス／
職業研修チーム委員会
田中委員長

地区グローバル奨学生
平和フェロー委員会
長瀬委員長

ガバナー補佐報告
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　2025－26年度地区財務委員会委員長を
務めさせていただきました岩月雅章でござ
います。この委員会の構成メンバーは地区
幹事経験者３名で構成されています。
　活動内容は年２回の委員会で、主に地区
の予算や決算に対してアドバイスを行うの
が主な活動でございます。予算に関しまし
ては、ここ最近の物価高で各委員会の皆様
は苦労されて予算を組み、また当該年度の
委員会においては決められた予算内で執行
していただいております。この委員会は大

変地味な委員会ですが今年度も予算組がしっかりしているか、予
算内で執行されているかを審議しておりました。今年度も委員会
の皆様、ガバナー事務所の皆様のご協力もあって、地区財務委員
会を執り行うことができました。関係されたすべての皆様に感謝
申し上げます。

　今年度鈴木康仁ガバナーの活動方針「と
もに学び、ともに地域社会に貢献しよ
う！」をベースとして、衛星クラブの創設
を一番の目標に掲げて、クラブ拡大に注力
した一年でした。
　拡大委員会は会員増強委員会と協働して
衛星クラブ説明会を開催して活動し、その
結果、今地区２番目の衛星クラブの設立が
実現しました。ガバナーのご期待にもお応
えでき、まずはよろこばしい年度で終える
ことができた次第です。

今、RＩはクラブの多様性を求めています。それぞれのクラブ
の歴史や方針など違いはあり、まだ若い方などが、簡単にRCへ
入会できるという状況にないことも拒めません。ロータリーの在
り方を少し違う角度で考察し、これまでのロータリークラブとは
違った活動の可能性にも目を向け、拡大につなげていきたいと思
っています。
今後は米山学友やROTEX（青少年交換学生OB）などの若いパ
ワーをお借りして、新ロータリークラブ、新衛星クラブ、新ロー
ターアクトクラブの誕生を目指してまいります。
各クラブの皆さん、一年間ありがとうございました。次年度は
会員増強委員会と一体となって拡大活動を進めていくことになり
ますが、引き続き地区拡大へのご協力をお願いし、地区拡大委員
会からのご挨拶とさせていただきます。

岩月 雅章
いわつき　まさあき

地区財務委員会委員長 名古屋中ロータリークラブ 拡大委員会委員長 名古屋名駅ロータリークラブ

会員増強委員会委員長 豊橋東ロータリークラブ

2025-26年度は、年間に４回のセミナーを開催させて頂きま
した。
８月の「会員増強・新クラブ結成推進月間」に会員増強セミナ
ーPARTⅠ【戦略編】を開催し、その中で、現状を把握し、ビジ
ョン・目標を定め、継続的な会員増強・退会防止の取り組みをし
ていく事で成果が必ず上がる事を確認させて頂きました。
11月に会員増強セミナーPARTⅡ【戦術編】を開催し、第２地
域ロータリー会員増強コーディネーターの若林英博様から、「戦
略的オープン例会」「会員種別」「衛星クラブ」の会員増強・退
会防止への具体的な活用法について学ばせて頂きました。
２月には、退会防止を目的に、オンラインで「DEI」推進フォ
ーラムを開催し、RI会員増強委員会委員の岩澤あゆみ様に基調講
演と退会防止事例についてご紹介頂きました。
５月には、「衛星クラブ説明会」を昨年に引き続き開催させて
頂き、地区内に誕生した名古屋名駅椿RSCと犬山白帝RSCについ
て夫々の代表者の方からご紹介頂きました。
その他、８月の「会員増強・新クラブ結成推進月間」を中心
に、年間を通して会員増強
卓話等の多くの貴重な機会
を賜りました。
2025-26年度も無事、
走り切る事ができました。
一年間、本当に有り難う
ございました。

「なぜ公共イメージの向上が必要なのか」という根本的な問い
について、委員会内で幾度となく議論を重ねてまいりました。明
確な答えには至らなかったものの、この問いこそが本質であり、
今後も継続的に取り組むべきテーマであると強く感じています。
また、ロータリーポリオ根絶大使の尾身茂氏の講演会を開催
し、一般の方も含め多くの方にご視聴いただき、これまでロータ
リークラブがどのようにしてポリオ根絶に関わってきたかをお話
しいただきました。
クラブ委員長会議ではSNSの効果的な使い方について実践的な
ディスカッションができ、委員会の枠を超えた知見の共有につな
がりました。
報道各社に対しても、継
続的に情報提供を行うこと
で、多くの地区事業や地区
内クラブの事業を記事とし
て取り上げていただきまし
た。

公共イメージ向上委員会委員長 半田ロータリークラブ

大見　宏
おおみ　ひろし

危機管理委員会委員長 安城ロータリークラブ

今年度危機管理委員会は、合計３回の定例委員会を開催し、地
区及び地区内クラブの危機管理について、その準備と対応を協議
してきました。幸い、臨時委員会を開かなければならないような
緊急の案件はありませんでした。
令和７年９月26日には、講師に日本リスクマネージャー＆コ
ンサルタント協会副理事長の石川慶子様をお迎えし、「模擬会見
から学ぶ危機管理広報の必要性」をテーマに、危機発生時の広
報、メディアトレーニングを学びました。４年前から、災害、ハ
ラスメント、スマホ社会、性の多様性をテーマとしたセミナーを
行ってきましたが、最後に危機発生時のマスコミ対応を学び完結
となりました。
次年度以降、再び様々な「危機」に対する準備、対応を学んで
いけたらいいと思います。

細井 英治
ほそい　ひではる

防災対策委員会委員長 安城ロータリークラブ

当委員会は今年度陸上自衛隊守山駐屯地を訪問し、自衛隊の幹
部の方々から災害対策の備えや災害時の行動などの研修を受けて
参りました。自衛隊の方々の東日本大震災の復旧活動報告を聞か
せていただき、突然の災害時の備えの大切さを感じました。防災
対策委員会として各クラブの活動を通じて「備えの大切さ」を広
めていくことが大切さであると感じました。次年度から当委員会
は、危機管理委員会に踏襲されて活動していくことになります。
今年度の委員会メンバーの皆様のご理解とご協力に深く感謝申し
上げ報告といたします。

杉浦 定文
すぎうら　さだふみ

地区ラーニング委員会委員長 名古屋名北ロータリークラブ

2025-26地区ラーニング委員長を務めさせて頂きました杉浦
定文です。本年度も皆様のご協力のおかげにて、会長エレクト研
修パートⅠからⅢまで大きな問題もなく終えることができまし
た。会長エレクトの皆様が自分の会長年度に持てる力を発揮でき
るようお手伝いさせて頂き、そのことが少しでもお役に立てたと
感じて頂けばこの上ない喜びです。こちらから教えるのではなく
課題を投げかけ、お互いのディスカッションを通じて自ら答えを
探し出すRLI方式の成果は、その導き役となるファシリテーター
のスキルが重要であるこ
とは言うまでもありませ
ん。これからも益々のス
キルアップに努めたいと
思っております。１年間
どうもありがとうござい
ました。

 ロータリー財団監査委員会は私と寺本善
雄副委員長、公認会計士の小野田誓委員の
３委員で構成され、ロータリー財団の補助
金事業に各クラブから提出された事業内
容、決算内容を監査することが使命です。
３年任期で初年度は吉川公章ガバナー年度
に行われた地区補助金事業について監査を
実施いたしました。
 この監査は、クラブ会員の皆様が３年前
に財団に寄付をされた寄付金が適切に使わ
れているかどうかを確認する重要なもの

で、長時間をかけて監査をし、結果をガバナー、財団委員長、補
助金委員長に報告いたしました。
申請された内容と異なる支出ではないか、専用の通帳で管理し
ているか、領収書等完備されているか、通帳の出入記録がしっか
りされているか、など地区の補助金事業について万遍なく監査い
たしました。今年度に関しましては、残念ながら記載方法などに
ついて数件不備が見られましたので、それをお伝えいたしまし
た。補助金委員会の委員と打合せをしっかりすれば防げるものが
多かったので、次年度からは、よりスムーズな監査ができるよ
う、これまで以上にロータリー財団委員会との連携を緊密にとっ
てゆきたいと思います。皆様のご理解、ご協力よろしくお願いい
たします。

岡部
おかべ　つとむ

ロータリー財団監査委員会委員長 名古屋北ロータリークラブ

神野 重行
かみの　しげゆき

木所 壮太
きどころ　そうた

古市 晃久
ふるいち　あきひさ

危機管理セミナー

クラブ活性化セミナー

会長エレクト研修

自衛隊員との昼食体験

鈴木ガバナーとの集合写真

会員増強セミナー　PARTⅡ

会員増強セミナー　PARTⅠ クラブ公共イメージ向上委員長会議

尾身茂氏　講演会
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地区ロータリー奉仕委員会委員長 豊田東ロータリークラブ

一年の活動を振り返り８委員会の皆様、協力頂いたロータリア
ン・ロータリーファミリーの皆様に感謝申し上げます。ただ、
RYLAセミナーが実施出来なかった事は残念でした。
改めて、コンプライアンスの重要性を感じ、今後、活動して行
く中での課題となりました。
さて、ロータリー奉仕委員会が誕生して６年が経過しました。
徐々にですが８委員会の協力の下に事業が定着されて来ていま
す。
今年は、蒲郡の地で「蒲郡西浦海岸ブルー・クリーン事業」
IA・社会奉仕委員会を中心
に270名の参加の下、環境
活動を実施いたしました。
たくさんの皆様にご協力い
ただき感謝します。今後も
委員会間の連携を図り、更
に成果を増して行きます。

社会奉仕委員会委員長 名古屋名東ロータリークラブ

職業奉仕委員会委員長 あまロータリークラブ

今年度委員会は「ロータリアンとしてのベースである職業奉仕
の精神を各クラブ内で伝え続けていただけるようにアシストして
いく」という目標を掲げて活動しました。そのキーマンとなる各
クラブ委員長さんが参加しやすいように委員長会議をエリア分け
し２回開催しました。「四つのテスト」と仕事を照らし合わせて
考えることに加え地区委員会として行った職場訪問をモデルケー
スとして紹介させていただきました。その成果として後に依頼い
ただいた卓話例会の全てで各クラブメンバーの仕事紹介をしてい
ただきました。各クラブ
内で伝え続けていただく
ための足掛かりとなった
と思います。関係皆様に
感謝申し上げます。あり
がとうございました。

2025-26 年度の国際奉仕委員会はカンボジアの学校に保健室
の仕組みを寄贈するアシストをすることができました。地区内 3
クラブのロータリアンと一緒に活動してまいりました。
名古屋名南、名古屋東南、豊田の3クラブに参加していただき
中学校、小学校の保健室備品を各クラブより寄贈していただきま
した。
地区国際奉仕からは図書をそれぞれ
寄贈させていただきました。カンボジ
アの教育環境は過去の歴史から施設の
整備が遅れていて教員をはじめ校長先
生にも大変喜んでいただきました。今
後も活動を続けていきたいものです。
この奉仕活動にご協力いただいた皆
様に感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

国際奉仕委員会委員長 豊田ロータリークラブ

澤田 文雄
さわだ　ふみお

八木 生義
やぎ　きよし

一年間を振り返って
今期の地区社会奉仕委員会は、ガバナー方針である「ともに学
び、ともに地域社会に貢献しよう！」の実践を目指し、委員長会
議と西浦海岸清掃活動を中心に活動しました。
委員長会議では、ロータリーの歴史やポリオ根絶活動について
学ぶ機会を設け、参加者相互の理解を深めることができました。
また、会場ではポリオ募金にもご協力をいただきました。
西浦海岸清掃活動には、インターアクターを含む約280名が参
加し、環境保全への意識を高める有意義な機会となりました。
一年を通じて、社会奉仕の精神
を共有しながら委員会の枠を超え
た交流と連携を深めることができ
ました。ガバナー方針を微力なが
ら実践できたことをうれしく思う
とともに、ご協力いただいた皆様
に心より感謝申し上げます。

加藤　徹
かとう　とおる

渡邉 寿也
わたなべ　としや

インターアクト委員会委員長 岡崎東ロータリークラブ

今年度のインターアクト活動は、７月の年次大会と海外派遣研
修をメインに、充実したものとなりました。「よせなべ」をテー
マに一宮で開催された年次大会には計850名超が登録し、初の交
流型企画で横の繋がりが生まれました。また、37名の派遣団で
赴いたオーストラリア研修では、福祉施設訪問や海岸清掃、現地
ロータリーとの交流を通じ、国際理解とリーダーシップを学ぶ好
機となりました。さらに４月には、蒲郡での環境イベントへの参
加も叶いました。多大なご協力をいただいた地区や提唱クラブの
皆様に深く感謝申し上げます。今後とも、本青少年事業への温か
いご協力をお願い申し上げます。

ローターアクト委員会委員長 豊橋ロータリークラブ

年度当初に重点的に取り組みたい目標を２つ掲げました。一つ
目の目標である「ローターアクトの自立の促進と活動支援を行う
こと」については、地区ローターアクトによる自主的な活動、RI
の会員として各ローターアクトクラブで対応すべき事項の両方に
ついて委員会として支援することが出来たと思います。二つ目の
目標である「ローターアクトの会員増強」については、十分な成
果を上げることが出来ませんでした。これについては、地区全体
で展開できるように継続していく必要があると考えています。
一年間、スポンサークラブを始め地区内会員の皆さまにお世話
になりました。今後もローターアクトへの支援をよろしくお願い
します。

三城 偉央
さんじょう　ひでひさ

柳原　茂
やなぎはら　しげる

平素は地区内青少年交換事業に多大なるご支援とご協力を賜りありがとうございます。今年は日本最多の 13か国 16名の交換を実施で
きました。関係各位に深く感謝申し上げます。地区大会や毎月のオリエンテーション、帰国報告会に加え、蔵王での東北6県との IBS 研修、
あいちピクニック in ジブリパーク、全国青少年交換研究会福岡会議など、多くの事業を実施致しました。今年の夏も、約 1 年間の厳しい
研修を修了した 10 名の派遣生が日本の親善大使として世界へ飛び立ちます。今後も派遣候補生、IBS の育成を通じて世界平和に寄与して
まいります。なお、私自身は委員会を本年度で卒業いたしますが、引き続き本事業へのご理解とご支援をお願い申し上げます。

加藤 謙一
かとう　けんいち

青少年交換委員会委員長 名古屋宮の杜ロータリークラブ

佐久島クリーンアップ大作戦 西浦海岸清掃活動

地区内社会奉仕委員長会議地区大会　クロスプロモーション

委員長会議　名古屋会場 図書を寄贈

カンボジアの学校委員長会議　豊橋会場

蔵王他　地区合同研修

オーストラリア海外研修

第35回ＩＡＣ年次大会 第36回地区年次大会

第６回RAC-1　Grand Prix

フェアウェルパーティ

地区委員長・地区ＲＡ代表報告地区委員長・地区ＲＡ代表報告
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ロータリー財団委員会委員長 岡崎ロータリークラブ

資金管理委員会委員長 豊田ロータリークラブ

学友委員会委員長 知立ロータリークラブ

大橋　均
おおはし　ひとし

加藤 博巳
かとう　ひろみ

補助金委員会委員長 豊田ロータリークラブ

補助金委員会では、地区補助金において73クラブ・２ロータ
ーアクトクラブ、および地区委員会による３事業の実施をサポー
トしました。申請時のロータリーレート154円から支給時に145
円へと円高が進行したため、各事業費の目減りに伴う修正や拠出
金の追加などへの対応を余儀なくされましたが、皆様のご尽力に
より無事に遂行できました。
一方、グローバル補助金では、豊橋ゴールデンRCのブータン
における環境分野の事業が承認されました。現地の問題解決に向
け、本事業の素晴らしい成果と、実施の成功を切に願っていま
す。
また、申請から報告書の作
成までを通し、柔軟にご対応
いただきました各クラブの担
当者様はじめ多くの皆様に多
大なるご理解とご協力に、深
く感謝申し上げます。

一年間、ロータリー財団に、ご支援ご協力を賜り、誠にありが
とうございました。
本年度のロータリー財団委員会の取り組みについて、ご報告申
しあげます。
ロータリークラブ・セントラルへの寄付目標設定につきまして
は、各クラブに、ご協力をいただき、ありがとうございました。
地区補助金につきましては、本年度も多くのクラブやローターア
クトクラブに申請をいただき、価値ある奉仕活動に、お取り組み
いただきました。昨年より準備してまいりました、地区補助金を
活用した、地区補助金奨学生の選考も実施できました。地区公共
イメージ向上委員会による、ロータリーポリオ根絶大使である尾
身茂氏をお招きし、感染症と人類の闘い、中でもポリオ根絶に向
けた活動について、お話しいただく講演会を開催していただきま
した。輪島の白米千枚田復興に対する、ご支援で補助金を活用す
ることができました。
地区社会奉仕委員会による西浦海岸クリーンアップ作戦を市民
の方々と協力して開催していただきました。
グローバル補助金につきましては、豊橋ゴールデンロータリー
クラブのブータンごみ問題プロジェクトをはじめ、多くのクラブ
に取り組んでいただきました。グローバル補助金奨学生として、
シェルパにいなさんを選考し、VTT（職業研修チーム）につきま
しては、ラオスに対する子供たちの健康を守る支援の取り組みを
大きく前進させることができました。
ご寄付につきましては、PHS、PPS の入会促進、ロータリーカー
ドの加入促進を行い、ニュースレターの発行や PHS 晩餐会を開
催いたしました。
当委員会としてポリオ根絶活動にも積極的に取り組み、チャリ
ティーゴルフコンペ、セミナーや地区大会で募金活動を行いまし
た。
RFF を開催しない年度でありましたが、ポリオプラス寄付は、
前年度を上回るご寄付をいただきました。特筆すべきは、各クラ
ブの皆様方がポリオデー等を活用した独自の取り組みで、活発な
募金活動を推進していただいたことです。また、IM を活用した
募金活動等、ガバナー補佐の皆様方のリーダーシップの賜と、心
より感謝申しあげます。
６月 20 日開催の地区役員・会長幹事懇談会に於いて、鈴木ガ
バナーより地区ロータリー財団委員会に「ガバナー功労賞」を頂
戴しました。会員の皆様のご協力があったればこそと、感謝いた
しております。
今後とも、ロータリー財団の機能をご理解いただき、より一層
ご活用していただきますよう、お願い申しあげます。

酒井 法丈
さかい　のりたけ

　本年度、加藤陽一パストガバナーから資
金管理委員会委員長を引き継ぎさせて頂
き、その重責を務めさせて頂きました。当
委員会は、地区とクラブとの間で締結した
非常に重要な覚書（MOU）を管理すると
ともに、補助金管理セミナー、財団セミナー
を援助し、地区補助金の報告書をチェック
し、各クラブが地区補助金を使用するプロ
ジェクトの計画・実行・報告書作成の一助
となるチェックリストを見直し更新して参
りました。

補助金は公金であり、透明性が不可欠であります、参加資格要件、
履行義務（専用口座、帳簿の作成と書類原本の保管から最終報告
書の提出）が遵守できるよう指導、助言を提供して参りました。
委員会活動遂行にあたり、皆様のご協力に対し深く感謝申し上
げます。

　1年間、ありがとうございました。
　地区学友委員会は、「愛知ロータリー学
友会」の創設を実現する委員会から、「愛
知ロータリー学友会」の活動を支援する委
員会へ変わりました。
　学友委員会は、「愛知ロータリー学友会」
の在り方や活動方針、委員会としての支援
の在り方を検討してまいりました。
　青少年関連プログラムを修了した学友が
「愛知ロータリー学友会」を通して引き続
きロータリーと繋がりを持ち、更なる成長

を遂げるよう検討・支援してまいります。

 

柴田 征充
しばた　まさみつ

ポリオプラス/職業研修チーム委員会委員長 名古屋守山ロータリークラブ

ポリオプラス職業研修チーム委員会の活動に対し、皆様より温
かいご理解とご協力を賜りましたこと、心より御礼申し上げま
す。
本年度は世界ポリオ根絶推進計画(GPEI)が2022年から掲げた
計画の最終年にあたり、地区内においてもポリオ根絶に向けた啓
発活動や募金活動の推進、ポリオ卓話訪問９件、ポリオ関連グッ
ズの貸出47件などを通じて、理解と支援の輪を広げてまいりま
した。また、VTT活動ではラオスにおける学校保健室設置と養護
教諭育成に向けた調査・準備を進めました。
ポリオ根絶はロータリーが
40年にわたり取り組んでき
た歴史的使命です。最後の一
歩を確実に進めるため、今後
も皆様と力を合わせ、「ポリ
オのない世界」の実現を目指
してまいります。

田中 一成
たなか　かずしげ

グローバル奨学生・平和フェロー委員会委員長 名古屋みなとロータリークラブ

１年の委員会活動を振り返って－
当委員会はロータリー財団が提供する奨学金プログラムを担当しており、今年度は米・仏・伊の３ヵ国にグローバル補助金奨学生を送
り出すことができました。皆さんは、それぞれ実施国ホストクラブの温かいサポートをいただいて、とても有意義な留学生活を送れてい
るとのうれしいご報告が届いています。
また 2023-24 年度の「水島有紀」さんが米国コロンビア大学院での留学を終えて一時帰国され、帰国報告会において成果発表をして
いただきました。実践的学びの多い厳しいカリキュラムを優秀な成績で修了され、来年から同大学附属機関への就職が内定しており、ま
すますご活躍が期待されます。
また今年度はグローバル補助金奨学生１名と、今年から新たにスタートした地区補助金奨学生２名が決定し、現在留学準備に入ってい
ます。またもう１つのプログラムである平和フェローについても、「平和構築と紛争予防」分野を専攻する方が年々増えており、将来的にフェ
ローを輩出する道筋をつけたいと願っています。
 末筆になりましたが、１年間当奨学金への温かいご支援を賜りましたことに深く感謝申し上げます。皆様から寄せられた貴重なご寄付
が、将来有望な若者達の育成に大きく寄与していることをぜひご理解いただき、引き続き志の高い方のご推薦を心よりお待ちしております。

長瀬 廣幸
ながせ　ひろゆき

ロータリー財団の活動の原資は寄付のみで運営しており、今年
度も皆様から多くのご支援をいただいたことに感謝いたします。
昨年度の寄付結果ですが、
・年次基金：お一人当り 169ドル
・ポリオプラス基金：お一人当り 55ドル
・恒久基金：30クラブ　の状況となっております。
・ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）：113名
・ポリオプラス・ソサエティ（PPS）：242名　となっております。
2 月５日に開催した PHS 晩餐会では多くの PHS の皆様に参加
いただき盛大に開催することができ
まました。また、各種大会・行事な
どでも多くの寄付を皆様よりいただ
きました。ありがとうございました。

資金推進委員会委員長 岡崎ロータリークラブ

宮田 勇人
みやた　はやと

ポリオ根絶チャリティゴルフコンペ クラブリーダーシップ・ラーニングセミナー

卓話を行うための勉強会 2760地区ポリオ根絶
チャリティコンペ寄付の様子

ラオス・カムアン県ポンサン小学校視察

PHS晩餐会

地区大会バナー配布・ポリオ募金活動

ホストクラブの皆様と 水島有紀さん帰国報告会

地区委員長・地区ＲＡ代表報告地区委員長・地区ＲＡ代表報告
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ロータリー財団委員会委員長 岡崎ロータリークラブ

資金管理委員会委員長 豊田ロータリークラブ

学友委員会委員長 知立ロータリークラブ

大橋　均
おおはし　ひとし

加藤 博巳
かとう　ひろみ

補助金委員会委員長 豊田ロータリークラブ

補助金委員会では、地区補助金において73クラブ・２ロータ
ーアクトクラブ、および地区委員会による３事業の実施をサポー
トしました。申請時のロータリーレート154円から支給時に145
円へと円高が進行したため、各事業費の目減りに伴う修正や拠出
金の追加などへの対応を余儀なくされましたが、皆様のご尽力に
より無事に遂行できました。
一方、グローバル補助金では、豊橋ゴールデンRCのブータン
における環境分野の事業が承認されました。現地の問題解決に向
け、本事業の素晴らしい成果と、実施の成功を切に願っていま
す。
また、申請から報告書の作
成までを通し、柔軟にご対応
いただきました各クラブの担
当者様はじめ多くの皆様に多
大なるご理解とご協力に、深
く感謝申し上げます。

一年間、ロータリー財団に、ご支援ご協力を賜り、誠にありが
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地区社会奉仕委員会による西浦海岸クリーンアップ作戦を市民
の方々と協力して開催していただきました。
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催いたしました。
当委員会としてポリオ根絶活動にも積極的に取り組み、チャリ
ティーゴルフコンペ、セミナーや地区大会で募金活動を行いまし
た。
RFF を開催しない年度でありましたが、ポリオプラス寄付は、
前年度を上回るご寄付をいただきました。特筆すべきは、各クラ
ブの皆様方がポリオデー等を活用した独自の取り組みで、活発な
募金活動を推進していただいたことです。また、IM を活用した
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酒井 法丈
さかい　のりたけ
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るとのうれしいご報告が届いています。
また 2023-24 年度の「水島有紀」さんが米国コロンビア大学院での留学を終えて一時帰国され、帰国報告会において成果発表をして
いただきました。実践的学びの多い厳しいカリキュラムを優秀な成績で修了され、来年から同大学附属機関への就職が内定しており、ま
すますご活躍が期待されます。
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が、将来有望な若者達の育成に大きく寄与していることをぜひご理解いただき、引き続き志の高い方のご推薦を心よりお待ちしております。
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ながせ　ひろゆき

ロータリー財団の活動の原資は寄付のみで運営しており、今年
度も皆様から多くのご支援をいただいたことに感謝いたします。
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いただき盛大に開催することができ
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きました。ありがとうございました。
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米山記念奨学委員会委員長 愛知長久手ロータリークラブ

今年度も、米山記念奨学委員会事業に多大なるご貢献頂きまし
たロータリー会員の皆様、奨学生をお世話頂きました世話クラブ・
カウンセラーの皆様、そして米山記念奨学会にご寄付下さいまし
た皆様、誠にありがとうございました。
2025 年度は 56 名の奨学生が無事に終わり、2026 年度は
56 名の奨学生で４月より新たに委員会をスタートさせて頂いて
おります。
そして、2025 年７月から２年間、当地区を卒業した奨学生　
ガンバト トゥメンバヤル （モンゴル /2014-15/ 大府ＲＣ）が、
よねやま親善大使（全国で2名）として日本全国各地でロータリー
米山記念奨学事業 を PR してくれます。
今年度、皆様から頂きました６月末時点の寄付総額は
70,012,331 円となりました。
しかしながら『特別寄付率』（会員からの特別寄付者割合）が
36.1％となり、全国 34 地区中 23 位である事は少し残念でなり
ません。少額でも特別寄付を頂けると幸いです。
2025 年度の地区米山記念奨学委員会事業としましては、オリ
エンテーションから始まり期間終了者歓送会まで１年間、ロータ
リー会員の皆様・指導教員の皆様・米山学友の皆様に沢山ご参加
頂いたおかげで、奨学生の思い出に残る事業を開催させて頂くこ
とが出来ました。
私の力不足な点が多々あり、皆様にはご迷惑をおかけした部分
もあったかと思われます。
今後も、地区米山記念奨学委員一同、１本でも多くの『架け橋』
をかけられるよう努めて参りますので、皆様より一層のご理解ご
協力のほど宜しくお願い申し上げます。

神谷 恵理
かみや　えり

地区ローターアクト代表 名古屋熱田ローターアクトクラブ

私は、今年度「知好楽」を地区方針に掲げ、奉仕活動だけに留
まらず、リーダーシップの向上、真剣な親睦にも力を入れた一年
にいたしました。
中でも 10 月に行われた国内研修は、2610 地区、2590 地区
の皆さまと共に能登半島に向かい、現地の復興ボランティア団体
の方々にお世話になりながら復興支援を行ったのは勿論ですが、
初日のラーニングセミナーによる研修、三日目の他地区混在チー
ムでの金沢散策など、「知好楽」全てが詰まった三日間となりま
した。
ローターアクトは自クラブ、地区内だけでなく、地区外に出て
こそ、よりロータリーを知り、好きになり、楽しめる。そんな団
体だとこの一年でより強く感じました。　最後になりましたが、
一年間支えて下さった皆さま、誠にありがとうございました。今
後とも宜しくお願い致します。

森地 智尋
もりち　ともひろ

地区大会ボランティア 能登半島地震復興ボランティア

三地区合同国内研修

春季米山奨学生学友合同研修会

ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！
～夢と希望に満ちた未来の実現に向かって　絆を深め　

奉仕の歯車を力強く廻そう！～

2025－26年度

年 次 報 告 書

2025－26年度　地区方針

地区委員長・地区ＲＡ代表報告
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2025 年度の地区米山記念奨学委員会事業としましては、オリ
エンテーションから始まり期間終了者歓送会まで１年間、ロータ
リー会員の皆様・指導教員の皆様・米山学友の皆様に沢山ご参加
頂いたおかげで、奨学生の思い出に残る事業を開催させて頂くこ
とが出来ました。
私の力不足な点が多々あり、皆様にはご迷惑をおかけした部分
もあったかと思われます。
今後も、地区米山記念奨学委員一同、１本でも多くの『架け橋』
をかけられるよう努めて参りますので、皆様より一層のご理解ご
協力のほど宜しくお願い申し上げます。

神谷 恵理
かみや　えり

地区ローターアクト代表 名古屋熱田ローターアクトクラブ

私は、今年度「知好楽」を地区方針に掲げ、奉仕活動だけに留
まらず、リーダーシップの向上、真剣な親睦にも力を入れた一年
にいたしました。
中でも 10 月に行われた国内研修は、2610 地区、2590 地区
の皆さまと共に能登半島に向かい、現地の復興ボランティア団体
の方々にお世話になりながら復興支援を行ったのは勿論ですが、
初日のラーニングセミナーによる研修、三日目の他地区混在チー
ムでの金沢散策など、「知好楽」全てが詰まった三日間となりま
した。
ローターアクトは自クラブ、地区内だけでなく、地区外に出て
こそ、よりロータリーを知り、好きになり、楽しめる。そんな団
体だとこの一年でより強く感じました。　最後になりましたが、
一年間支えて下さった皆さま、誠にありがとうございました。今
後とも宜しくお願い致します。

森地 智尋
もりち　ともひろ

地区大会ボランティア 能登半島地震復興ボランティア

三地区合同国内研修

春季米山奨学生学友合同研修会

ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！
～夢と希望に満ちた未来の実現に向かって　絆を深め　

奉仕の歯車を力強く廻そう！～

2025－26年度

年 次 報 告 書

2025－26年度　地区方針

地区委員長・地区ＲＡ代表報告
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月 日 曜日 会合日
2025年

1 23 木 TEAM SUZUKI　第1回会議

2 3 月 ロータリー財団補助金管理セミナー

2 9～13 日～木 2025年RI国際協議会

2 22 土 第4回地区諮問委員会（2024-25年度）

2 26 水 地区研修・協議会　分科会リーダー会議

3 1 土 第33回地区RYLAセミナー（リモート編）

3 4 火 第3回次期ガバナー補佐ラーニング会議

3 4 火 TEAM SUZUKI　第2回会議

3 5 水 第1回地区戦略計画委員会予定者会議

3 9 日 地区チームラーニングセミナー

3 16 日 会長エレクトラーニングセミナー（PELS)

3 18 火 地区研修・協議会　分科会全体会議

3 29～30 土・日 第33回RYLAセミナー（実践編）

4 3 木 第1回米山記念奨学委員会

4 6 日 第1回ローターアクト委員会

4 10 木 2025学年度米山奨学生オリエンテーション

4 11 金 第4回次期ガバナー補佐ラーニング会議

4 20 日 2025-26年度地区研修・協議会　
ホスト：豊田三好RC

4 25 金 第1回会員増強委員会

5 13 火 24-25第4回・25-26第1回地区大会企画
委員会

5 17 土 第37回インターアクトクラブ海外派遣研修
事前説明会

5 20 火 第2回地区戦略計画委員会予定者会議

5 23 金 第2回会員増強委員会予定者会議

5 24 土 春季米山奨学生学友合同研修会

5 24 土 地区青少年交換プログラム
第10回オリエンテーション

5 24 土 26-27年度募集説明会

5 24 土 第12回青少年交換委員会

5 30 金 第1回地区ロータリー奉仕委員会

6 2 月 TEAM SUZUKI　第3回会議

6 3 火 第2回ローターアクト委員会

6 5 木 24-25第4回・25-26第1回拡大委員会

6 6 金 第1回ロータリー財団運営会議

6 7～8 土・日 第37回インターアクトクラブ海外派遣研修 
第1回事前説明会

6 7 土 第6回インターアクト委員会
（新旧引継ぎ会）

6 9 月 第2回米山記念奨学委員会

6 12 木 新旧合同地区ロータリー奉仕委員会

6 14 土 地区青少年交換プログラム
第11回オリエンテーション

6 14 土 第1回RYLA委員会予定者会議

6 14 土 第5回地区諮問委員会（2024-25年度）

6 14 土 地区役員会長幹事懇談会（2024-25年度）

6 18 水 第1回職業奉仕委員会

6 19 木 新旧合同地区米山記念奨学委員会

6 21～25 土～水 RI国際大会/ガバナーナイト
（2024-25年度）

6 27 金 第3回会員増強委員会

6 28 土 愛知ロータリー学友会　総会

7 3 木 第3回米山記念奨学委員会

7 4 金 第2回ロータリー財団運営会議

7 4 金 第1回ロータリー財団全委員会

7 5 土 第1回地区諮問委員会

7 5 土 第1回立法案審議委員会

7 5 土 第1回インターアクト委員会

7 5 土 第2回RYLA委員会

7 5 土 第37回インターアクトクラブ海外派遣研修 
第2回事前説明会

7 7 月 第1回公共イメージ向上委員会

7 8 火 第1回国際奉仕委員会

7 9 水 第1回危機管理委員会

月 日 曜日 会合日

7 11 金 第1回グローバル奨学生・平和フェロー委
員会

7 12 土 地区青少年交換プログラム第12回オリエ
ンテーション

7 12 土 第1回青少年交換委員会

7 12 土 青少年交換プログラム受入説明会

7 14 月 第1回補助金委員会

7 15 火 第2回職業奉仕委員会

7 16 水 第1回地区ラーニング委員会

7 17 木 第1回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

7 18 金 第4回会員増強委員会

7 19 土 米山奨学生交流会

7 19 土 第3回ローターアクト委員会

7 19 土 第1回学友委員会

7 21 月 第35回インターアクトクラブ年次大会

7 22 火 クラブ活性化セミナー

7 23～29 第37回インターアクトクラブ海外派遣
研修

7 23 水 第1回防災対策委員会

7 24 木 第2回地区大会企画委員会

7 25 金 第2回地区ロータリー奉仕委員会

7 29 火 第1回社会奉仕委員会

7 30 水 第1回資金推進委員会

8 1 金 豊橋RC　創立75周年事業　ラッピング
電車発車式

8 1 金 第3回ロータリー財団運営会議

8 1 金 25-26会員増強セミナーPARTⅠ

8 2 土 ローターアクトクラブ強化研修/第6回
RAC-1グランプリ

8 2 土 第3回RYLA委員会

8 5 火 第1回ロータリー財団監査委員会

8 6 水 第3回職業奉仕委員会

8 6 水 TEAM SUZUKI　第4回会議

8 7 木 第2回地区ラーニング委員会

8 8 金 ロータリー財団セミナー

8 8 金 第2回国際奉仕委員会

8 9 土 青少年交換志願者選考試験

8 10 日 豊橋RC　創立75周年記念例会・祝賀会

8 18 月 第2回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

8 21 木 クラブ職業奉仕委員長会議

8 22 金 クラブ職業奉仕委員長会議

8 22 金 第2回青少年交換委員会

8 22 金 青少年交換プログラム第1回オリエンテ
ーション

8 23 土 第37回インターアクトクラブ海外派遣
研修事後研修会

8 23 土 第2回インターアクト委員会

8 24 日 RLI会長エレクト研修パートⅠ

8 25 月 第2回公共イメージ向上委員会

8 26 火 第3回国際奉仕委員会

8 27 水 第1回地区財務委員会

8 29 金 第5回会員増強委員会

9 3 水 第3回地区大会企画委員会

9 4 木 第4回米山記念奨学委員会

9 5 金 第2回ロータリー財団全委員会

9 6 土 秋季米山奨学生学友合同研修会

9 6 土 第4回RYLA委員会

9 7 日 第4回ローターアクト委員会/ 
ローターアクトスポーツフェスティバル

9 8 月 第3回公共イメージ向上委員会

9 11 木 第3回地区ラーニング委員会

9 12 金 第2回補助金委員会

9 13 土 第2回地区諮問委員会

9 13 土 第2回立法案審議委員会

9 13 土 第4回青少年交換委員会

月 日 曜日 会合日

9 13 土 青少年交換プログラム第2回オリエンテ
ーション

9 16 火 第1回クラブ国際奉仕委員長会議

9 17 水 第4回職業奉仕委員会

9 17 水 第2回資金推進委員会

9 19 金 第2回IAC顧問会議

9 19 金 第3回インターアクト委員会

9 20 土 第2回学友委員会

9 22 月 クラブ公共イメージ向上委員長会議

9 24 水 クラブ米山委員長会議･第29回米山学友
会（愛知）総会

9 25 木 第6回会員増強委員会

9 26 金 危機管理セミナー

9 28 日 RLI会長エレクト研修パートⅡ

9 29 月 第2回拡大委員会

9 30 火 第2回社会奉仕委員会

10 1 水 クラブ青少年奉仕委員長会議

10 2 木 第5回米山記念奨学委員会

10 3 金 第2回グローバル奨学生・平和フェロー
委員会

10 4 土 第5回RYLA委員会

10 6 月 ポリオ根絶チャリティーゴルフコンペ
2025

10 8 水 TEAM SUZUKI　第5回会議

10 9 木 月間卓話を行うための勉強会

10 9 木 第4回地区ラーニング委員会

10 11～13 土～月 地区ローターアクト「国内研修」

10 16 木 米山カウンセラー研修会

10 16 木 第3回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

10 17 金 第1回クラブ・リーダーシップ・ラーニ
ングセミナー企画委員会

10 18 土 第5回青少年交換委員会

10 18 土 青少年交換プログラム第3回オリエンテ
ーション

10 18 土 青少年交換プログラム第1回三者懇談会

10 19 日 豊橋商業高校IAC　創立60周年記念式典

10 23 木 尾身茂氏講演会

10 24 金 第7回会員増強委員会

10 26 日 名古屋清須RC　創立50周年記念式典

10 26 日 RLI会長エレクト研修パートⅢ

10 28 火 第1回クラブ社会奉仕委員長会議

10 29 水 一宮中央RC　創立35周年記念式典・祝
賀会

10 29 水 名古屋名駅椿R衛星クラブ　創立例会

10 31 金 第4回ロータリー財団運営会議

11 1 土 第6回RYLA委員会

11 4 火 第4回国際奉仕委員会

11 5 木 第3回資金推進委員会

11 7 金 第3回グローバル奨学生・平和フェロー
委員会

11 8 土 第3回地区諮問委員会

11 8 土 2025-26年度地区大会１日目　
ホスト：豊川RC

11 9 日 2025-26年度地区大会２日目　
ホスト：豊川RC

11 12 水 第2回危機管理委員会

11 12 水 第2回東尾張分区会長幹事会

11 14 金 第8回会員増強委員会

11 15 土 第6回青少年交換委員会

11 15 土 青少年交換プログラム第4回オリエンテ
ーション

11 15 土 第3回学友委員会

11 15 土 尾西RC　創立70周年記念式典

11 21 金 会員増強セミナーPARTⅡ（戦術編）

11 21 金 第5回ロータリー財団運営会議

11 26 水 第3回補助金委員会

11 27 木 2026年度米山奨学生第１次選考会

地区主要日程・地区委員会日程
第2760地区
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月 日 曜日 会合日
11 28 金 第3回地区ロータリー奉仕委員会

11 29 土 第5回ローターアクト委員会

12 3 水 第4回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

12 4 木 第4回資金推進委員会

12 6 土 第7回青少年交換委員会

12 6 土 青少年交換プログラム第5回オリエンテ
ーション

12 6 日 ROTEX企画クリスマスパーティー

12 6 土 第7回RYLA委員会

12 6 土 第1回ガバナー補佐会議

12 6 土 米山奨学生学友忘年会

12 7 日 第4回グローバル奨学生・平和フェロー
委員会／奨学金申請者面接会

12 8 月 第4回公共イメージ向上委員会

12 9 火 第3回社会奉仕委員会

12 10 水 第5回国際奉仕委員会

12 11 木 第5回地区ラーニング委員会

12 12 金 第9回会員増強委員会

12 15 月 第2回防災対策委員会

12 18 木 2026年度米山奨学生第2次選考会

12 19 金 第6回ロータリー財団運営会議

12 20 土 米山奨学生第3次選考会＆第4次選考会

2026年
1 14 水 第4回補助金委員会

1 16 金 第5回グローバル奨学生・平和フェロー
委員会

1 17 土 第8回青少年交換委員会

1 17 土 青少年交換プログラム第6回オリエンテ
ーション

1 17 土 第4回学友委員会

1 20 火 第6回ローターアクト委員会

1 21 水 第2回地区財務委員会

1 22 木 第10回会員増強委員会

1 23 金 尾張旭RC　創立55周年記念例会

1 23 金 第7回ロータリー財団運営会議

1 24 土 第4回インターアクト委員会

1 24 日 インターアクトクラブ・リーダー研修会

1 24 月 第3回地区IAC顧問会議

1 24 土 豊橋東RC　創立30周年記念式典

1 24～26 土～月 多地区合同ウインターキャンプforイン
バウンド

1 27 火 第5回資金推進委員会

1 27 火 第4回クラブサポートミーティング&新
年会

1 28 水 第6回国際奉仕委員会

1 31 土 第4回地区諮問委員会

1 31 土 南尾張分区IM

2 1 日 第6回RAC-1 Grand Prix 事業【在来種
保護作戦】

2 5 木 ロータリー財団補助金管理セミナー

2 5 木 ポール・ハリス・ソサエティ晩餐会

2 6 金 第11回会員増強委員会

2 7 土 第9回青少年交換委員会

2 7 土 青少年交換プログラム第7回オリエンテ
ーション

2 7 土 青少年交換プログラム第2回三者懇談会

2 8 日 2026-27年度地区チーム・ラーニング
セミナー

2 12 木 第6回米山記念奨学委員会

2 12 木 第5回ポリオプラス／職業研修チーム
委員会

2 13 金 第4回地区ロータリー奉仕委員会

2 14 土 東三河分区IM

2 15 日 名古屋城北RC　創立40周年記念式典

2 17 火 第2回クラブ国際奉仕委員長会議

2 18 水 西名古屋分区IM

月 日 曜日 会合日
2 19 木 第5回職業奉仕委員会

2 19 木 第5回補助金委員会

2 21 土 西三河中分区IM

2 21 土 西三河分区IM

2 21 土 豊川宝飯RC　創立40周年記念式典

2 22 日 2026-27年度会長エレクトラーニング
セミナー（PELS）

2 24 火 第4回社会奉仕委員会

2 25 水 ｢DEI｣推進フォーラム

2 26 木 東名古屋分区IM

3 1 日 第7回ローターアクト委員会

3 2 月 第1回日本青少年交換研究会・愛知会議
実行委員会

3 3 火 第1回地区戦略計画委員会予定者会議

3 4 水 第6回補助金委員会

3 5 木 第2回クラブ・リーダーシップ・ラーニ
ングセミナー企画委員会

3 6 金 第8回ロータリー財団運営会議

3 6 金 第3回ロータリー財団全委員会

3 7 土 西尾張分区IM

3 7 土 2026年3月米山奨学期間終了者歓送会

3 14 土 第5回学友委員会

3 15 日 東尾張分区IM

3 25 水 知立RC　創立35周年記念例会

3 16 月 第5回公共イメージ向上委員会

3 17 火 第6回職業奉仕委員会

3 17 火 第5回社会奉仕委員会

3 18 水 第6回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

3 19 金 第6回グローバル奨学生・平和フェロー
委員会

3 23 月 青少年交換プログラムあいちピクニック
inジブリパーク

3 23 月 第7回補助金委員会

3 24 火 第6回資金推進委員会

3 24 火 第7回国際奉仕委員会

3 25 水 第3回危機管理委員会

3 27 金 第9回ロータリー財団運営会議

4 1 水 第3回拡大委員会

4 2 木 第1回米山記念奨学委員会　予定者会議

4 3 金 第5回地区ロータリー奉仕委員会

4 4 土 豊橋南RC　創立60周年記念式典

4 5 日 2026-27年度クラブ・リーダーシップ・
ラーニングセミナー　ホスト：津島RC

4 5 日 次年度のための地区ローターアクト研修
協議会

4 6 月 グローバル補助金奨学生水島有紀さん帰
国報告会

4 8 水 第8回補助金委員会

4 9 木 2026学年度米山奨学生オリエンテーシ
ョン

4 14 火 名古屋錦RC　創立30周年記念式典

4 16 木 第7回グローバル奨学生・平和フェロー
委員会

4 18 土 第11回青少年交換委員会

4 18 土 青少年交換プログラム第9回オリエンテ
ーション

4 19 日 第8回ローターアクト委員会

4 21 火 名古屋みなとRC　創立60周年記念式典

4 22 水 第9回補助金委員会

4 23 木 第7回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

4 25 土 地区補助金奨学生　選考会

5 11 月 第6回公共イメージ向上委員会

5 12 火 第7回資金推進委員会

5 13 水 25-26第4回・26-27第1回地区大会企
画委員会

5 14 木 半田RC　創立75周年記念式典・祝賀会

5 15 金 第10回補助金委員会

5 15 金 地区財団活動資金（DDF）会議

月 日 曜日 会合日
5 16 土 第5回インターアクト委員会

5 16 土 第38回IAC海外派遣研修保護者説明会

5 16 土 第6回学友委員会

5 18 月 第2回日本青少年交換研究会・愛知会議
実行委員会

5 20 水 第8回ポリオプラス／職業研修チーム委
員会

5 21 木 第6回地区ラーニング委員会

5 22 金 衛星クラブ説明会

5 23 土 第12回青少年交換委員会

5 23 土 青少年交換プログラム第10回オリエン
テーション

5 23 土 青少年プログラム2026-27年度募集説
明会

5 23 土 ROTEX企画カルチャーフェアー

5 24 日 第36回地区ローターアクト年次大会

5 25 月 第2回地区戦略計画委員会予定者会議

5 25 月 2026歴代地区幹事会

5 30 土 春季米山奨学生学友合同研修会

5 30 土 名古屋名城RAC　創立30周年記念式典

6 2 火 犬山白帝R衛星クラブ　チャーターナイト

6 5 金 ロータリー財団委員会新旧全委員会

6 6 土 第6回（新旧合同）インターアクト委員会

6 6 土
第38回インターアクトクラブ海外派遣
研修 
第1回事前研修会

6 7 日 第9回ローターアクト委員会

6 7 日 地区青少年交換プログラム来日学生フェ
アウェルパーティー

6 9 火 第6回社会奉仕委員会

6 10 水 岡崎RC　創立75周年記念式典

6 11 木 第7回地区ラーニング委員会

6 13～17 土～水 2026年RI国際大会/地区ナイト
（6月13日）

6 18 木 新旧合同米山記念奨学委員会

6 20 土 第2回ガバナー補佐会議

6 20 土 第5回地区諮問委員会

6 20 土 地区役員会長幹事懇談会

6 22 月 第7回公共イメージ向上委員会

6 23 火 第3回クラブ・リーダーシップ・ラーニ
ングセミナー企画委員会

6 27 土 愛知ロータリー学友会　総会

7 18 土 第10回地区ローターアクト委員会

地区主要日程・地区委員会日程
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ガバナー公式訪問日程表
第2760地区
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ガバナー補佐公式訪問日程表
第2760地区
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一宮ロータリークラブ 稲沢ロータリークラブ
名古屋清須ロータリークラブ 一宮中央ロータリークラブ
瀬戸ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ
名古屋ロータリークラブ 名古屋南ロータリークラブ
名古屋みなとロータリークラブ 名古屋中ロータリークラブ
名古屋大須ロータリークラブ 名古屋名南ロータリークラブ
名古屋名駅ロータリークラブ 名古屋北ロータリークラブ
名古屋東ロータリークラブ 名古屋錦ロータリークラブ
豊川ロータリークラブ 田原ロータリークラブ
豊川宝飯ロータリークラブ 田原パシフィックロータリークラブ
豐田ロータリークラブ 豊田西ロータリークラブ
豊田中ロータリークラブ 安城ロータリークラブ
西尾一色ロータリークラブ 

一宮北ロータリークラブ 瀬戸ロータリークラブ
名古屋南ロータリークラブ 名古屋中ロータリークラブ
名古屋大須ロータリークラブ 名古屋名駅ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ 豊橋北ロータリークラブ
豊田ロータリークラブ 豊田中ロータリークラブ
愛知三州ロータリークラブ

国際ロータリー表彰

該当者なし

ロータリー財団功労賞

ロータリー財団表彰

ガバナー特別賞

地区表彰

クラブ優秀賞

意義ある奉仕賞（RC：11クラブ）

ロータリークラブ（25クラブ）

名古屋中央ローターアクトクラブ

ローターアクトクラブ（1クラブ）

瀬戸ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ
名古屋南ロータリークラブ 名古屋みなとロータリークラブ
名古屋名駅ロータリークラブ 名古屋宮の杜ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ 名古屋錦ロータリークラブ
豊田西ロータリークラブ 名古屋熱田ローターアクトクラブ

①有意義な事業部門（RC：９クラブ　RAC：１クラブ）

大府ロータリークラブ 稲沢ロータリークラブ
瀬戸ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ
名古屋城北ロータリークラブ 豊田西ロータリークラブ

②ポリオ根絶に関する活動部門（RC：6クラブ）

ガバナー功労賞

地区ロータリー財団委員会委員長　加藤 博巳（岡崎RC）
南尾張分区 西尾張分区
東尾張分区 西名古屋分区
東名古屋分区 東三河分区
西三河中分区 西三河分区

①ポリオ根絶活動への貢献 （敬称略）

感謝状贈呈

地区研修・協議会　ホストクラブ　 豊田三好ロータリークラブ
地区大会　ホストクラブ　 豊川ロータリークラブ

名古屋名駅ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ

②衛星クラブ設立クラブ

名古屋南ロータリークラブ 名古屋名駅ロータリークラブ
名古屋北ロータリークラブ 名古屋守山ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ 名古屋千種ロータリークラブ
名古屋錦ロータリークラブ 岡崎ロータリークラブ
豊田ロータリークラブ 岡崎南ロータリークラブ
豊田中ロータリークラブ 

③米山記念奨学事業部門（RC：11クラブ）

国際ロータリー表彰及び地区表彰
第2760地区
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一宮ロータリークラブ 稲沢ロータリークラブ
名古屋清須ロータリークラブ 一宮中央ロータリークラブ
瀬戸ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ
名古屋ロータリークラブ 名古屋南ロータリークラブ
名古屋みなとロータリークラブ 名古屋中ロータリークラブ
名古屋大須ロータリークラブ 名古屋名南ロータリークラブ
名古屋名駅ロータリークラブ 名古屋北ロータリークラブ
名古屋東ロータリークラブ 名古屋錦ロータリークラブ
豊川ロータリークラブ 田原ロータリークラブ
豊川宝飯ロータリークラブ 田原パシフィックロータリークラブ
豐田ロータリークラブ 豊田西ロータリークラブ
豊田中ロータリークラブ 安城ロータリークラブ
西尾一色ロータリークラブ 

一宮北ロータリークラブ 瀬戸ロータリークラブ
名古屋南ロータリークラブ 名古屋中ロータリークラブ
名古屋大須ロータリークラブ 名古屋名駅ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ 豊橋北ロータリークラブ
豊田ロータリークラブ 豊田中ロータリークラブ
愛知三州ロータリークラブ

国際ロータリー表彰

該当者なし

ロータリー財団功労賞

ロータリー財団表彰

ガバナー特別賞

地区表彰

クラブ優秀賞

意義ある奉仕賞（RC：11クラブ）

ロータリークラブ（25クラブ）

名古屋中央ローターアクトクラブ

ローターアクトクラブ（1クラブ）

瀬戸ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ
名古屋南ロータリークラブ 名古屋みなとロータリークラブ
名古屋名駅ロータリークラブ 名古屋宮の杜ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ 名古屋錦ロータリークラブ
豊田西ロータリークラブ 名古屋熱田ローターアクトクラブ

①有意義な事業部門（RC：９クラブ　RAC：１クラブ）

大府ロータリークラブ 稲沢ロータリークラブ
瀬戸ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ
名古屋城北ロータリークラブ 豊田西ロータリークラブ

②ポリオ根絶に関する活動部門（RC：6クラブ）

ガバナー功労賞

地区ロータリー財団委員会委員長　加藤 博巳（岡崎RC）
南尾張分区 西尾張分区
東尾張分区 西名古屋分区
東名古屋分区 東三河分区
西三河中分区 西三河分区

①ポリオ根絶活動への貢献 （敬称略）

感謝状贈呈

地区研修・協議会　ホストクラブ　 豊田三好ロータリークラブ
地区大会　ホストクラブ　 豊川ロータリークラブ

名古屋名駅ロータリークラブ 犬山ロータリークラブ

②衛星クラブ設立クラブ

名古屋南ロータリークラブ 名古屋名駅ロータリークラブ
名古屋北ロータリークラブ 名古屋守山ロータリークラブ
名古屋名東ロータリークラブ 名古屋千種ロータリークラブ
名古屋錦ロータリークラブ 岡崎ロータリークラブ
豊田ロータリークラブ 岡崎南ロータリークラブ
豊田中ロータリークラブ 

③米山記念奨学事業部門（RC：11クラブ）

国際ロータリー表彰及び地区表彰
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収入の部
2024-25 年度 2025-26 年度

決算：(上期)RC4,503人 RAC143人
 (下期)RC4,570人

予算：RC4,503人　RAC143人（2024/7/1現在会員数）
決算：（上期）RC4,523人　RSC8人　RAC111人（下期）RC4,600人　RSC8人

科　　　目 予算 決算 予算 決算 差異 備考

一
般
資
金

前年度繰越金 6,000,000 14,235,402 6,000,000 16,770,182 △ 10,770,182 注1
地区資金上期（RC） 27,180,000 27,018,000 27,018,000 27,162,000 △ 144,000 6,000円×4,523人、3,000円×8人　注2(A)
地区資金下期（RC） 27,180,000 27,420,000 27,018,000 27,624,000 △ 606,000 6,000円×4,600人、3,000円×8人　注2(A)
地区資金上期（RAC） 70,400 57,200 57,200 44,400 12,800 400円×111人　注2(C)
雑収入 20,000 28,660 20,000 67,176 △ 47,176

計 60,450,400 68,759,262 60,113,200 71,667,758 △ 11,554,558

特
別
資
金

地区大会協力金 19,479,000 19,362,900 19,362,900 19,466,100 △ 103,200 4,300円×4,523人、2,150円×8人　注8
地区事業費上期（RC） 11,325,000 11,257,500 11,257,500 11,317,500 △ 60,000 2,500円×4,523人、1,250円×8人　注3(B)
地区事業費下期（RC） 11,778,000 11,882,000 11,707,800 11,970,400 △ 262,600 2,600円×4,600人、1,300円×8人　注3(B)
地区事業費上期（RAC） 17,600 14,300 14,300 11,100 3,200 100円×111人　注3(D)

計 42,599,600 42,516,700 42,342,500 42,765,100 △ 422,600
合　　　　計 103,050,000 111,275,962 102,455,700 114,432,858 △ 11,977,158

支出の部 2024-25 年度 2025-26 年度
科　　　目 予算 決算 予算 決算 差異 備考

国際ロータリー行事費 1,300,000 1,300,000 1,300,000 1,300,000 0
ガバナーエレクト国際協議会出席補助金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0
RI 規定審議会出席補助金 300,000 300,000 300,000 300,000 0 注4
地区事業・行事費 47,499,600 45,060,395 47,242,500 45,333,288 1,909,212
地区大会協力金 19,479,000 19,362,900 19,362,900 19,466,100 △ 103,200 4,300円×4,523名　注8　特別会計へ振替
地区事業費（ＲＣ） 23,103,000 23,139,500 22,965,300 23,287,900 △ 322,600 注3　特別会計へ振替
地区事業費（ＲＡＣ） 17,600 14,300 14,300 11,100 3,200 注3　特別会計へ振替
クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 500,000 △ 561,805 500,000 △ 1,343,152 1,843,152
ＩＭ費 1,600,000 1,600,000 1,600,000 1,600,000 0 注5
ロータリー奉仕デー補助金 400,000 0 400,000 0 400,000
地区チームラーニングセミナー 500,000 500,000 500,000 500,000 0 ガバナー補佐研修を含む
会長エレクトラーニングセミナー 500,000 500,000 500,000 500,000 0
クラブ活性化セミナー 400,000 0 400,000 400,000 0 財団・増強・公共イメージ
ガバナー事業費 1,000,000 505,500 1,000,000 911,340 88,660 ポリオ根絶日経新聞PR広告、会合席次アプリ等
地区運営費 44,289,950 43,717,470 44,346,290 44,017,490 328,800
ガバナー会議等出席補助金 1,800,000 1,874,320 1,800,000 1,891,450 △ 91,450
ガバナー会運営協力金 973,950 975,850 900,600 913,900 △ 13,300 100円×4,531人＋100円×4,608人（RSC含む）
平和奨学生支援金 － － 135,090 138,240 △ 3,150 30円×4,608名（RCS含む）
ロータリー文庫運営協力金 906,000 907,300 900,600 913,900 △ 13,300 100円×4,531人＋100円×4,608人（RSC含む）
ガバナー事務所運営費 19,300,000 19,300,000 19,300,000 19,300,000 0
ガバナーエレクト事務所補助金 8,300,000 8,300,000 8,300,000 8,300,000 0
ガバナー月信等協力金 8,800,000 8,800,000 8,800,000 8,800,000 0
地区幹事費 400,000 400,000 400,000 400,000 0
ガバナー補佐費（分区運営費含む） 3,160,000 3,160,000 3,160,000 3,160,000 0 注6及び注７
特別代表活動補助費 300,000 0 300,000 0 300,000 新クラブ設立1クラブ
新クラブ設立補助費 350,000 0 350,000 200,000 150,000 新クラブ設立1クラブ・RSC設立1クラブ10万円
地区委員会費 7,280,000 4,333,325 7,000,000 4,867,124 2,132,876
地区諮問委員会 600,000 647,828 600,000 415,940 184,060
地区指名委員会 50,000 29,742 50,000 0 50,000
立法案審議委員会 50,000 114,229 50,000 52,440 △ 2,440
地区戦略計画委員会 － － 30,000 600 29,400
危機管理委員会 60,000 63,942 120,000 57,076 62,924
防災対策委員会 60,000 10,560 60,000 32,690 27,310
地区ラーニング委員会 450,000 126,224 300,000 55,257 244,743
ロータリー財団監査委員会 30,000 0 30,000 300 29,700
地区財務委員会 30,000 6,137 30,000 5,010 24,990
拡大委員会 30,000 2,160 30,000 2,200 27,800
会員増強委員会 400,000 377,784 400,000 424,680 △ 24,680
公共イメージ向上委員会 1,100,000 878,420 1,100,000 1,056,557 43,443
地区ロータリー奉仕委員会 50,000 △ 248,662 230,000 △ 5,830 235,830

社会奉仕委員会 600,000 △ 5,505 600,000 328,300 271,700
職業奉仕委員会 300,000 66,954 300,000 238,664 61,336
国際奉仕委員会 400,000 △ 114,820 400,000 △ 19,930 419,930
インターアクト委員会 100,000 534 100,000 15,887 84,113 　ロータリー奉仕全体で2,300,000円
ローターアクト委員会 400,000 165,548 200,000 154,143 45,857
ＲＹＬＡ委員会 200,000 49,591 200,000 27,059 172,941
青少年交換委員会 200,000 626 200,000 76,081 123,919
学友委員会 50,000 9,812 50,000 50,000 0

ロータリー財団委員会 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 0
資金管理委員会 - - - - -
資金推進委員会 - - - - -
補助金委員会 - - - - -

　全ての委員会含む

ポリオプラス / 職業研修チーム委員会 - - - - -
グローバル奨学生・平和フェロー委員会 - - - - -

米山記念奨学委員会 750,000 750,000 750,000 750,000 0
RFF 実行委員会 200,000 246,330 - - -
ロータリーの友　地区代表委員活動費 20,000 5,891 20,000 0 20,000
特別活動事業・行事費（その他） 800,000 0 800,000 0 800,000
次年度立替金 0 0 0 0 0 注10
雑費 30,450 94,590 66,910 66,130 780
次年度繰越金 1,850,000 16,770,182 1,700,000 18,848,826 △ 17,148,826

合　　　　計 103,050,000 111,275,962 102,455,700 114,432,858 △ 11,977,158

《一般（総合）会計の部》 【単位：円】

地区資金決算書（案）
第2760地区
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事業・行事費 2024-25 年度 2025-26 年度
予算 決算 予算 決算 差異 備考

収
入

繰越金 0 0 0 0 0 注1
地区大会協力金 0 19,362,900 19,362,900 19,466,100 △ 103,200 4,300円×4,523人、2,150円×8人　注8
地区事業費上期（RC） 23,103,000 23,139,500 11,257,500 11,317,500 △ 60,000 2,500円×4,523人、1,250円×8人　注3(B)
地区事業費下期（RC） 11,707,800 11,970,400 △ 262,600 2,600円×4,600人、1,300円×8人　注3(B)
地区事業費上期（RAC） 0 14,300 14,300 11,100 3,200 100円×111人　注3(D)
特別事業基金取崩 0 0 0 4,191,332 △ 4,191,332
特別活動事業・行事費（その他） 0 0 800,000 0 800,000

合　　　　計 23,103,000 42,516,700 43,142,500 46,956,432 △ 3,813,932

支
出

地区大会協力金 0 18,676,159 19,362,900 19,084,966 277,934
地区大会協力金 0 18,676,159 19,362,900 19,084,966 277,934 4,300円×4,523人、2,150円×8人　注8
地区事業費 23,120,600 19,148,186 22,979,600 22,596,124 383,476

青少年交換事業資金 9,150,600 5,810,352 9,096,060 11,302,191 △ 2,206,131 1,010円×4,523人＋505円×8人、1,010
円×4,600人+505円×8人

青少年活動事業資金上期（RC） 11,234,400 10,734,354 5,358,570 5,387,130 △ 28,560 1,190円×4,523人＋595円×8人
青少年活動事業資金下期（RC） 5,808,870 2,897,448 2,911,422 1,290円×4,600人+645円×8人

ポリオプラス活動支援金 1,359,000 1,360,950 1,350,900 1,369,650 △ 18,750 150円×4,523人＋75円×8人、150円×
4,600人+75円×8人

職業研修チーム（ＶＴＴ）協力金 0 0 0 193,604 △ 193,604 0円（25-26限り）

RIJYEM 協力金 906,000 907,300 900,600 913,900 △ 13,300 100円×4,531人、100円×4,608人（RSC
含む）

青少年奉仕グループ地区内保険料 470,600 335,230 464,600 332,150 132,450
50円×4,523人＋25円×8人、50円×
4,600人+25円×8人、
100円×111人

国際奉仕事業資金 0 0 0 200,051 △ 200,051 0円（25-26限り）
特別活動事業費 800,000 4,692,355 800,000 5,275,342 △ 4,475,342
特別活動事業・行事費（その他） 800,000 0 800,000 0 800,000
特別事業基金へ繰入れ 0 4,692,355 0 5,275,342 △ 5,275,342

合　　　　計 23,920,600 42,516,700 43,142,500 46,956,432 △ 3,813,932

積立金 2024-25 年度 2025-26 年度
1.RI 規定審議会補助金積立金 予算 決算 予算 決算 差異 備考

収
入

前年度積立金 600,000 600,030 0 0 0
繰入金 300,000 300,000 300,000 300,000 0
受取利息 0 316 0 367 △ 367

合　　　　計 900,000 900,346 300,000 300,367 △ 367

支
出

活動費 900,000 900,000 0 0 0
次年度積立金 0 0 300,000 300,367 △ 367
雑費 0 346 0 0 0

合　　　　計 900,000 900,346 300,000 300,367 △ 367

基金 2024-25 年度 2025-26 年度
1. 特別事業基金 予算 決算 予算 決算 差異 備考

収
入

繰越金 25,841,495 27,300,062 27,300,062 32,025,413 △ 4,725,351 注1（予算：24-25年度繰越金額）及び注9含む
積立金 0 4,692,355 0 5,275,342 △ 5,275,342
受取利息 0 32,996 0 65,372 △ 65,372

合　　　　計 25,841,495 32,025,413 27,300,062 37,366,127 △ 10,066,065

支
出

活動費 0 0 0 4,191,332 △ 4,191,332
次年度基金 25,841,495 32,025,413 27,300,062 33,174,795 △ 5,874,733 注9含む

合　　　　計 25,841,495 32,025,413 27,300,062 37,366,127 △ 10,066,065
2. 危機管理基金 予算 決算 予算 決算 差異 備考

収
入

繰越金 10,000,387 10,001,179 10,001,179 10,013,266 △ 12,087 注1（予算：24-25年度繰越金額）
受取利息 0 12,087 0 21,804 △ 21,804

合　　　　計 10,000,387 10,013,266 10,001,179 10,035,070 △ 33,891

支
出

活動費 0 0 0 0 0
次年度基金 10,000,387 10,013,266 10,001,179 10,035,070 △ 33,891

合　　　　計 10,000,387 10,013,266 10,001,179 10,035,070 △ 33,891
2025-26 年度	 予算：4,503 人　RAC143 人（2024/7/1 現在会員数）
	 決算：（上期）RC4,523 人　RSC8 人　RAC111 人　（下期）RC4,600 人　RSC8 人　で算出
注 1	 前年度繰越金（予算）は前年度決算が確定前のため見込み金額としました。
注 2	 RC 地区資金　一人あたり 12,000 円 ( 上期 6,000 円・下期 6,000 円 )（Ａ）　　※ RSC は半額とする
	 RAC 地区資金　一人あたり 400 円（上期のみ）（C）
注 3	 RC 地区事業費　5,100 円の内訳（Ｂ )　※ RSC は半額とする
	 ：青少年交換 2,020 円＋青少年活動 2,480 円＋ポリオプラス 300 円＋職業研修チーム 0 円（25-26 限り）
	 +RIJYEM200 円 + 青少年奉仕グループ地区内保険料 100 円＋国際奉仕事業 0 円（25-26 限り）
	 RAC 地区事業費　100 円の内訳（Ｄ）
	 ：青少年奉仕グループ地区内保険料 100 円
注 4	 RI 規定審議会出席補助金は 3 年ごとに開かれる同会議の出席に備えるものであり、特別会計 ( 積立金 ) に拠出します。
注 5	 分区あたりＩＭ費 200,000 円としました。8 分区開催｡
注 6	 ガバナー補佐費は、ガバナー補佐の活動費に充てるものであり、分区あたり基本額 40,000 円
	 1 クラブあたり（地区内 84 クラブ）30,000 円としました。その合計額です。
注 7	 分区運営費は１分区あたり 40,000 円としました。
注 8	 地区大会協力金　一人あたり 4,300 円（上期のみ）　　※ RSC は半額とする
注 9	 特別事業基金次年度基金には以下の使途限定繰越金を含みます。
	 青少年交換事業資金：2024-25 年度 1,273,497 円
	 青少年活動事業資金：2023-24 年度 1,979,050 円　2024-25 年度 519,516 円　2025-26 年度 3,041,712 円　合計 5,540,278 円
	 職業研修チーム（ＶＴＴ）協力金：2021-22 年度 1,839,826 円　2023-24 年度 706,184 円　合計 2,546,010 円
	 国際奉仕事業資金：2022-23 年度 444,299 円
注 10	 次年度立替金は、次年度にて返金
※その他の注意点
　・RC 会員一人あたり年間負担金　(A) 地区資金 +( Ｂ ) 地区事業費＋地区大会協力金 =21,400 円　※ RSC は半額
　・RAC 会員一人あたり年間負担金　(C) 地区資金 +(D) 地区事業費＝ 500 円
　・別途、RFF の次期繰越金（2,216,206 円）は、次年度以降のポリオ根絶等ファンドレイジング企画開催のために使途限定で
　　繰り越します。なお、繰越の使途については当該年度ガバナーが決定することとします。
　・資金の範囲
　　資金の範囲には、現預金、未収金、立替金、未払金、前受金を含めています。

《特別会計の部》 【単位：円】

地区資金決算書（案）
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【単位：円】

収
入
の
部

科　目
予　算 決　算

摘　要
摘　要 金　額 摘　要 金　額

登録料（会員）13,000/ 人 2,460 名 31,980,000 2,463 名 32,019,000
登録料（ご家族）7,000/ 人 21 名 147,000 21 名 147,000
登録料（ローターアクト）7,000/ 人 43 名 129,000 43 名 129,000
晩餐会登録料　22,000/ 人 235 名 5,170,000 235 名 5,170,000
地区大会協力金　4,300/ 人 4,531 名 19,466,100 4,523 名 + 半額 8 名 19,466,100
ロータリー用品出店料　20,000/ 店 4 店 80,000 4 店 80,000
青少年・学友フォーラム 0 0
雑収入 0 24,388

収入合計 56,972,100 57,035,488

支
出
の
部

科　目 予　算 決　算 摘　要
1.　事業・式典 13,624,602 13,768,505
2.　会場・看板 22,503,935 21,803,660
3.　出席・登録 716,063 724,924
4.　広報・記録 3,973,000 4,300,200
5.　来賓・接待 4,150,500 4,256,270
6.　友愛・他（ファミリー） 5,770,000 5,625,153
7.　宿泊・交通 610,000 441,219
8.　青少年フォーラム 220,000 371,550
9.　総務 5,404,000 5,362,873
10. 予備費 0 0
11. 地区繰入金 0 381,134

支出合計 56,972,100 57,035,488
上記の通り報告いたします。
2026 年 5 月 8 日	 豊川ロータリークラブ
	 2025-26 年度地区大会実行委員会
		  実行委員長	 岩瀬　淳一郎
		  大会幹事	 竹内　　幹尚
		  会計	 石川　ひかる

関係帳簿を監査の結果、2025-26 年度地区大会の収支決算報告書は適正であると認めます。
		  監査	 髙木　　政義

【単位：円】

収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 摘　要
地区補助金 500,000 500,000

登録料
23,400,000 22,711,000 13,000 円× 1,747 名（実数 1,739 名）

195,000 201,500 RAC　6,500 円× 31 名
130,000 117,000 IAC　6,500 円× 18 名

雑収入 40,000 40,432 出店協力金 2 社（オクトン・フジマキ）、利息
収入合計 24,265,000 23,569,932

支
出
の
部

科　目 予　算 決　算 摘　要

1. 打合せ会 650,000 260,637 2/9、3/12　会場費等 
（会場：ウインクあいち・観光ホテル）

2. クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 19,760,000 19,533,890 会場費、設営、資料等
3. 経費 3,855,000 1,828,253 報告書、事務費等
4. 登録料返金分 0 104,000
5. 余剰金返金 0 1,843,152 ガバナー事務所へ

支出合計 24,265,000 23,569,932
上記の通り報告いたします。
2026 年 6 月 11 日	 津島ロータリークラブ
	 2025-26 年度会長	 稲垣　宏高
		  実行委員長	 浅井　彦治
		
関係帳簿を監査の結果、2025-26 年度クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナーの収支決算報告書は適正であると認めます。
2026 年 6 月 11 日		  監査	 髙木　政義

地区大会収支決算報告書
第2760地区

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー収支決算報告書
第2760地区
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【単位：円】
収
入
の
部

項　目 内　容 金　額
前年度繰越金 2,216,756

収入合計 2,216,756

支
出
の
部

項　目 内　容 金　額
事務諸経費 2024-25 年度残高証明手数料 550

支出合計 550

次期繰越額（注） 2,216,206

（注）次期繰越額は次年度以降のポリオ根絶等ファンドレイジング企画開催のために使途限定で繰り越します。
	 なお、繰越の使途については当該年度ガバナーが決定することとします。

上記の通り報告いたします。
2026 年 8 月 19 日	 国際ロータリー第 2760 地区
	 2025-26 年度ガバナー	 鈴木　康仁
	 2024-25 年度
	 RFF 実行委員会　実行委員長	 伊藤　靖祐

関係帳簿を監査の結果、RFF の収支決算報告書は適正であると認めます。
2026 年 8 月 19 日	 監査		  髙木　政義

国際ロータリー第 2760 地区
2026-27 年度　ガバナー　國府谷　俊盛　様

　私は、国際ロータリー第 2760 地区における、2025 年 7 月 1 日より 2026 年 6 月 30 日間の、地区資金およびその他地区の関与した
　資金の収支について監査を行った。
　その結果、収支はいずれも適正に行われ、収支報告書も適正であると認めた。

以上

2026 年 8 月 19 日	 国際ロータリー第 2760 地区
	 地区監査役　公認会計士	 髙木　政義

RFF収支決算報告書
第2760地区

監査報告書
第2760地区
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【単位：円】

分
区 クラブ 7/1

会員数 送金日 金額 分
区 クラブ 7/1

会員数 送金日 金額

南
尾
張

半 田 49 2025 年 11月 26 日 42,000 

東
名
古
屋

名 古 屋 北 100 2025 年 10 月 24 日 109,000 
常 滑 30 2025 年 11月 25 日 32,000 名 古 屋 東 85
東 海 45 2025 年 11月 20 日 45,000 名 古 屋 守 山 44 2025 年 11月 6 日 47,000 
東 知 多 17 2025 年 12 月 11日 17,000 名 古 屋 和 合 85
半 田 南 29 2025 年 11月 13 日 30,000 名 古 屋 名 東 57 2025 年 12 月 5 日 60,000 
大 府 20 名 古 屋 名 北 21

西
尾
張

一 宮 108 2025 年 11月 7 日 110,000 名 古 屋 千 種 33 2025 年 11月 12 日 34,000 
津 島 52 名 古 屋 昭 和 35
尾 西 16 2025 年 12 月 3 日 17,000 名 古 屋 錦 29 2025 年 12 月 15 日 30,000 
一 宮 北 31 2025 年 12 月 10 日 32,000 名 古 屋 東 山 24 2025 年 11月 18 日 24,000 
稲 沢 52 2025 年 11月 14 日 52,000 名 古 屋 葵 26
あ ま 62 名 古 屋 アイリス 20 2025 年 11月 30 日 20,000 
名 古 屋 清 須 33 2025 年 10 月 22 日 32,000 

東
三
河

豊 橋 108 2025 年 12 月 8 日 75,000 
尾 張 中 央 28 2025 年 12 月 12 日 23,000 蒲 郡 59 2025 年 10 月 27 日 58,000 
一 宮 中 央 34 2025 年 11月 13 日 37,000 豊 橋 北 57

東
尾
張

瀬 戸 51 2025 年 11月 10 日 52,000 豊 川 74 2025 年 11月 19 日 77,000 
犬 山 49 2025 年 12 月 4 日 53,000 田 原 36
江 南 55 豊 橋 南 49 2025 年 10 月 24 日 49,000 
小 牧 32 2025 年 11月 20 日 31,000 新 城 38
春 日 井 51 2025 年 11月 17 日 52,000 渥 美 32 2025 年 12 月 1日 31,000 
尾 張 旭 23 2025 年 12 月 8 日 4,000 豊 川 宝 飯 71 2025 年 11月 11日 73,000 
名 古 屋 空 港 41 2025 年 12 月 15 日 11,000 豊橋ゴールデン 58
瀬 戸 北 52 2025 年 11月 5 日 53,000 田原パシフィック 33 2025 年 10 月 30 日 20,000 
岩 倉 11 2025 年 10 月 23 日 11,000 豊 橋 東 59 2025 年 10 月 28 日 59,000 
名 古 屋 城 北 24 2025 年 11月 20 日 24,000 

西
三
河
中

岡 崎 97 2025 年 11月 13 日 97,000 
愛 知 長 久 手 13 2025 年 12 月 10 日 14,000 豊 田 96 2025 年 11月 21日 101,000 
愛 知 友 愛 17 2025 年 10 月 28 日 17,000 岡 崎 南 66 2025 年 11月 19 日 68,884 

西
名
古
屋

名 古 屋 175 2025 年 10 月 28 日 171,000 豊 田 西 99 2025 年 11月 25 日 55,000 
名 古 屋 西 83 2025 年 7 月 22 日 83,000 岡 崎 東 52
名 古 屋 南 97 2025 年 12 月 16 日 94,000 豊 田 東 79
名 古 屋 み な と 61 2025 年 10 月 24 日 66,000 岡 崎 城 南 44 2025 年 12 月 10 日 30,000 
名 古 屋 東 南 96 2025 年 11月 10 日 100,000 豊 田 三 好 16 2025 年 11月 13 日 16,000 
名 古 屋 中 135 2025 年 12 月 3 日 101,000 豊 田 中 47 2025 年 11月 12 日 60,000 
名 古 屋 瑞 穂 68 2025 年 11月 25 日 69,000 愛 知 三 州 31 2025 年 12 月 12 日 16,750 
名 古 屋 大 須 59 2025 年 11月 17 日 70,000 

西
三
河

刈 谷 94 2025 年 12 月 10 日 96,000 
名 古 屋 栄 99 2025 年 11月 25 日 100,000 安 城 51
名 古 屋 名 南 51 2025 年 11月 14 日 52,000 西 尾 75
名 古 屋 名 駅 79 2025 年 10 月 21日 100,000 碧 南 60 2025 年 11月 25 日 59,000 
名 古 屋 丸 の 内 39 2025 年 11月 17 日 38,000 西 尾 一 色 19 2025 年 11月 18 日 19,000 
名 古 屋 み ら い 26 高 浜 28
名 古 屋 宮 の 杜 87 2025 年 10 月 30 日 94,000 知 立 58 2025 年 11月 6 日 58,000 

西 尾 KIRARA 45
三 河 安 城 61 2025 年 10 月 30 日 42,000 

合　計 3,413,634 

寄付報告〈ロータリー希望の風奨学金〉
第2760地区
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RC 名

2025年7月1日 2026年6月末日
2025-26　年間

入会 退会

増
減

平均
出席率会

員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

会
員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

南
尾
張
分
区

半 田 49 42 7 47 41 6 1 1 0 3 2 1 -2 100%
常 滑 30 29 1 30 28 2 2 1 1 2 2 0 0 85%
東 海 45 43 2 43 41 2 0 0 0 2 2 0 -2 100%
東 知 多 17 16 1 16 15 1 0 0 0 1 1 0 -1 86.73%
半 田 南 29 28 1 27 26 1 1 1 0 3 3 0 -2 100%
大 府 20 20 0 21 21 0 1 1 0 0 0 0 1 70.37%

6RC 190 178 12 184 172 12 5 4 1 11 10 1 -6 90.40%

西
尾
張
分
区

一 宮 108 107 1 105 104 1 8 7 1 11 10 1 -3 100%
津 島 52 48 4 48 44 4 2 2 0 6 6 0 -4 88.18%
尾 西 16 16 0 17 17 0 1 1 0 0 0 0 1 100%
一 宮 北 31 24 7 32 24 8 2 1 1 1 1 0 1 94.22%
稲 沢 52 47 5 54 48 6 3 2 1 1 1 0 2 92.06%
あ ま 62 59 3 61 57 4 7 5 2 8 7 1 -1 79.80%
名 古 屋 清 須 33 31 2 28 26 2 0 0 0 5 5 0 -5 89.26%
尾 張 中 央 28 27 1 26 24 2 2 1 1 4 4 0 -2 86.15%
一 宮 中 央 34 31 3 36 32 4 4 3 1 2 2 0 2 100%

9RC 416 390 26 407 376 31 29 22 7 38 36 2 -9 92.18%

東
尾
張
分
区

瀬 戸 51 49 2 49 48 1 2 2 0 4 3 1 -2 98.75%
犬 山 49 47 2 62 59 3 15 13 2 2 1 1 13 95.38%
江 南 55 51 4 54 49 5 3 2 1 4 4 0 -1 81.82%
小 牧 32 28 4 33 27 6 6 4 2 5 5 0 1 79.04%
春 日 井 51 49 2 58 54 4 10 8 2 3 3 0 7 87.68%
尾 張 旭 23 19 4 21 17 4 0 0 0 2 2 0 -2 72.07%
名 古 屋 空 港 41 37 4 45 40 5 8 7 1 4 4 0 4 100%
瀬 戸 北 52 47 5 49 44 5 2 2 0 5 5 0 -3 96.28%
岩 倉 10 8 2 9 6 3 1 0 1 2 2 0 -1 87.69%
名 古 屋 城 北 24 20 4 17 13 4 0 0 0 7 7 0 -7 80.31%
愛 知 長 久 手 13 9 4 15 8 7 5 2 3 3 3 0 2 56.75%
愛 知 友 愛 15 12 3 16 13 3 2 1 1 1 0 1 1 75.49%

12RC 416 376 40 428 378 50 54 41 13 42 39 3 12 84.27%

西
名
古
屋
分
区

名 古 屋 171 166 5 171 167 4 19 19 0 19 18 1 0 91.79%
名 古 屋 西 83 81 2 78 75 3 12 11 1 17 17 0 -5 82.78%
名 古 屋 南 97 97 0 100 100 0 7 7 0 4 4 0 3 78.19%
名古屋みなと 61 59 2 68 63 5 10 7 3 3 3 0 7 100%
名 古 屋 東 南 96 81 15 94 78 16 8 6 2 10 9 1 -2 65.78%
名 古 屋 中 135 135 0 143 143 0 15 15 0 7 7 0 8 99.50%
名 古 屋 瑞 穂 68 68 0 68 68 0 4 4 0 4 4 0 0 93%
名 古 屋 大 須 59 51 8 58 51 7 4 4 0 5 4 1 -1 89.90%
名 古 屋 栄 97 97 0 79 79 0 5 5 0 23 23 0 -18 83.84%
名 古 屋 名 南 51 44 7 50 43 7 4 4 0 5 5 0 -1 85.64%
名 古 屋 名 駅 79 68 11 80 67 13 17 15 2 16 16 0 1 95.72%
名古屋丸の内 39 36 3 34 31 3 1 1 0 6 6 0 -5 100%
名古屋みらい 24 18 6 23 19 4 2 2 0 3 1 2 -1 63.42%
名古屋宮の杜 87 80 7 102 93 9 18 16 2 3 3 0 15 100%

14RC 1,147 1,081 66 1,148 1,077 71 126 116 10 125 120 5 1 87.83%

東
名
古
屋
分
区

名 古 屋 北 100 98 2 108 106 2 13 13 0 5 5 0 8 100%
名 古 屋 東 85 83 2 87 83 4 7 5 2 5 5 0 2 91.00%
名 古 屋 守 山 44 37 7 47 40 7 3 3 0 0 0 0 3 79.15%
名 古 屋 和 合 85 85 0 80 80 0 4 4 0 9 9 0 -5 60%
名 古 屋 名 東 56 45 11 59 46 13 5 3 2 2 2 0 3 84.05%
名 古 屋 名 北 21 16 5 20 16 4 2 2 0 3 2 1 -1 84.43%
名 古 屋 千 種 31 29 2 32 29 3 4 3 1 3 3 0 1 94.26%
名 古 屋 昭 和 35 33 2 35 34 1 2 2 0 2 1 1 0 100%
名 古 屋 錦 29 21 8 30 21 9 3 2 1 2 2 0 1 84.93%
名 古 屋 東 山 24 17 7 21 14 7 0 0 0 3 3 0 -3 91.70%
名 古 屋 葵 26 23 3 28 24 4 3 2 1 1 1 0 2 80.41%
名古屋アイリス 20 12 8 19 12 7 0 0 0 1 0 1 -1 56.20%

12RC 556 499 57 566 505 61 46 39 7 36 33 3 10 83.86%

RC 名

2025年7月1日 2026 年 6 月末日
2025-26　年間

入会 退会

増
減

平均
出席率会

員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

会
員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

東
三
河
分
区

豊 橋 108 104 4 109 104 5 7 6 1 6 6 0 1 81.37%
蒲 郡 59 55 4 57 51 6 3 1 2 5 5 0 -2 94.12%
豊 橋 北 57 54 3 62 59 3 8 6 2 3 1 2 5 96.17%
豊 川 74 71 3 77 73 4 6 5 1 3 3 0 3 85.25%
田 原 35 34 1 32 30 2 4 3 1 7 7 0 -3 94.56%
豊 橋 南 49 45 4 49 44 5 7 6 1 7 7 0 0 96.12%
新 城 38 36 2 36 34 2 1 0 1 3 2 1 -2 66.70%
渥 美 32 32 0 29 29 0 2 2 0 5 5 0 -3 84.46%
豊 川 宝 飯 71 67 4 73 69 4 4 4 0 2 2 0 2 86.59%
豊橋ゴールデン 58 53 5 55 50 5 3 3 0 6 6 0 -3 90.25%
田原パシフィック 33 30 3 32 29 3 1 1 0 2 2 0 -1 80.73%
豊 橋 東 59 54 5 61 56 5 8 7 1 6 5 1 2 100%

12RC 673 635 38 672 628 44 54 44 10 55 51 4 -1 88.03%

西
三
河
中
分
区

岡 崎 97 84 13 98 86 12 15 14 1 14 12 2 1 100%
豊 田 96 96 0 103 99 4 12 8 4 5 5 0 7 100%
岡 崎 南 66 61 5 64 58 6 3 2 1 5 5 0 -2 99.72%
豊 田 西 99 99 0 105 104 1 12 10 2 6 5 1 6 100%
岡 崎 東 52 49 3 48 45 3 1 1 0 5 5 0 -4 95.82%
豊 田 東 79 73 6 83 77 6 8 7 1 4 3 1 4 90.60%
岡 崎 城 南 42 42 0 44 44 0 4 4 0 2 2 0 2 90.16%
豊 田 三 好 16 15 1 14 13 1 0 0 0 2 2 0 -2 79.78%
豊 田 中 44 35 9 46 35 11 8 6 2 6 6 0 2 91.87%
愛 知 三 州 31 26 5 27 21 6 1 0 1 5 5 0 -4 73.25%

10RC 622 580 42 632 582 50 64 52 12 54 50 4 10 92.12%

西
三
河
分
区

刈 谷 94 89 5 95 90 5 8 8 0 7 7 0 1 100%
安 城 51 43 8 49 43 6 1 1 0 3 1 2 -2 87.77%
西 尾 75 72 3 75 72 3 3 3 0 3 3 0 0 97.30%
碧 南 60 56 4 59 54 5 4 3 1 5 5 0 -1 98.79%
西 尾 一 色 19 17 2 18 16 2 0 0 0 1 1 0 -1 96.36%
高 浜 28 25 3 29 25 4 3 3 0 2 2 0 1 89.36%
知 立 58 58 0 54 54 0 0 0 0 4 4 0 -4 100%
西尾 KIRARA 45 45 0 48 48 0 3 3 0 0 0 0 3 100%
三 河 安 城 61 53 8 58 50 8 1 1 0 4 4 0 -3 84.72%

9RC 491 458 33 485 452 33 23 22 1 29 27 2 -6 94.92%
合計（84 クラブ）4,511 4,197 314 4,522 4,170 352 401 340 61 390 366 24 11 88.70%

※衛星クラブの会員数はスポンサークラブに含まれております。（クラブ内移籍はスポンサークラブの入退会にカウントされない）

RSC 名

2025年7月1日 2026 年 6 月末日
2025-26　年間

入会 退会

増
減

平均
出席率会

員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

会
員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

衛
星

名古屋名駅椿 8 6 2 11 8 3 3 2 1 0 0 0 3 100%
犬山白帝 - - - 9 9 0 9 9 0 0 0 0 9 -

RAC 名

2025年7月1日 2026 年 6 月末日
2025-26　年間

入会 退会

増
減

平均
出席率会

員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

会
員
数

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

累
計

う
ち
男
性

う
ち
女
性

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

岡 崎 7 4 3 12 8 4 5 4 1 0 0 0 5 76%
豊 橋 10 7 3 7 4 3 3 3 0 6 6 0 -3 64.77%
田 原 9 6 3 10 6 4 3 2 1 2 2 0 1 78.29%
名 古 屋 中 央 3 2 1 8 3 5 6 2 4 1 1 0 5 62.69%
名 古 屋 熱 田 28 19 9 22 14 8 10 8 2 16 13 3 -6 56.83%
名 古 屋 名 城 13 12 1 15 14 1 2 2 0 0 0 0 2 34.19%
豊 田 広 域 13 8 5 14 9 5 5 3 2 4 2 2 1 57.10%
名古屋芸術大学 12 4 8 6 0 6 3 0 3 9 4 5 -6 42.59%
桜 花 学 園 大 学
名古屋短期大学 12 0 12 0 0 0 0 0 0 12 0 12 -12 94.10%
合計（9クラブ）107 62 45 94 58 36 37 24 13 50 28 22 -13 62.91%

地区内ＲＣ数 84 ＲＣ 地区内ＲＡＣ数 9 Ｒ A Ｃ 地区内クラブ数　合計 84 ＲＣ +9RAC

会員増強 合計 うち男性 うち女性 会員増強 合計 うち男性 うち女性 会員増強 合計 うち男性 うち女性

　7 月 1 日会員数 4,511 名 4,197 名 314 名 　7 月 1 日会員数 107 名 62 名 45 名 　7 月 1 日会員数 4,618 名 4,259 名 359 名

　6 月 30 日会員数 4,522 名 4,170 名 352 名 　6 月 30 日会員数 94 名 58 名 36 名 　6 月 30 日会員数 4,616 名 4,228 名 388 名

　増加会員数（累計） 401 名 340 名 61 名 　増加会員数（累計） 37 名 24 名 13 名 　増加会員数（累計） 438 名 364 名 74 名

　減少会員数（累計） 390 名 366 名 24 名 　減少会員数（累計） 50 名 28 名 22 名 　減少会員数（累計） 440 名 394 名 46 名

　差引純増数（累計） 11 名 -27 名 38 名 　差引純増数（累計） -13 名 -4 名 -9 名 　差引純増数（累計） -2 名 -31 名 29 名

年間出席率 88.70% 年間出席率 62.91% 年間出席率 75.81%

年間会員増強・出席率一覧
第2760地区
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日付 会員名 クラブ名

２
０
２
５
年

7 月 3 日 岩 間　 信 夫 犬 山

7 月 4 日 小 林　 祥 浩 刈 谷

7 月 12 日 倉 内 　 裕 碧 南

7 月 14 日 鈴 木　 建 吾 名 古 屋 東

7 月 20 日 飯 島 　 卓 蒲 郡

8 月 8 日 河 合　 繁 樹 田 原
パ シ フ ィ ッ ク

8 月 16 日 岡 本　 敏 男 名 古 屋 名 駅

10 月 9 日 後 藤 　 務 津 島

10 月 19 日 髙 間　 公 平 名 古 屋 中

10 月 20 日 若 杉　 福 雄 瀬 戸 北

12 月 2 日 山 田 　 治 春 日 井

12 月 9 日 堀 江　 宏 輝 名 古 屋 千 種

12 月 9 日 中 野　 敏 雄 岡 崎

12 月 17 日 髙 村　 博 三 名 古 屋 瑞 穂

12 月 23 日 浅 井　 賢 次 津 島

12 月 27 日 中 北　 智 久 名 古 屋

12 月 30 日 坪 井　 和 義 名 古 屋 和 合

日付 会員名 クラブ名

２
０
２
６
年

1 月 1 日 中 村　 吉 夫 名 古 屋 み な と

1 月 2 日 山 田　 年 清 田 原

1 月 15 日 野 崎　 敏 夫 名 古 屋 和 合

1 月 21 日 亀 井 　 勝 瀬 戸

2 月 12 日 後 藤　 袈 裟 美 あ ま

2 月 20 日 加 藤　 重 雄 名 古 屋 千 種

2 月 22 日 滝 川　 林 一 津 島

3 月 7 日 小 田　 公 平 豊 橋

3 月 20 日 石 原　 勝 成 三 河 安 城

3 月 26 日 不 破　 直 行 名 古 屋 宮 の 杜

3 月 31 日 藤 掛　 誠 一 郎 名 古 屋 み な と

4 月 1 日 河 合　 孝 治 東 海

4 月 4 日 箕 輪　 良 孝 尾 張 旭

4 月 11 日 齊 藤　 伸 明 豊 橋 東

4 月 17 日 長 谷 川　 正 己 一 宮 中 央

5 月 3 日 浅 野　 栄 一 名 古 屋

5 月 11 日 遠 山　 孝 義 津 島

5 月 15 日 木 邊　 幸 太 郎 名 古 屋 北

6 月 15 日 横 井　 杲 鈶 知 立

6 月 21 日 高 橋　 茂 樹 名 古 屋 守 山

6 月 25 日 花 田　 邦 司 豊 橋

物故者一覧
第2760地区
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クラブ名 プロジェクト名 内容（内容と主な予算項目） 実施期間 実日数 事業予算（￥）支給額（￥）

1 半 田 75 周年記念事業 任坊山公園へ
の桜植樹事業

半田市任坊山公園に 55 本の桜を植樹し、市民の憩いの場を充実させることを目的
とする。ロータリアンは土壌改良から苗木の植栽等の作業を行う。
桜植樹費用、銘板作成費

2026/2/20 ～
2026/2/28 9 1,498,640 304,790 

2 東 海
東海児童合唱団第 25 回定期演
奏会　25 周年記念新作オリジ
ナルミュージカル初演

東海児童合唱団 25 周年記念演奏会にロータリークラブがオリジナルのミュージカ
ルを用意し、東海市芸術劇場開館 10 周年記念の演奏会で上演する。地域の芸術・
文化向上に貢献する。キャスト衣装作成費

2025/12/20 ～
2025/12/21 2 457,105 267,090 

3 東 知 多 部活動地域移行創成期における
備品の支援

部活動の地域移行が円滑に行えるよう、不足している備品の支援を行うことで、参
加する子ども、保護者、指導者の負担を軽減する。ロータリアンも練習に参加し、
自身の体験談や職業人としての講話を行う等して交流を図る。
バレーボール (8 個 )

2025/9/1 ～
2025/12/15 1 49,800 46,835 

4 半 田 南 みんなで集まる夏休み！星空を見
て心温まるひとときを

知多半島、半田市以南に在学、在住の障がいを持つ子どもたちを一堂に集めてプ
ラネタリウム鑑賞会及びレクリエーションを開催する。
プラネタリウム鑑賞料金、ボールプールセット、記念品など

2025/8/1 ～
2025/10/31 2 467,594 210,830 

5 大 府 大府市心身障がい児のための
Xʼmas 会

大府市心身障がい児のためのクリスマス会を開催する。ロータリアンは、児童・保
護者と交流し、理解と支援につとめる。ケーキ代金

2025/12/20 ～
2025/12/20 1 100,000 73,225 

6 一 宮 介助犬の認知度向上
および普及促進

16 万人が来場する「びさいまつり」に、日本介助犬協会の方を講師に招き、PR 活
動や個別説明により、介助犬の認知度向上を図り、普及に向けた支援活動を行う。
講師料、ポスター代金

2025/10/26 ～
2025/10/26 1 590,000 550,130 

7 津 島「津島秋祭り」を
みんなの祭りに

担い手の減少により下火にありつつある津島秋祭りを盛り上げる。ロータリアンは、
応募で集まった参加者とともに山車保存会が開催する秋祭り講演やお囃子練習会に
参加する等して、新旧市民の融合と市民性の涵養をめざす。
法被大人用・子供用各 25 着、T シャツ大人用・子供用各 30 着、ポスター・チラ
シ印刷代、保険代

2025/10/5 ～
2025/10/5 1 580,000 331,615 

8 一 宮 北
この街をもっと好きになる
ICHINOMIYA
CULTURE JAM

当クラブ花水木賞の受賞団体 ( 想定 12 団体 ) の活動を周知広報するためのイベン
トを開催する。
ホール使用料、チラシ印刷代

2025/11/24 ～
2025/11/24 1 414,426 253,605 

9 稲 沢 文化振興推進事業「美術館を盛
り上げよう美術館広報隊」

発信力のある若者を中心とした「美術館広報隊」結成。地元荻須美術館とヤマザキ
マザック美術館の２箇所を巡り、参加者全員で SNS や口コミ投稿をし、人々の目に
留まるように一斉に PR する。ロータリアンは事前に学び、自らが美術館広報隊とな
って参加者をフォローする。
ポスター印刷代、入館料、貸切バス、昼食代など

2025/11/29 ～
2025/11/29 1 410,600 294,060 

10 あ ま 台湾汐沚区拱北殿〈寺〉桜並木
の灌漑用水整備及び植樹

台湾汐沚区観光地拱北殿〈寺〉傾斜地の灌漑用水整備及び、15 年前に植樹した桜
並木の補植を行う。
桜の木 (10 本 )、整地費用など

2025/11/15 ～
2026/2/10 90 1,000,314 454,720 

11 名 古 屋
清 須

清州城前の時計塔の修繕と
景観の保全プロジェクト

清須市役所からの相談を受け、清洲城の時計塔の修繕を行う。ロータリアンは園内
の清掃など、環境整備を行う。
時計代金、設置費、運送料など

2025/9/1 ～
2025/12/31 1 1,925,000 175,160 

12 尾 張
中 央 多文化共生市民交流会

NHK 名古屋局のキャスター・Vitor 氏と文筆家の中島弘象氏を招き、多文化共生
に関するシンポジウムを開催するとともに、一般市民（外国人を含む）との交流会
を実施する。講師出演料、チラシ印刷費など

2025/11/16 ～
2025/11/16 1 231,677 159,790 

13 一 宮
中 央

ロータリーカップ
青少年ミニサッカー大会

小学生チーム (24 チーム ) による 5 人制ミニサッカー競技会『第 16 回ロータリー
カップ』を開催する。競技場賃借料、設営費、参加賞、傷害保険など

2025/9/13 ～
2025/9/13 1 550,000 201,405 

14 瀬 戸 みんなで楽しむ
サッカーとスポーツ体験

瀬戸市を中心に活動しているプロ女子サッカーチームであるラブリッジ名古屋と連携
し、サッカーを中心としたスポーツ活動を行う。プロの選手から直接指導を受ける
ことにより技術の向上を目指す。
会場費、設営費、講師関係費、チラシ・ポスター作成費、レクリエーション保険

2025/11/29 ～
2025/11/29 1 725,820 299,860 

15 犬 山 スポ GOMI 大会　in 犬山
環境教育の一環としてスポ GOMI 大会を開催。競技を行いながら、環境問題への
意識工場を目指す。ロータリアンは、広報活動や参加者募集、当日の進行等、大会
を支える。企画運営サポート費、チラシ・ポスター作成費、参加費、傷害保険

2025/10/26 ～
2025/10/26 1 442,676 309,865 

16 江 南
積み木を使った情操教育とチー
ムワークを育むワークショップを
地域の小学生に体験していただ
く事業

江南市内在住の親子（主に小学校低学年の児童及びその両親）を対象とした、木
製積み木を使用したワークショップを開催する。建築や造形に詳しいロータリアンが
サポートをサポートを行う。
講師料、宣伝広告費、看板代、会場費

2025/9/28 ～
2025/9/28 1 268,700 105,270 

17 小 牧 引きこもり、不登校講演会
元高校教師すぎやま先生による「引きこもり、不登校講演会」と、市の行政担当部
署による個別相談会を開催。事前に市内の支援団体や学校から現状を聞き取り、講
演会の内容に反映させる。講師出演料、ホール使用料、チラシ作成費など

2025/11/16 ～
2025/11/16 1 529,492 256,795 

18 春 日 井 中学生に向けた交通安全教室 春日井市立中部中学校にて交通安全教室を開催。人形を使いトラックなどの大型車
両による巻き込み事故や死角を体験する。交通安全指導用人形

2025/8/1 ～
2025/12/31 1 340,000 313,345 

19 尾 張 旭 児童虐待防止／子育て支援の
活動仲間集まれ！

多様な世代、性別、立場の者同士が現在の子育て環境の問題点を共に考え、弧育
てを防ぎ、SOS を出しやすい地域の空気作りに貢献する。11/1 にはオレンジリボ
ン啓発運動を実施する。
啓発グッズ（ウェットティッシュ、ボールペン）

2025/8/1 ～
2025/11/31 8 56,760 49,010 

20 名 古 屋
空 港 幼児教育の場の充実 町内 3 つの保育園に、屋内使用の可動式鉄棒を寄贈する。楽しみながら豊かな心

身成長につなげることを目的とする。鉄棒、安全マット
2025/11/17 ～
2025/11/17 1 250,000 228,665 

21 岩 倉 郷土の偉人「渡邊錠太郎大将」
墓地の告知案内板

郷土の偉人「渡邊錠太郎大将」墓地の告知案内板を正起寺境内に設置する。ロー
タリアンは市内の学校に出向き、案内板設置の告知をする。看板作成・設置費

2025/10/1 ～
2026/2/28 4 792,000 47,125 

22 名 古 屋
城 北

ジュニアリーダー　サマーデイ
キャンプ

将来を担う子どもたちの創造性・協調性・リーダーシップ育成を図るためのキャンプ
を行う。ロータリーの交換学生が行うピンバッジ交換のような意味をもたせた「名刺
缶バッジ」を手作りし、出来合いのものでは得られない経験を体感してもらう。
手動缶バッジマシン、パーツセット（計 200 個分）

2025/8/5 ～
2025/8/5 1 153,340 123,975 

23 愛 知
長 久 手

小学生のための長久手
チャリン子教室

長久手市内の小学生に対して自転車の安全な乗り方と正しい交通ルールを路上で学
ぶ講習会を開催する。講師謝礼、看板代、パイロンなど

2025/10/26 ～
2025/10/26 1 118,368 82,650 

24 名 古 屋
南

花と遊ぼう！庭園の探検 &
フラワーアレンジ体験

ひとり親家庭の小学生と親に花育体験イベントを開催。庭園散策や探検、規格外の
花を利用したフラワーアレンジ体験する。花材代、講師料、BBQ 食材費など

2025/9/28 ～
2025/9/28 1 549,874 508,370 

25 名 古 屋
み な と

名古屋掖済会病院「将来を担う
子供たちに」 医療現場体験プロ
ジェクト

子供達に医療にかかわる仕事を実体験してもらうことで、救急医療を身近に感じて
いただくとともに、健康の大切さを訴求する機会を提供する。ロータリアンは、周
辺小・中学校へ出向きプロジェクトをアピールする。チラシ作成代、看板作成代、
記念品

2025/10/4 ～
2025/10/4 1 624,800 309,865 

地区補助金事業活動報告
第2760地区

34GOVERNOR’S MONTHLY LETTER Final Issue  2025-26 Rotary International District 2760



クラブ名 プロジェクト名 内容（内容と主な予算項目） 実施期間 実日数 事業予算（￥）支給額（￥）

26 名 古 屋
東 南

子どもたちに希望を育むための
プロジェクト

NPO 法人愛知こどもホスピスプロジェクトと社会福祉法人中央有隣学院児童養護
施設の子どもたちが、プロのパティシエの指導のもと、お菓子作りを体験する。10
月のゆうりんフェスティバルでは、ロータリーアンと名古屋熱田 RAC メンバーが、
子供たちが楽しめるゲームを用意し一緒に盛り上げる。
パティシエ人件費、製菓材料費、ゲーム材料費、景品など

2025/8/1 ～
2025/10/31 3 500,000 423,690 

27 名 古 屋
中

とどけ笑顔のハーモニー 
〜こどもホスピスで治療する子
供たちへ〜 

NPO 法人愛知こどもホスピスと協力し、名古屋医療センターで愛知芸大の学生に
よる合唱コンサート(１日)と少人数での楽器演奏会 (３回程度 )を開催する。さらに、
療養中の子どもたちに人気のある「ガチャキューブ」を寄贈し、闘病する子どもた
ちに笑顔を届ける。
演奏者謝礼、ガチャキューブ (4 台 )、チラシ作成費など

2025/8/1 ～
2025/10/31 4 1,150,000 1,082,860 

28 名 古 屋
瑞 穂

乳児院・児童養護施設ひばり荘
の子供たちと一緒に思い出を作
ろう

会員企業でお菓子作りを体験。会員たちと触れ合うことで児童たちに職業選択の自
由を感じてもらい、人生設計に対してポジティブな影響を与えることを目的とする。
職業体験材料代、BBQ 機材レンタル代、食材費など

2025/10/18 ～
2025/10/18 1 472,950 445,295 

29 名 古 屋
大 須

少年の居場所づくり　
熱田でいけばな

地域社会の安定と未来の人的開発のために更生活動を地道に行う警察・保護司・保
護女性会への支援活動を実施する。生け花をとおして非行少年・家族・関係者を支
援するとともに更生にかかわる団体に謝意を示す。生花、花器、花ばさみなど

2025/11/16 ～
2026/2/1 10 230,000 207,205 

30 名 古 屋
栄

児童養護施設の子供たちとロー
タリアンとの交流プロジェクト

児童養護施設の子どもたちと、①鳥羽水族館見学、②フットサル、③ YMCA チャ
リティーラン参加　を行う。
入館料 ( 交通費込み )、チャリティーラン参加費、ユニホーム、フットサルコートレ
ンタル代、各日昼食代、傷害保険料など

2025/10/1 ～
2025/10/30 3 1,944,157 427,025 

31 名 古 屋
名 南

すべての子どもたちがその子ら
しく成長できる未来のために

医療機関や関係諸団体と連携しながら、義手・義足を使う子ども達がのびのびと活
動できるイベントの開催の一つとして、リコーダー演奏の体験会をする。
スタッフ派遣費、講師謝礼、会場利用料など

2025/8/1 ～
2025/11/30 1 203,540 134,705 

32 名 古 屋
名 駅

障がい者と「土とやきもの」の
歴史、文化、美しさ、楽しさを
体験するプロジェクト

障がい者とロータリアンが協力してものづくりの体験をする。交流を図ることで相
互理解を深めることを期待する。
体験受講料、福祉バス代、昼食代

2025/8/1 ～
2025/12/31 1 105,580 99,470 

33 名 古 屋
丸 の 内

カンボジア　カンポット郡　
チュパアンポ村　小・中学校　
教育支援・医療

文房具を贈ることで、識字率向上に力を入れ、将来の進路への基盤づくりを支援す
る。現地に赴いたロータリアンは、交流をとおして現状を把握し、次の支援に繋げる。
さらに、会員の眼科医が現地で検診と眼鏡作成をする。
ノート・鉛筆セット、スクールバッグ代、海外送金手数料など

2026/2/24 ～
2026/2/24 1 631,987 227,505 

34 名 古 屋
み ら い 車いすセンター活動啓発

名古屋市主催の障害者と市民のつどいで、車いすセンターの活動紹介を行う。紹介
を行うことでセンターの事業継続の必要性を周知することを目的とする。
パソコン

2025/10/12 ～
2025/10/12 1 126,280 108,460 

35 名 古 屋
宮 の 杜

ふわふわおむすびで、
笑顔溢れる地域社会を

子ども食堂に、自主作製米で作った「ふわふわおむすび」を中心とした食事を提供
する。食事を起点とした交流場所を設けることで、地域社会の活性化につなげる。
お米・具材代など

2025/11/1 ～
2025/11/30 1 190,400 114,550 

36 名 古 屋
北

児童養護施設の子供たちとの自
然保護体験活動

児童養護施設で生活を送る子供たちに、ロータリアン及び名古屋名城ローターアク
トクラブとともに自然保護活動を体験してもらう。共同作業で行う中で、協調性・
社交性・道徳感を養い将来の社会的自立を目指す。
貸切バス、自然保護体験費、昼食材料費、クラフト材料費、保険など

2025/9/13 ～
2025/9/13 1 645,291 607,550 

37 名 古 屋
東 家具転倒防止等室内安全化事業 家具の固定が困難な高齢化世帯に、転倒防止のための家具固定を施す。

固定作業代（40 件）
2025/8/1 ～
2026/2/28 200,000 188,355 

38 名 古 屋
守 山 守山図書館　寄贈 PJ

守山図書館の会議室設備のの老朽化に伴い、家具の入れ替えを行う。10 月に予定
されている「もりやま図書館祭り」に著名な作家を招き、講演会・トークショーを開
催し、市民の来館を促す。スタッキングテーブル (10 台 )、講師謝礼

2025/10/19 ～
2025/10/19 1 343,100 323,060 

39 名 古 屋
名 東 視覚障がい者への支援事業

名東区内中学校および千種高校から参加者を募り、視覚障がいの実態について学
ぶ。体験学習や講演をとおして、解決すべき課題や共生社会を考える機会とする。
貸切バス、見学料、研修用 DVD など

2025/10/1 ～
2025/10/31 1 473,850 446,165 

40 名 古 屋
名 北 災害救助犬ＰＲ事業

名古屋市北消防署が主催するイベント「消防ひろば」で災害救助犬 PR 事業を行う。
デモンストレーションや救助犬に触れ合うことで、市民の理解を深めることを目指す。
ロータリアンは地域の幼稚園・小学校等に出向き、開催案内のチラシを配布する。
看板作成費、チラシ作成費

2025/8/1 ～
2025/12/31 1 200,000 165,300 

41 名 古 屋
千 種

タイ「カサロンの家」
女子トイレ・シャワールーム
改築支援事業

タイ・チェンマイ郊外に位置する、山岳少数民族利用の学生寮「カサロンの家」の
女子用トイレ・シャワールームの改装工事を実施する。
建設資材費、電気工事費、人件費など

2025/11/21 ～
2025/11/24 4 525,600 75,110 

42 名 古 屋
昭 和

川名公園の環境を考える
（夢カプセル 2025 開封式）

2010 年の「生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10)」を契機に、子ども達
が昭和区の「未来の街や森づくり」をテーマに描いた絵を埋めた川名公園で、タイム
カプセルの開封式を行った。今回掘り出し開封して昭和区役所にて区民に披露すると
共に、「川名公園環境の森」について講演が行われ、区民と共に昭和区の環境につい
て学び考える機会となった。掘り出し重機費用、送迎バス、絵画展示用フレームなど。

2025/10/4 ～
2025/10/4 1 182,776 107,300 

43 名 古 屋
錦

陸前高田市における東日本大震
災被災地支援活動の説明プレー
ト設置並びに地域清掃活動

当クラブと「絆協定」を結んでいる陸前高田市にある愛宕神社社殿と気仙小学校の
山桜に説明プレートを設置する。ロータリアンは工事完了後、氏子会や小学校関係
者等と協力して学区内の清掃活動を行い、今後の支援方法について話し合う。
プレート設置工事費

2025/8/1 ～
2025/10/31 92 247,000 211,990 

44 名 古 屋
東 山

児童養護施設の子供へ
〜自立支援「相手を思いやる心」
を学ぶ〜

児童養護施設の児童に基礎的な「テーブルマナー」を教え、相手を思いやる心や、
食品ロスなどのＳＤＧｓを考える機会とする。実践的に体験することで、自立支援の
一助とする。食事代

2026/2/7 ～
2026/2/7 1 226,424 128,180 

45 名 古 屋
葵

学童保育所に対する
AED の設置・普及啓発事業

第三矢田学童保育クラブに AED を設置する。使い方等の体験会を開催することを
通して指導員・子供たちに AED の理解を深めると共に応急救護に対する普及啓発
を行う。AED 購入費

2025/11/22 ～
2025/11/22 1 253,000 67,135 

46 名 古 屋
アイリス

NPO 法人心魂プロジェクトの演
劇を開催

名大病院の小児科病棟に入院生活を送る子供さんやそのご家族を招き、NPO 法人
心魂プロジェクトの演劇を上演する。
公演料、設営用備品代など

2025/10/24 ～
2025/10/24 1 353,692 144,710 

47 豊 橋
（タイ国）山岳民族定住化・
自立に向けた生活環境整備支援
事業

タイ国チェンライ県ラックペンディング村にあるラックペンディング農園学校にセメン
ト製農業用貯水タンクを提供。水源の乏しい山岳地帯に位置する当農園学校におい
て、雨水などを最大限活用する方法を指導し、農業の発展に貢献する。
セメント製貯水タンク (7 基 )

2025/11/13 ～
2025/11/27 5 721,000 676,425 

48 蒲 郡 三谷水産高等学校による貝紫染
め環境整備事業

貝紫の研究現場の環境を整える一環として、海に潜る際に必要なウェットスーツを寄
贈する。ロータリアンは漁獲した貝を洗う作業等、研究発表のためのサポートを行う。
ウェットスーツ (5 着 )

2025/10/1 ～
2025/11/1 31 150,876 141,230 

49 豊 橋 北 大池（おおいけ）浄化作戦
第１弾・魚の生態調査

大池の浄化活動及び魚の実態調査を行う。市内高校の生物部員の生徒に加え、広
く市民を募集し、百人を超える規模で開催する。玉網、参加者弁当代、保険など

2025/9/27 ～
2025/9/27 1 296,745 195,895 

50 豊 川 児童福祉施設の子ども達と
地元高校生との交流事業

豊川の児童福祉施設の子ども達と職員の方を招き、インターアクターやロータリア
ンと一緒に、バーベキューやゲーム等の交流事業を行う。食事代

2025/10/25 ～
2025/10/25 1 266,090 250,560 
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クラブ名 プロジェクト名 内容（内容と主な予算項目） 実施期間 実日数 事業予算（￥）支給額（￥）

51 豊 橋 南 豊橋少年柔道大会
「豊橋少年柔道大会」に地元出身オリンピアンを招待し、柔道大会、合同稽古への
ゲスト参加、クリニックを開催する。ロータリアンは大会 PR と来場者募集を行う。
講師料 (2 名 )、大会運営費など

2026/1/18 ～
2026/1/18 1 800,000 188,355 

52 豊 川
宝 飯 子育て支援サポート事業

子育て支援センターが実施する親子教室で使用する音響機材が老朽化したため、便
利に持ち運びの出来るものと入れ替えを行う。
キーボード、アンプ、マイクなど

2025/9/16 ～
2025/9/16 1 508,640 278,980 

53
田 原
パ シ フ
ィ ッ ク

のびろ！のびろ！
地域の輪 餅で繋げろ地域の絆

地域で開催されるリレーマラソン大会のサポートを行う。閉会式ではコロナ禍以降
開催か少なくなってしまった地域の風習である餅投げを行う。餅代

2025/12/7 ～
2025/12/7 1 120,000 103,675 

54 豊 橋 東 中垣内祐一氏記念講演会

バレーボール選手として第一線で活躍し、、新しいステージでも指導者、リーダー、
農業者として多岐に渡り活躍する福井工業大学 スポーツ健康科学部教授 中垣内氏
を講師に招き、子ども達を支え導く大人、スポーツに取り組む子を持つ親に、チー
ムマネジメントや様々な気付きを得てもらうための講演会を開催する。
会場費、講演料、広告費など

2025/11/23 ～
2025/11/23 1 814,020 216,920 

55 豊 橋
R A C 伊古部海岸清掃

市内のインターアクターや一般市民に参加を呼びかけ、伊古部海岸の清掃活動を行
う。さらには、海ゴミが引き起こす「環境生物への影響」や「環境問題」について
の講演会を実施する。貸切バス (2 台 )

2025/10/25 ～
2025/10/25 1 182,600 171,970 

56 岡 崎 岡崎市の児童・生徒への生活・
学習支援

岡崎 RAC との共同事業。岡崎はぴりんバンクの支援事業に参加する児童・生徒に、
文房具の提供を行う。文房具セット (200 セット )

2025/8/1 ～
2026/2/28 20 396,000 323,785 

57 岡 崎
R A C

岡崎市の児童・生徒への生活・
学習支援

岡崎 RC との共同事業。岡崎はぴりんバンクの支援事業に参加する児童に、知育玩
具の提供を行う。ローターアクターは、夏休みを中心に、生徒・児童に学習支援も
行う。知育玩具セット (30 セット )

2026/2/3、
2/10、2/25 3 165,000 145,000 

58 豊 田 重度障害児への療育環境整備事
業

重度障害児の放課後デイサービスにおいて、療育環境を整備し、重度障害児とロー
タリアンの交流事業を行う。また、とよた光の里より講師を招き、重度障害児支援
について理解を深める。
エアトランポリン、プロジェクター、スクリーン、ボッチャセット、食事代など

2025/8/1 ～
2025/12/31 2 630,000 555,205 

59 岡 崎 南 地域防災キャンプ－防災意識向
上及び災害時の対応訓練－

城西高校の生徒を対象に、防災意識の向上と実践的なスキル習得を目的とした防災
キャンプを実施。生徒たちが実際に体験しながら学ぶことで、知識の定着を図ると
ともに、地域社会に貢献できる防災リーダーの育成を目指す。
テント (10)、シュラフ・マット ( 各 15)

2025/10/25 ～
2025/10/25 1 304,376 263,320 

60 豊 田 西 帰宅困難青少年の未来サポート
事業

自立支援ホームのサポートを受ける少年少女とロータリアンとの交流事業を行う。
日帰り旅行や、ロータリアンの企業での職業体験を通じて未来に向けて挑戦してい
く心を育み、自立支援の一助とする。貸切バス、昼食代、記念品代など

2025/8/1 ～
2025/11/30 3 426,888 401,940 

61 岡 崎 東 幼児期発達支援プロジェクト
子ども発達支援センターに療育支援品を寄贈する。ロータリアンは障害について学
び、理解と支援につとめる。
リハビリ訓練機器 ( スペースブロック、パンチングポップ )

2025/10/30 ～
2025/10/30 1 190,300 168,055 

62 豊 田 東 青少年社会参画支援事業
学生や若者たちの社会参画、自立支援事業の一つとして、当クラブで行っているキ
ッズファームチャレンジ活動に参加してもらう。また、彼らが日ごろ活動を行ってい
る豊田市青少年センターのオーディオ機器の老朽化が進んでいるため、機材の入れ
替えを行う。ポータブル PA システム、農園管理費、苗、種台

2025/9/1 ～
2026/1/18 138 377,250 317,840 

63 岡 崎
城 南 小学校理科実験教室 恵田小学校児童を対象に、外部講師を招き、体験型の理科実験教室を開催する。

講演料、教材費、レンタカー借用費など
2025/10/28 ～
2025/11/7 1 274,600 171,100 

64 豊 田
三 好

愛知県立三好特別支援学校支援
プロジェクト

県立三好特別支援学校の女子バスケットボールクラブを支援する。他校のクラブと
試合を行うことを目標に、ロータリアンは授業後の練習のサポートを行う。ロータリ
アンと交流することにより、社会性を身に付けることも望まれる。
ユニフォーム (15 セット )、バスケットボール 7 号球・6 号球 ( 各 3) など

2025/8/1 ～
2025/9/30 61 149,160 124,265 

65 豊 田 中 こども園補助事業
（絵本プロジェクト）

豊田市内公立こども園 (9 園 ) を対象に、劣化損傷した絵本の入れ替えや新しい絵
本を贈る。「とよた学生プロジェクト」の会員とともに園に赴き、園児に読み聞かせ
を行う。絵本 (220 冊 )、シール代

2025/8/1 ～
2025/12/31 30 370,800 233,450 

66 愛 知
三 州

外国籍の子どもたちに対する学
習支援とクリスマスパーティー

外国籍の子どもたちの学習を支援し、日本人と外国人が互いを理解し受け入れる環
境を整えていくことを目指す事業。ロータリアンは日本語教室に参加し学習支援を
行う。また、12 月には参加している子どもや保護者を対象にクリスマス会を開催す
る。
ノートパソコン、プロジェクター、中学校教科書。ドリル、クリスマス会景品など

2025/8/1 ～
2025/12/31 153 233,042 219,385 

67 刈 谷
障害児通所支援事業所および認
可外保育施設「ひかりっこ」　遊
び場整備

障害児童通所支援事業所の設備充実を目的に、ロータリアンが遊び場の整備補修と
室内遊具の組み立てを行い、作業後には園児たちと遊び交流する。
砂場補修、室内アスレチック

2025/10/1 ～
2025/11/30 1 868,520 507,065 

68 安 城 トレーラーヘッドで学ぶ大型車の
死角体験による交通安全教室

安城七夕まつり会場にトレーラーヘッド（牽引車の頭の車両部分）を持ち込み、実
際に子どもたちに乗車してもらい、大型車両には死角があることを体験してもらう。
大型車両の危険性を認識し、交通安全意識を高めることを目的とする。
トレーラーヘッド搬出入・管理、会場設営

2025/8/1 ～
2025/8/3 3 359,700 278,980 

69 西 尾 西尾ロータリークラブ
こども食堂

夏休み・冬休み・春休みに、西尾ロータリークラブこども食堂を開設する。ロータ
リアンは自宅のローリングストックや不要となった贈答品、生活備品などを提供する。
夏・春お弁当 (400 食 )、冬ケーキ (50 個 )

2025/8/25 ～
2026/3/27 3 600,000 435,145 

70 碧 南 碧南市役所前での植樹美化によ
る社会発展貢献事業

周辺市民や市関係者とともに、市役所にキンモクセイを植樹し、周辺道路の美化活
動を行う。キンモクセイ (7 本 )、工事費

2025/12/1 ～
2025/12/17 17 500,000 263,175 

71 西 尾
一 色

わくわく顔出し
パネルプロジェクト

愛知こどもの国の顔出しパネルの経年劣化により、刷新を行う。デザインを地元高
校の美術部の生徒に依頼。設置後は、周辺の清掃活動を行う。
デザイン・データ製作費、プリント制作費、設置費

2025/11/20 ～
2025/11/20 1 227,370 134,850 

72 高 浜 備えあれば患いなしⅡ 高浜市吉浜地域の 6 つの町の防災訓練を支援。指揮命令者が着用するビブスを寄
贈する。ビブス (200 着 )、簡易トイレ

2025/9/1 ～
2025/12/31 122 172,700 153,555 

73 知 立 ネパールの子ども達に
国際支援！

ネパール・ジャナキ農村部にある学校の校舎の修繕や遊具設置など、子どもたちが
楽しく安全に学べる環境を整える。壁修繕費、遊具、童話集など

2025/10/17 ～
2025/10/17 1 200,000 126,440 

74 西 尾
KIRARA 岩瀬文庫の PR 事業

西尾市岩瀬文庫を全国に PR する事業。特別展来館者に配布する本のしおりを企画・
デザイン・作成。また来館者アンケートの回答を収集分析し、館運営の活性化を図
る。しおり(5,000 枚 )

2025/8/30 ～
2025/11/30 93 275,330 239,685 

75 三 河
安 城

子どもを元気にする
プロジェクト

小学 3 年生から中学 2 年生を対象に希望者を募り、安城市少年少女合唱団の体験生
として声楽家から正しい発生法や表現法を学ぶ。ロータリアンは小中学校へ説明に出
向いたり、練習会場での受付などを行う。募集チラシ、指導料、楽譜代など

2025/12/6 ～
2026/2/21 78 376,850 321,030 

76
2760 地
区公共イ
メージ向
上委員会

尾身茂先生講演会 尾身茂先生を講師に迎え、一般市民を対象とした感染症・公衆衛生に関する教育的
な講演会イベントを開催する。講演料、会場費など

2025/10/23 ～
2025/10/23 1 700,000 700,350 

地区補助金事業活動報告

36GOVERNOR’S MONTHLY LETTER Final Issue  2025-26 Rotary International District 2760 36GOVERNOR’S MONTHLY LETTER Final Issue  2025-26 Rotary International District 2760



【単位：米ドル】　小数点以下非表示

分
区 クラブ名 会員数

年次基金 ポリオプラス基金 その他 恒久基金
合計

一人あたり 累計額 一人あたり 累計額 累計額 累計額

南
尾
張
分
区

半 田 49 153 7,500 45 2,214 0 1,000 10,714 
常 滑 30 69 2,078 108 3,247 0 0 5,325 
東 海 45 158 7,104 30 1,350 0 0 8,454 
東 知 多 17 86 1,463 65 1,109 0 0 2,572 
半 田 南 29 182 5,281 47 1,360 0 0 6,641 
大 府 20 142 2,840 92 1,835 0 0 4,675 

西
尾
張
分
区

一 宮 108 150 16,222 33 3,605 0 0 19,827 
津 島 52 142 7,375 30 1,560 0 0 8,935 
尾 西 16 199 3,191 32 510 0 0 3,701 
一 宮 北 31 92 2,848 30 938 0 0 3,786 
稲 沢 52 272 14,131 59 3,067 0 2,000 19,198 
あ ま 62 273 16,897 92 5,716 0 1,000 23,613 
名 古 屋 清 須 33 343 11,313 103 3,412 0 2,000 16,725 
尾 張 中 央 28 190 5,320 65 1,823 0 150 7,292 
一 宮 中 央 34 201 6,849 32 1,093 0 0 7,942 

東
尾
張
分
区

瀬 戸 51 148 7,545 61 3,090 0 1,000 11,635 
犬 山 49 154 7,542 39 1,908 0 1,000 10,450 
江 南 55 348 19,153 50 2,741 0 0 21,894 
小 牧 32 247 7,912 41 1,303 0 0 9,215 
春 日 井 51 169 8,605 51 2,622 0 0 11,228 
尾 張 旭 23 72 1,650 33 754 0 75 2,479 
名 古 屋 空 港 47 163 7,683 38 1,775 0 0 9,458 
瀬 戸 北 52 174 9,051 77 3,981 0 1,000 14,032 
岩 倉 10 64 641 23 231 0 0 872 
名 古 屋 城 北 24 155 3,723 85 2,035 0 1,000 6,758 
愛 知 長 久 手 13 35 450 32 416 0 0 866 
愛 知 友 愛 15 101 1,513 32 485 0 32 2,030 

西
名
古
屋
分
区

名 古 屋 171 97 16,646 28 4,817 0 2,000 23,463 
名 古 屋 西 83 108 9,002 31 2,540 0 0 11,542 
名 古 屋 南 97 212 20,555 51 4,928 0 0 25,484 
名 古 屋 み な と 61 289 17,604 58 3,523 0 2,104 23,230 
名 古 屋 東 南 96 122 11,745 37 3,517 0 0 15,262 
名 古 屋 中 135 213 28,762 39 5,311 0 11,000 45,072 
名 古 屋 瑞 穂 68 196 13,350 40 2,752 4,477 0 20,579 
名 古 屋 大 須 59 211 12,446 37 2,192 0 1,000 15,638 
名 古 屋 栄 97 129 12,547 3 318 0 0 12,865 
名 古 屋 名 南 51 66 3,364 15 760 0 318 4,442 
名 古 屋 名 駅 79 159 12,575 56 4,396 0 1,000 17,970 
名 古 屋 丸 の 内 39 155 6,050 44 1,709 0 0 7,760 
名 古 屋 み ら い 24 132 3,175 75 1,804 0 0 4,979 
名 古 屋 宮 の 杜 87 151 13,115 57 4,951 0 0 18,066 

東
名
古
屋
分
区

名 古 屋 北 100 190 18,950 59 5,933 0 1,000 25,883 
名 古 屋 東 85 271 23,057 74 6,263 0 0 29,321 
名 古 屋 守 山 44 247 10,863 64 2,833 0 0 13,696 
名 古 屋 和 合 85 194 16,478 47 3,959 0 0 20,437 
名 古 屋 名 東 56 279 15,600 37 2,078 0 0 17,678 
名 古 屋 名 北 21 143 3,000 63 1,327 0 0 4,327 
名 古 屋 千 種 31 152 4,700 56 1,731 0 1,000 7,431 
名 古 屋 昭 和 35 159 5,555 62 2,180 0 1,000 8,735 
名 古 屋 錦 29 267 7,739 87 2,517 0 0 10,255 
名 古 屋 東 山 24 293 7,021 123 2,940 0 0 9,962 
名 古 屋 葵 26 150 3,900 130 3,371 0 0 7,271 
名 古 屋 ア イ リ ス 19 158 3,000 52 992 0 0 3,992 

クラブ別ロータリー財団寄付額一覧
第2760地区
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【単位：米ドル】　小数点以下非表示

分
区 クラブ名 会員数

年次基金 ポリオプラス基金 その他 恒久基金
合計

一人あたり 累計額 一人あたり 累計額 累計額 累計額

東
三
河
分
区

豊 橋 108 174 18,837 76 8,238 0 1,035 28,110 
蒲 郡 59 185 10,906 97 5,717 0 0 16,623 
豊 橋 北 57 135 7,700 26 1,465 0 0 9,165 
豊 川 74 152 11,228 48 3,521 0 0 14,749 
田 原 35 101 3,538 19 666 0 931 5,135 
豊 橋 南 49 194 9,530 49 2,389 0 0 11,919 
新 城 38 58 2,191 45 1,725 0 1,000 4,916 
渥 美 32 103 3,281 31 1,004 0 0 4,286 
豊 川 宝 飯 71 131 9,302 58 4,134 0 0 13,436 
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 58 97 5,613 36 2,106 6,731 0 14,449 
田原パシフィック 33 64 2,117 34 1,128 0 1,000 4,245 
豊 橋 東 59 127 7,500 33 1,939 0 0 9,439 

西
三
河
中
分
区

岡 崎 97 262 25,398 65 6,331 0 1,000 32,729 
豊 田 96 198 19,002 50 4,820 0 0 23,822 
岡 崎 南 66 202 13,358 60 3,929 0 2,062 19,349 
豊 田 西 99 128 12,679 48 4,784 0 0 17,463 
岡 崎 東 52 133 6,905 45 2,340 0 0 9,246 
豊 田 東 79 154 12,198 50 3,979 0 1,000 17,177 
岡 崎 城 南 42 129 5,400 46 1,931 66 1,000 8,398 
豊 田 三 好 16 213 3,412 46 734 0 0 4,146 
豊 田 中 44 160 7,051 75 3,315 0 1,000 11,366 
愛 知 三 州 31 177 5,500 60 1,875 0 1,000 8,375 

西
三
河
分
区

刈 谷 94 187 17,607 43 4,057 0 1,000 22,663 
安 城 51 153 7,800 58 2,969 0 0 10,769 
西 尾 75 153 11,490 44 3,315 0 1,000 15,806 
碧 南 60 155 9,310 83 4,973 100 938 15,321 
西 尾 一 色 19 53 1,000 70 1,328 0 0 2,328 
高 浜 28 161 4,500 59 1,653 0 937 7,090 
知 立 58 152 8,800 78 4,548 0 1,000 14,348 
西 尾 KIRARA 45 157 7,050 63 2,830 0 1,000 10,880 
三 河 安 城 61 138 8,392 46 2,802 0 1,000 12,193 
R C 合 計 4,516 169 765,277 51 230,367 11,374 48,581 1,055,599 

Ｒ
Ａ
Ｃ

岡 崎 0 100 0 0 0 100 
豊 橋 0 0 0 0 0 0 
田 原 0 0 132 0 0 132 
名 古 屋 中 央 0 0 0 0 0 0 
名 古 屋 熱 田 0 0 26 0 0 26 
名 古 屋 名 城 0 0 70 0 0 70 
豊 田 広 域 0 0 0 0 0 0 
名 古 屋 芸 術 大 学 0 0 0 0 0 0 
桜 花 学 園 大 学
名 古 屋 短 期 大 学 0 0 0 0 0 0 

D 2 7 6 0 17,680 0 17,680 
地 区 合 計 4,516 169 765,377 55 248,274 11,374 48,581 1,073,605 

クラブ別ロータリー財団寄付額一覧
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クラブ名 氏名 レベル
半 田 木 全　 純 子 PHF
半 田 細 井　 靖 浩 PHF+1
半 田 伊 藤　 友 子 PHF+1
半 田 竹 内　 健 司 PHF+1
半 田 成 田　 一 郎 PHF+2
半 田 伊 東　 良 夫 PHF+4
半 田 川 口　 新 平 PHF+4
半 田 六 鹿　 直 視 PHF+4
半 田 小 栗　 孝 久 PHF+4
半 田 榊 原　 正 治 PHF+5
常 滑 井 上　 敬 介 PHF
常 滑 太 田　 年 紀 PHF
東 海 菊 本　 裕 也 PHF+1
東 海 間 瀬　 保 英 PHF+1
東 海 小 島　 博 也 PHF+2
東 海 久 野　 㔾 生 PHF+2
東 海 大 林　 香 瑞 人 PHF+3
半 田 南 松 林　 信 吾 PHF+1
半 田 南 石 川　 勝 彦 PHF+4
大 府 中 本　 和 則 PHF
大 府 加 藤　 正 俊 PHF+5
一 宮 野 村　 和 弘 PHF
一 宮 石 黒　 敬 康 PHF+1
一 宮 加 藤　 恭 平 PHF+1
一 宮 木 村　　 実 PHF+1
一 宮 中 島　 幸 介 PHF+1
一 宮 鈴 木　 洋 志 PHF+1
一 宮 則 竹　 伸 也 PHF+2
一 宮 山 上　 哲 司 PHF+2
一 宮 足 立　　 誠 PHF+4
一 宮 佐 々 木　 久 直 PHF+5
津 島 山 田　 公 男 PHF
一 宮 北 石 黒　 久 雄 PHF
稲 沢 真 野　 寿 樹 PHF
稲 沢 吉 川　 未 佐 子 PHF
稲 沢 三 根　 健 一 PHF+1
稲 沢 鵜 飼　 博 信 PHF+1
稲 沢 山 内　 健 嗣 PHF+1
稲 沢 山 脇　 敏 夫 PHF+1
稲 沢 吉 川　 貴 祥 PHF+1
稲 沢 金 森　 貴 史 PHF+3
稲 沢 小 島　 洋 一 PHF+3
稲 沢 成 田　 幸 太 郎 PHF+3
稲 沢 横 井　　 定 PHF+4
稲 沢 永 井　 伸 治 PHF+8
あ ま 武 井　　 正 PHF
あ ま 板 津　 和 博 PHF+1
あ ま 北 川　 裕 士 PHF+1
あ ま 渡 辺　　 均 PHF+2
あ ま 加 藤　 憲 治 PHF+3
あ ま 髙 山　　 敏 PHF+3
あ ま 東 海　 広 光 PHF+6
あ ま 大 竹　 敬 一 PHF+7
あ ま 山 田　 尊 久 PHF+7
名 古 屋 清 須 二 村　 友 佳 子 PHF+1
名 古 屋 清 須 永 井　 良 周 PHF+1
名 古 屋 清 須 前 田　 昌 樹 PHF+2
名 古 屋 清 須 水 野　 豊 秋 PHF+2
名 古 屋 清 須 齊 藤　 雄 二 PHF+2
名 古 屋 清 須 鷲 見　 好 弘 PHF+2
名 古 屋 清 須 江 川　 泰 彦 PHF+8

クラブ名 氏名 レベル
尾 張 中 央 堀 尾　 明 史 PHF+5
尾 張 中 央 熊 澤　 勝 則 PHF+6
一 宮 中 央 西 岡　 則 男 PHF+3
一 宮 中 央 長 谷 川　 正 己 PHF+4
瀬 戸 加 藤　 克 己 PHF
瀬 戸 澤 田　 武 憲 PHF
瀬 戸 青 山　　 稔 PHF+3
瀬 戸 青 山　 貴 彦 PHF+3
瀬 戸 高 橋　 信 郎 PHF+3
犬 山 藤 井　 友 喜 PHF+1
犬 山 近 藤　 俊 也 PHF+1
犬 山 野 村　 憲 治 PHF+1
犬 山 鈴 木　 一 成 PHF+1
犬 山 伊 藤　　 隆 PHF+4
犬 山 安 田　 新 平 PHF+4
犬 山 加 藤　 浩 一 PHF+5
犬 山 安 田　 一 生 PHF+5
江 南 永 井　 義 康 PHF
江 南 近 藤　 道 麿 PHF+2
江 南 沢 田　 昌 久 PHF+2
江 南 岩 田　 静 夫 PHF+3
小 牧 三 輪　 憲 一 PHF+1
小 牧 小 谷　 達 也 PHF+2
小 牧 大 島　 賀 樹 PHF+3
小 牧 長 尾　 秀 義 PHF+4
小 牧 河 村　 嘉 男 PHF+5
春 日 井 川 瀬　 治 通 PHF+2
春 日 井 古 屋　 義 夫 PHF+4
尾 張 旭 森 井　 晴 生 PHF+1
尾 張 旭 加 藤　 清 久 PHF+4
名 古 屋 空 港 暮 沼　 勇 二 郎 PHF
名 古 屋 空 港 前 田　 幹 太 PHF
名 古 屋 空 港 大 野　 和 宏 PHF
名 古 屋 空 港 菅 沼　 智 大 PHF
名 古 屋 空 港 伊 東　 由 之 PHF+1
名 古 屋 空 港 國 田　 武 二 郎 PHF+2
名 古 屋 空 港 田 邊　 雅 彦 PHF+2
名 古 屋 空 港 原 田　 好 展 PHF+3
名 古 屋 空 港 稲 熊　 正 徳 PHF+3
名 古 屋 空 港 川 口　 直 也 PHF+3
名 古 屋 空 港 北 園　 守 生 PHF+3
名 古 屋 空 港 栗 田　 和 典 PHF+3
名 古 屋 空 港 内 海　 辰 巳 PHF+3
名 古 屋 空 港 山 北　 秀 和 PHF+3
名 古 屋 空 港 市 川　　 孝 PHF+4
名 古 屋 空 港 入 谷　 宏 典 PHF+4
瀬 戸 北 加 藤　 淳 一 PHF
瀬 戸 北 加 藤　 道 雄 PHF
瀬 戸 北 河 村　 誠 悟 PHF+1
瀬 戸 北 伊 藤　 京 子 PHF+2
瀬 戸 北 大 橋　 孝 志 PHF+2
瀬 戸 北 加 藤　 雅 人 PHF+3
瀬 戸 北 梅 村　 邦 雄 PHF+7
名 古 屋 城 北 竹 内　 淑 江 PHF+2
名 古 屋 城 北 津 坂　 守 英 PHF+5
名 古 屋 城 北 岩 田　 佳 之 PHF+6
名 古 屋 城 北 服 部　 智 謙 PHF+7
愛 知 長 久 手 神 谷　 恵 理 PHF+1
愛 知 友 愛 鬼 頭　 佑 介 PHF+1
名 古 屋 西 堀 内　 孝 明 PHF
名 古 屋 西 三 宅　 浩 司 PHF

クラブ名 氏名 レベル
名 古 屋 南 大 隅　 範 芳 PHF
名 古 屋 南 城 田　 敬 久 PHF
名 古 屋 南 堤　　 祥 浩 PHF
名 古 屋 南 木 戸　 陽 介 PHF+1
名 古 屋 南 浅 原　 光 男 PHF+2
名 古 屋 南 伊 東　 万 樹 也 PHF+3
名 古 屋 南 片 桐　　 満 PHF+4
名 古 屋 み な と 橋 本　 美 穂 PHF
名 古 屋 み な と 神 谷　 親 宏 PHF
名 古 屋 み な と 森　　 真 悟 PHF
名 古 屋 み な と 室 原　 國 彦 PHF
名 古 屋 み な と 小 椋　 由 美 子 PHF
名 古 屋 み な と 大 野　 正 博 PHF
名 古 屋 み な と 藤 掛　 誠 一 郎 PHF+1
名 古 屋 み な と 市 野　 文 俊 PHF+1
名 古 屋 み な と 加 藤　 嗣 郎 PHF+1
名 古 屋 み な と 水 谷　　 隆 PHF+1
名 古 屋 み な と 沼 野　　 明 PHF+1
名 古 屋 み な と 芹 澤　 謙 一 PHF+2
名 古 屋 み な と 寺 本　 善 雄 PHF+3
名 古 屋 み な と 田 島　 伸 也 PHF+4
名 古 屋 み な と 長 瀬　 廣 幸 PHF+8
名 古 屋 東 南 近 藤　 和 雄 PHF+5
名 古 屋 中 石 田　 陵 嗣 PHF
名 古 屋 中 豊 島　 維 大 PHF
名 古 屋 瑞 穂 水 谷　 幸 康 PHF
名 古 屋 瑞 穂 横 山　 敦 信 PHF
名 古 屋 大 須 深 谷　 昭 広 PHF
名 古 屋 大 須 河 合　 誠 弥 PHF
名 古 屋 大 須 内 藤　 啓 喜 PHF
名 古 屋 大 須 西 垣　 亜 矢 子 PHF
名 古 屋 大 須 西 脇　 良 輔 PHF
名 古 屋 大 須 井 上　　 健 PHF+1
名 古 屋 大 須 浅 野　　 彰 PHF+2
名 古 屋 大 須 林　　 順 治 PHF+2
名 古 屋 大 須 堀 江　 英 弥 PHF+2
名 古 屋 大 須 加 藤　 已 千 彦 PHF+2
名 古 屋 大 須 鬼 頭　 茂 成 PHF+2
名 古 屋 大 須 近 藤　 明 美 PHF+2
名 古 屋 大 須 草 野　 勝 彦 PHF+2
名 古 屋 大 須 松 本　 哲 朗 PHF+2
名 古 屋 大 須 荻 巣　 賢 二 PHF+2
名 古 屋 大 須 大 原　 敏 正 PHF+2
名 古 屋 大 須 岡 部　 快 圓 PHF+2
名 古 屋 大 須 岡 田　 尚 彦 PHF+2
名 古 屋 大 須 岡 村　 隆 德 PHF+2
名 古 屋 大 須 酒 井　　 修 PHF+2
名 古 屋 大 須 髙 木　 政 義 PHF+2
名 古 屋 大 須 丹 下　 富 博 PHF+2
名 古 屋 大 須 照 井　　 栞 PHF+2
名 古 屋 大 須 渡 辺　 観 永 PHF+2
名 古 屋 大 須 山 口　 正 孝 PHF+2
名 古 屋 大 須 吉 田　 憲 一 PHF+2
名 古 屋 大 須 吉 田　 隆 彦 PHF+2
名 古 屋 大 須 岩 崎　 征 一 PHF+3
名 古 屋 大 須 木 村　 光 徳 PHF+3
名 古 屋 大 須 仲 林　 宏 昌 PHF+3
名 古 屋 大 須 小 笠 原　 和 俊 PHF+3
名 古 屋 大 須 小 澤　 幸 男 PHF+3
名 古 屋 大 須 佐 々 木　　 功 PHF+3
名 古 屋 大 須 住 田　 正 夫 PHF+3

ポール・ハリス・フェロー 年次基金、ポリオプラス、あるいは財団が認証した補助金に、累計 1,000 ドル以上寄付された方。
その後、1,000 ドル毎にマルチプル・ポール・ハリス・フェローが授与されます。

ロータリー財団寄付認証者
第2760地区
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クラブ名 氏名 レベル
名 古 屋 大 須 横 井　　 衞 PHF+3
名 古 屋 栄 近 藤　 博 樹 PHF
名 古 屋 栄 山 下　 正 裕 PHF
名 古 屋 名 南 川 瀬 　 悟 PHF+1
名 古 屋 名 南 細 井　 俊 男 PHF+3
名 古 屋 名 南 犬 飼　 り さ 枝 PHF+3
名 古 屋 名 南 入 谷　 直 行 PHF+4
名 古 屋 名 南 木 下　 福 郎 PHF+4
名 古 屋 名 南 鈴 木　　 享 PHF+6
名 古 屋 名 駅 両 角　 國 男 PHF+1
名 古 屋 名 駅 大 橋　 誠 之 PHF+1
名 古 屋 名 駅 西 川　 達 郎 PHF+2
名 古 屋 名 駅 清 水　 順 二 PHF+2
名 古 屋 名 駅 寺 島　 洋 治 PHF+4
名 古 屋 名 駅 大 橋　 昭 治 PHF+5
名 古 屋 名 駅 藤 井　 圓 隆 PHF+8
名 古 屋 丸 の 内 古 川　　 進 PHF
名 古 屋 丸 の 内 小 原　　 優 PHF
名 古 屋 丸 の 内 長 谷 川　 龍 伸 PHF+1
名 古 屋 丸 の 内 後 藤　　 敞 PHF+2
名 古 屋 丸 の 内 水 野　 裕 善 PHF+2
名 古 屋 み ら い 岸　　 洋 行 PHF+1
名 古 屋 み ら い 川 口　　 豊 PHF+8
名 古 屋 宮 の 杜 浅 野　 慎 之 PHF
名 古 屋 宮 の 杜 出 口　　 茂 PHF
名 古 屋 宮 の 杜 鈴 木　 拓 将 PHF
名 古 屋 宮 の 杜 高 木　 俊 郎 PHF
名 古 屋 宮 の 杜 加 藤　 謙 一 PHF+2
名 古 屋 北 加 藤　 芳 理 PHF
名 古 屋 北 小 村　 雅 信 PHF
名 古 屋 北 西 山　 一 博 PHF
名 古 屋 北 舟 橋　 正 剛 PHF+1
名 古 屋 北 橋 本　 政 樹 PHF+1
名 古 屋 北 近 藤　 久 詞 PHF+1
名 古 屋 北 髙 坂　 恒 裕 PHF+1
名 古 屋 北 町 田　　 功 PHF+1
名 古 屋 北 森 蔭　 真 人 PHF+1
名 古 屋 北 森 實　 敏 彦 PHF+1
名 古 屋 北 岡 本　 雄 三 PHF+1
名 古 屋 北 大 島　 嘉 秋 PHF+1
名 古 屋 北 笹 井　 厚 志 PHF+1
名 古 屋 北 渡 辺　 孝 雄 PHF+1
名 古 屋 北 徐 　 堅 PHF+1
名 古 屋 北 山 口　 剛 史 PHF+1
名 古 屋 北 安 田　 智 雄 PHF+1
名 古 屋 北 吉 田　 真 宏 PHF+1
名 古 屋 北 中 島　　 実 PHF+4
名 古 屋 北 田 中　 正 樹 PHF+7
名 古 屋 東 杉 山　 雅 紀 PHF
名 古 屋 東 松 田　 茂 樹 PHF+1
名 古 屋 東 嶋 谷　 悧 希 PHF+1
名 古 屋 東 寺 尾　 洋 太 PHF+1
名 古 屋 東 伊 藤　 雄 太 PHF+4
名 古 屋 東 柏 木　　 功 PHF+4
名 古 屋 東 國 府 谷　 俊 盛 PHF+7
名 古 屋 東 栁 澤　 幸 輝 PHF+8
名 古 屋 守 山 濱 口　 弥 生 PHF+1
名 古 屋 守 山 大 海　 好 広 PHF+1
名 古 屋 守 山 倉 内　 勝 広 PHF+2
名 古 屋 守 山 馬 渕　 雅 宣 PHF+2
名 古 屋 守 山 田 中　 一 成 PHF+2
名 古 屋 守 山 松 崎　 美 都 子 PHF+5
名 古 屋 守 山 森　 藤 左 エ 門 PHF+6

クラブ名 氏名 レベル
名 古 屋 守 山 田 中　 友 次 PHF+6
名 古 屋 守 山 西 脇　　 司 PHF+7
名 古 屋 守 山 井ノ上　由貴男 PHF+8
名 古 屋 和 合 岡 田　 寛 治 PHF
名 古 屋 和 合 豊 住　　 清 PHF
名 古 屋 和 合 川 﨑　 利 男 PHF+1
名 古 屋 名 東 蜂 須 賀　 恵 子 PHF
名 古 屋 名 東 伊 藤　 友 司 PHF
名 古 屋 名 東 中 尾　 僚 宏 PHF
名 古 屋 名 東 荻 野　 恒 久 PHF
名 古 屋 名 東 奥　　 一 郎 PHF
名 古 屋 名 東 鈴 木　 由 二 PHF
名 古 屋 名 東 吉 岡　　 修 PHF
名 古 屋 名 東 古 川　 長 武 PHF+1
名 古 屋 名 東 市 原　 裕 也 PHF+1
名 古 屋 名 東 梶 間　　 誠 PHF+1
名 古 屋 名 東 真 野　 幸 明 PHF+1
名 古 屋 名 東 名 越　 陽 子 PHF+1
名 古 屋 名 東 太 田　　 暹 PHF+1
名 古 屋 名 東 齋 藤　 道 雄 PHF+1
名 古 屋 名 東 佐 竹　 得 三 PHF+1
名 古 屋 名 東 砂 田　 知 昭 PHF+1
名 古 屋 名 東 津 本　 進 一 PHF+1
名 古 屋 名 東 梅 本　 祐 樹 PHF+1
名 古 屋 名 東 山 下　 良 隆 PHF+1
名 古 屋 名 東 湯 浅　 勝 治 PHF+1
名 古 屋 名 東 小 林　 素 文 PHF+2
名 古 屋 名 東 野 々 部　 英 夫 PHF+3
名 古 屋 名 東 奥　　 佳 澄 PHF+3
名 古 屋 名 東 佐 藤　 慎 一 郎 PHF+3
名 古 屋 名 東 鈴 木　 太 刀 雄 PHF+3
名 古 屋 名 東 足 立　　 勉 PHF+4
名 古 屋 名 東 橋 本　 節 生 PHF+4
名 古 屋 名 東 須 賀　 康 夫 PHF+4
名 古 屋 名 東 中 込　 清 周 PHF+5
名 古 屋 名 東 村 橋　 泰 志 PHF+6
名 古 屋 名 東 平　　 民 三 PHF+7
名 古 屋 名 東 竹 尾　 祥 子 PHF+7
名 古 屋 名 東 津 川　 聖 子 PHF+8
名 古 屋 名 北 香 田　 研 二 PHF+1
名 古 屋 名 北 杉 浦　 定 文 PHF+1
名 古 屋 名 北 伊 藤　 晋 一 PHF+3
名 古 屋 名 北 柴 山　 利 彌 PHF+3
名 古 屋 千 種 太 田　 和 孝 PHF
名 古 屋 昭 和 佐 原　 俊 洋 PHF
名 古 屋 昭 和 掛 水　 法 美 PHF+1
名 古 屋 昭 和 落 合　 法 正 PHF+1
名 古 屋 昭 和 大 原　 直 樹 PHF+3
名 古 屋 錦 福 井　 志 保 PHF
名 古 屋 錦 金 子　 紀 子 PHF+3
名 古 屋 錦 丹 羽　　 繁 PHF+3
名 古 屋 錦 落 合　 和 子 PHF+3
名 古 屋 錦 三 浦　 俊 彦 PHF+5
名 古 屋 錦 𠮷 田　 滋 代 PHF+5
名 古 屋 錦 中 山　 信 義 PHF+6
名 古 屋 錦 石 井　 弘 子 PHF+7
名 古 屋 錦 小 野 田　　 誓 PHF+7
名 古 屋 東 山 近 藤　 満 里 子 PHF
名 古 屋 東 山 鈴 木　 陽 子 PHF+1
名 古 屋 東 山 荒 川　 正 規 PHF+2
名 古 屋 東 山 浅 井　 貴 介 PHF+2
名 古 屋 東 山 近 藤　 俊 彦 PHF+3
名 古 屋 東 山 加 藤　 健 一 PHF+5

クラブ名 氏名 レベル
名 古 屋 東 山 小 林　 三 重 子 PHF+5
名 古 屋 葵 牧 下　　 晃 PHF
名 古 屋 葵 小 玉　 忠 雄 PHF+1
名 古 屋 葵 𠮷 田　 龍 宏 PHF+1
名 古 屋 葵 吉 村　 福 修 PHF+2
名 古 屋 ア イ リ ス 青 木　 恭 子 PHF+1
名 古 屋 ア イ リ ス 深 見　 和 久 PHF+1
名 古 屋 ア イ リ ス 島 村　 恵 三 PHF+1
名 古 屋 ア イ リ ス 荒 山　 久 美 PHF+3
豊 橋 疋 田　　 涼 PHF
豊 橋 広 中　　 一 PHF
豊 橋 磯 村　 武 司 PHF
豊 橋 金 子　 幸 義 PHF
豊 橋 笠 原　 元 樹 PHF
豊 橋 河 村　　 修 PHF
豊 橋 小 笠 原　 貴 洋 PHF
豊 橋 植 村　 忠 慶 PHF
豊 橋 長 屋　 麻 衣 子 PHF+1
豊 橋 高 橋　 譲 二 PHF+1
豊 橋 山 本　 勘 司 PHF+1
豊 橋 縣　　 政 行 PHF+2
豊 橋 池 田　　 至 PHF+2
豊 橋 伊 藤　 晴 康 PHF+2
豊 橋 岩 瀬　　 清 PHF+2
豊 橋 河 合　 勝 男 PHF+2
豊 橋 小 林　 大 悟 PHF+2
豊 橋 黒 谷　 尚 弘 PHF+2
豊 橋 牧 野　　 渉 PHF+2
豊 橋 松 岡　 真 由 美 PHF+2
豊 橋 森 田　 通 夫 PHF+2
豊 橋 中 村　 典 司 PHF+2
豊 橋 野 寄　 誠 三 PHF+2
豊 橋 柴 田　 宏 巳 PHF+2
豊 橋 山 本　 貴 浩 PHF+2
豊 橋 松 坂　 良 太 PHF+3
豊 橋 佐 々 木　 利 政 PHF+3
豊 橋 紅 林　 友 昭 PHF+4
蒲 郡 城 所　 一 也 PHF
蒲 郡 小 田　 泰 久 PHF
蒲 郡 鈴 木　 康 仁 PHF
蒲 郡 和 田　 行 泰 PHF
蒲 郡 永 川　 貴 士 PHF+1
蒲 郡 堀 井　 慎 二 PHF+1
蒲 郡 小 池　 高 弘 PHF+1
蒲 郡 鈴 木　 仁 志 PHF+1
蒲 郡 伊 藤　 健 一 PHF+2
蒲 郡 酒 井　 基 裕 PHF+3
蒲 郡 鈴 木　 康 仁 PHF+7
豊 橋 北 松 井　 幹 晴 PHF
豊 橋 北 松 尾　 浩 志 PHF
豊 橋 北 金 森　 正 芳 PHF+1
豊 橋 北 川 口　 和 樹 PHF+1
豊 橋 北 八 木　 基 之 PHF+1
豊 橋 北 河 合　 芳 光 PHF+2
豊 橋 北 鈴 木　 大 次 郎 PHF+3
豊 川 渡 辺　 稔 明 PHF
豊 川 小 澤　 行 雄 PHF+3
豊 川 竹 内　 幹 尚 PHF+3
豊 川 久 具　 信 夫 PHF+4
田 原 鈴 木　 重 則 PHF
田 原 鈴 木　 辰 也 PHF
田 原 田 中　 正 人 PHF
田 原 大 村　 俊 美 PHF+1
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クラブ名 氏名 レベル
田 原 大 谷　　 誠 PHF+1
田 原 髙 崎　 雄 三 PHF+1
豊 橋 南 伴 野　 公 彦 PHF
豊 橋 南 伊 藤　 哲 朗 PHF
豊 橋 南 山 本　 左 近 PHF
豊 橋 南 林　　 俊 介 PHF+1
豊 橋 南 伊 藤　 之 一 PHF+1
豊 橋 南 田 中　 宏 明 PHF+1
豊 橋 南 長 谷 川　 典 史 PHF+2
豊 橋 南 大 谷　 育 人 PHF+2
豊 橋 南 足 立　 健 一 PHF+3
豊 橋 南 木 下　　 治 PHF+3
豊 橋 南 小 野　 喬 四 朗 PHF+3
豊 橋 南 榊 原　 周 造 PHF+4
豊 橋 南 藤 城　 俊 明 PHF+6
渥 美 原　　 靖 純 PHF
渥 美 杉 浦　　 学 PHF
豊 川 宝 飯 竹 本　 正 興 PHF
豊 川 宝 飯 竹 本　 裕 一 PHF
豊 川 宝 飯 鈴 木　　 忍 PHF+1
豊 川 宝 飯 大 澤　 茂 樹 PHF+2
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 石 原　 聖 季 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 鈴 木　 紳 昭 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 鵜 殿　 健 次 PHF
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 神 谷　　 馨 PHF+2
豊 橋 ゴ ー ル デ ン 市 川　 朝 洋 PHF+3
田原パシフィック 竹 内　 千 春 PHF+1
豊 橋 東 水 谷　 朱 美 PHF+1
豊 橋 東 山 内　 朝 貴 PHF+2
岡 崎 加 藤　 雄 一 郎 PHF
岡 崎 太 田　 文 人 PHF
岡 崎 都 築　 真 琴 PHF
岡 崎 米 津　 ナ オ PHF
岡 崎 大 津　 一 夫 PHF+1
岡 崎 石 川　 勝 敏 PHF+2
岡 崎 柴 田　 泰 伸 PHF+2
岡 崎 宮 田　 勇 人 PHF+4
岡 崎 岩 月　 一 郎 PHF+6
岡 崎 峰 澤　 彰 宏 PHF+7
豐 田 深 津　 明 徳 PHF
豐 田 木 戸　 泰 彦 PHF
豐 田 近 藤　 浩 之 PHF
豐 田 松 本　　 章 PHF
豐 田 米 田　 聖 志 PHF
豐 田 朝 比 奈　 幸 生 PHF+1
豐 田 廣 部　 智 映 PHF+1
豐 田 市 川　 善 英 PHF+1
豐 田 伊 藤　 正 人 PHF+1
豐 田 加 藤　　 太 PHF+1
豐 田 河 原　 秀 紀 PHF+1
豐 田 光 岡　 主 税 PHF+1
豐 田 三 宅　 正 恭 PHF+1
豐 田 成 瀬　 正 尚 PHF+1
豐 田 山 田　 康 二 PHF+1
豐 田 光 岡　 新 吾 PHF+3
豐 田 永 田　 一 夫 PHF+3
岡 崎 南 柴 田　 明 宏 PHF
岡 崎 南 神 谷　 直 久 PHF+1
岡 崎 南 牧 野　 嗣 弘 PHF+1
岡 崎 南 中 根　 邦 博 PHF+1
岡 崎 南 鈴 木　 博 文 PHF+1
岡 崎 南 渡 邊　 浩 一 PHF+1
岡 崎 南 松 野　 元 基 PHF+2

クラブ名 氏名 レベル
岡 崎 南 本 間　　 毅 PHF+5
岡 崎 南 酒 部　 佳 直 PHF+7
豊 田 西 窪 谷　 羊 馬 PHF
豊 田 西 熊 谷　 元 紀 PHF
豊 田 西 松 山　 赫 辰 PHF
豊 田 西 松 山　 剛 久 PHF
豊 田 西 土 面　 尋 志 PHF
豊 田 西 八 木　 伸 介 PHF
豊 田 西 深 津　 澄 男 PHF+1
豊 田 西 河 合　 秀 俊 PHF+1
豊 田 西 岡 本　 英 治 PHF+1
豊 田 西 鈴 木　 勇 夫 PHF+4
岡 崎 東 神 谷　　 浩 PHF
岡 崎 東 片 岡　 達 宏 PHF
岡 崎 東 春 名　 祐 樹 PHF+1
岡 崎 東 金 本　 孝 美 PHF+1
岡 崎 東 加 藤　 和 志 PHF+1
岡 崎 東 生 駒　 尚 久 PHF+2
岡 崎 東 清 水　 幹 良 PHF+2
岡 崎 東 新 浪　 勝 也 PHF+3
豐 田 東 伊 藤　 良 平 PHF
豐 田 東 松 山　 俊 昭 PHF+1
豐 田 東 澤 田　 文 雄 PHF+2
豐 田 東 田 中　 宏 美 PHF+2
豐 田 東 梅 村　 昌 吾 PHF+2
豐 田 東 片 山　 哲 典 PHF+8
岡 崎 城 南 大 久 保　 淳 也 PHF
岡 崎 城 南 杉 浦　 良 次 PHF
岡 崎 城 南 永 谷　 和 之 PHF+1
岡 崎 城 南 小 木 曽　 宏 光 PHF+1
岡 崎 城 南 堤　　 英 明 PHF+1
岡 崎 城 南 市 川　 聰 明 PHF+2
岡 崎 城 南 小 山　 章 仁 PHF+3
岡 崎 城 南 鈴 木　　 豊 PHF+3
岡 崎 城 南 永 井　 量 基 PHF+4
豐 田 三 好 森 本　　 雄 PHF
豐 田 三 好 田 立　 幸 毅 PHF
豐 田 三 好 石 川　 道 男 PHF+2
豐 田 三 好 中 野　 喜 之 PHF+2
豐 田 三 好 竹 内　 正 次 PHF+4
豊 田 中 及 川　 千 喜 PHF
豊 田 中 稲 葉　 俊 伸 PHF+1
豊 田 中 川 本　　 薫 PHF+1
豊 田 中 猿 渡　 亮 二 PHF+1
豊 田 中 大 塚　 哲 夫 PHF+2
豊 田 中 小 野　 朝 康 PHF+2
豊 田 中 木 戸　 重 信 PHF+3
刈 谷 磯 村　　 巌 PHF
刈 谷 宮 地　 秀 将 PHF
刈 谷 新 美　 大 輔 PHF
刈 谷 加 藤　 大 志 朗 PHF+1
刈 谷 近 藤　 純 子 PHF+1
刈 谷 中 川　 耕 児 PHF+1
刈 谷 新 海　 伸 二 PHF+1
刈 谷 豊 田　 貴 久 PHF+1
刈 谷 都 築　 浩 介 PHF+1
刈 谷 内 藤　　 昇 PHF+2
刈 谷 下 谷　 敏 朗 PHF+2
刈 谷 久 米　 博 明 PHF+3
刈 谷 岡 本　　 巧 PHF+3
刈 谷 山 下　 雅 則 PHF+3
刈 谷 盛 田　 豊 一 PHF+4
刈 谷 佐 野　 彰 彦 PHF+4

クラブ名 氏名 レベル
刈 谷 𠮷 原　 孝 彦 PHF+5
安 城 赤 木　 禎 行 PHF
安 城 永 井　 慎 悟 PHF
安 城 成 瀬　 清 二 PHF
安 城 榮　　 圭 士 PHF
安 城 松 本　 隆 利 PHF+1
安 城 恒 川　 憲 一 PHF+1
安 城 大 見　　 宏 PHF+2
西 尾 平 岩　 博 行 PHF
西 尾 本 田　 正 則 PHF
西 尾 二 宮　 英 樹 PHF
西 尾 杉 田　 武 男 PHF
西 尾 鳥 居　 慶 輔 PHF
西 尾 犬 塚　 一 彦 PHF+1
西 尾 岩 崎　 智 一 PHF+1
西 尾 加 藤　 浩 道 PHF+2
西 尾 三 浦　 眞 澄 PHF+2
西 尾 小 笠 原　 正 秀 PHF+2
西 尾 大 内　 基 浩 PHF+2
碧 南 樅 山　 朋 久 PHF
碧 南 山 口　 日 出 子 PHF+1
碧 南 榊 原　　 健 PHF+3
碧 南 山 中　 寛 紀 PHF+4
碧 南 伊 藤　 正 幸 PHF+5
西 尾 一 色 藤 井　 知 明 PHF
高 浜 鈴 木　 隆 昭 PHF
知 立 渡 辺　 一 朗 PHF
知 立 隅 田　 正 之 PHF+1
知 立 山 本　 裕 嗣 PHF+2
知 立 早 川　 岩 男 PHF+3
知 立 倉 田　 英 行 PHF+3
知 立 中 川　　 敦 PHF+4
知 立 渡 辺　 浩 二 PHF+5
知 立 齊 藤　 𠮷 博 PHF+7
西 尾 K I R A R A 安 藤　 芳 朗 PHF
西 尾 K I R A R A 福 西　 章 人 PHF
西 尾 K I R A R A 平 山　 文 生 PHF
西 尾 K I R A R A 野 澤　　 孝 PHF
西 尾 K I R A R A 太 田　 信 吾 PHF
西 尾 K I R A R A 市 川　　 治 PHF+1
西 尾 K I R A R A 榊 原　　 章 PHF+1
三 河 安 城 磯 村　 孝 彦 PHF
三 河 安 城 大 見　 知 生 PHF
三 河 安 城 上 村　 祐 貴 PHF
三 河 安 城 天 野　 竹 行 PHF+1
三 河 安 城 金 子　 豊 久 PHF+1
三 河 安 城 加 藤　 泰 司 PHF+1
三 河 安 城 齋 藤　 光 正 PHF+1
三 河 安 城 杉 浦　 秀 郎 PHF+1
三 河 安 城 待 田　 和 宏 PHF+2
三 河 安 城 寺 部　 保 美 PHF+2
三 河 安 城 山 本　 彰 秀 PHF+2
三 河 安 城 横 山　 夕 葉 PHF+2
三 河 安 城 金 子　 功 男 PHF+3
三 河 安 城 岡 崎　 重 太 郎 PHF+3
三 河 安 城 富 田　 清 治 PHF+3
三 河 安 城 植 村　 康 人 PHF+3
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クラブ名 氏名 クラブ名 氏名 クラブ名 氏名

半 田 酒 井　 良 輔 名 古 屋 岩 田　 達 七 田 原 パ シ フ ィ ッ ク 眞 木　 泰 弘

稲 沢 新 井　 仁 志 名 古 屋 み な と 橋 本　 修 三 岡 崎 南 今 泉　 孝 朗

稲 沢 橋 本　 嗣 治 名 古 屋 中 吉 田　 治 伸 岡 崎 南 鬼 頭　 辰 郎

あ ま 家 田　 安 啓 名 古 屋 大 須 杉 本　 忠 夫 岡 崎 城 南 柴 田　 仙 功

名 古 屋 清 須 江 川　 泰 彦 名 古 屋 名 駅 遠 藤　 泰 昭 豊 田 中 稲 葉　 俊 伸

名 古 屋 清 須 児 玉　　 享 名 古 屋 北 朝 倉　 淳 一 刈 谷 神 野　 公 秀

瀬 戸 増 岡　 錦 也 名 古 屋 昭 和 鈴 木　 真 司 西 尾 加 藤　 典 男

犬 山 福 冨　 孝 弘 豊 橋 髙 山　 景 一 知 立 山 本　 裕 嗣

瀬 戸 北 和 佐 田　　 強 田 原 大 谷　　 誠 西 尾 K I R A R A 磯 貝　 総 一 郎

名 古 屋 伊 藤　 嘉 浩 新 城 戸 田　 英 志 三 河 安 城 弥 政　 晋 輔

クラブ名 氏名 レベル

名 古 屋 み ら い 川 口　　 豊 Major Donor Level 1

豊 田 東 片 山　 哲 典 Major Donor Level 1

稲 沢 永 井　 伸 治 Major Donor Level 1

名 古 屋 名 東 都 築　 八 千 代 Major Donor Level 1

名 古 屋 名 駅 藤 井　 圓 隆 Major Donor Level 1

名 古 屋 守 山 井ノ上　由貴男 Major Donor Level 1

岡 崎 峰 澤　 彰 宏 Major Donor Level 1

名 古 屋 清 須 江 川　 泰 彦 Major Donor Level 1

名 古 屋 み な と 長 瀬　 廣 幸 Major Donor Level 1

小 牧 鈴 木　 文 勝 Major Donor Level 2

ベネファクター　恒久基金に 1,000 ドル以上寄付した方

メジャードナー　寄付分類に関係なく寄付の累計が 10,000 ドルに達した方

所属クラブ 氏名 レベル

江 南 伊 藤　 靖 祐 Major Donor Level 2

大口寄付者　一括で 10,000 ドル以上を寄付された方

ポール・ハリス・ソサエティ入会者（入会順）　年次基金、ポリオプラスまたは承認された財団補助金に毎年 1,000 ドル以上の寄付をお約束された方
所属クラブ 氏名 所属クラブ 氏名 所属クラブ 氏名

豊 橋 井 川　 和 英 刈 谷 近 藤　 純 子 名 古 屋 東 寺 尾　 洋 太

知 立 倉 田　 英 行 豊 田 朝 比 奈　 幸 生 大 府 中 本　 和 則

知 立 山 本　 裕 嗣 刈 谷 山 下　 雅 則 名 古 屋 宮 の 杜 高 木　 俊 郎

岡 崎 南 酒 部　 佳 直 あ ま 武 井 　 正 名 古 屋 清 須 服 部　 勝 之

名 古 屋 南 木 戸　 陽 介 名 古 屋 和 合 川 﨑　 利 男 名 古 屋 名 東 都 築　 八 千 代

豊 田 光 岡　 新 吾 名 古 屋 守 山 長 瀬　 輝 代 之

岡 崎 南 松 野　 元 基 名 古 屋 清 須 永 井　 良 周

ポリオプラス・ソサエティ入会者（入会順）　ロータリー財団のポリオプラス基金へ毎年 100 ドル以上寄付をお約束された方
所属クラブ 氏名 所属クラブ 氏名 所属クラブ 氏名

豊 田 東 片 山　 哲 典 名 古 屋 丸 の 内 山 﨑　 彰 子 名 古 屋 宮 の 杜 田 中　 吉 彦

岡 崎 南 松 野　 元 基 名 古 屋 東 林 　 友 信 小 牧 佐 藤　 大 五 郎

知 立 倉 田　 英 行 名 古 屋 南 西 尾　 直 哉 犬 山 眞 野　 健 二

豊 田 中 稲 葉　 俊 伸 名 古 屋 東 松 宮　 弘 明 名 古 屋 千 種 河 合　 隆 史

知 立 山 本　 裕 嗣 名 古 屋 東 大 口　 浩 毅 名 古 屋 東 寺 尾　 洋 太

名 古 屋 南 木 戸　 陽 介 名 古 屋 東 安 井　 元 司 豊 橋 江 﨑　 雅 彰

稲 沢 金 森　 貴 史 名 古 屋 宮 の 杜 堀 場　 和 孝 江 南 片 平　 博 己

岡 崎 小 幡　 桃 子 名 古 屋 宮 の 杜 近 藤 　 徹
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クラブ名 関係国／協力団体 事業内容 事業費 内クラブ負担 姉妹・友好 RC

南
尾
張
分
区

半 田 今後実施してみたい具体的な国際奉仕活動についてはまだ明確には決まっておら
ず、検討している段階。 米国・ミッドランド RC

常 滑

東 海 タイ・シラアサナ RC

東知多 タイ国スリウォンクラ
ブ 前回も行ったタイ国の子ども達に自転車等の贈呈をしたい。 タイ・スリウォン RC

半田南

大 府 一昨年、国際奉仕活動のため姉妹クラブ提携を検討した経緯があり、そこから実
行に移したいと検討中。

西
尾
張
分
区

一 宮 バネパ・カブレ RC ネパールの親がいない子供達の施設で子供食堂を開催したり、文房具や遊び道具
などをプレゼント。 10 万円 10 万円

津 島 台湾・台北滬尾 RC

尾 西 創立 70 周年記念式典にあわせ、水里 RC と締結書をかわした。 台湾・水里 RC

一宮北

稲 沢
姉妹クラブ・カウラ RC のあるカウラ市から東京の成蹊高等学校へ留学している
高校生を稲沢へご招待、例会出席と近隣の観光などで交流。コロナの時期を除き
長年続いている事業。

6 万円 6 万円 オーストラリア・カウラ RC
韓国・蔚山江南 RC

あ ま 汐止 RC 台湾汐沚区観光地拱北殿〈寺〉傾斜地の灌漑用水整備及び、2001 年にあま RC
が台湾汐沚扶掄社と 11 月 WCS 桜並木の植樹をした木の補植。 130 万円程 82 万円程 台湾・汐止 RC

名古屋
清 須

インド・ギンデイ RC、
イスラエル・未定

イスラエルとインドにそれぞれ広島・長崎の原爆資料館と連携する博物館を設置
する事業を計画中

グローバル・グラント
プログラム

インドは 50 万円
イスラエルは未定。 台湾・永和 RC

尾 張
中 央

北名古屋市、北名古
屋市国際交流協会

「2025　多文化共生推進シンポジウム」　名古屋芸術大アートスクエア
令和 7 年 11 月 16 日（日）13：00 ～ 15：30 開催 23 万円程

６万円程
（内地区補助金申請
16 万円程）

一 宮
中 央

①バタサンヒルズ RC
②グアム教育省

①フィリピン（グローバル補助金事業）の現状視察
②米国グアムと一宮の小学生交換交流事業支援

① 17 万円
② 6 万円

23 万円
（内会員寄付5.1万円）

東
尾
張
分
区

瀬 戸 米国・イングルウッド RC（休止中）

犬 山 台湾草屯 RC との相互交流 台湾・草屯 RC

江 南 江南市国際交流協会 江南市国際交流フェスティバルへの参加 不明 2 万円 台湾・潮州 RC

小 牧

春日井 フィリピン・セブ RC
台湾・東港 RC

尾張旭 小クラブなので、クラブ負担が少なくて有効な活動を検討中。

名古屋
空 港 マカティウェスト RC、姉妹クラブとの協業で地元学生への寄付を行っている。

台湾・九龍西 RC
フィリピン・マカティウェスト RC
米国・ウェストホノルル RC

瀬戸北
主催：瀬戸市国際セン
ター　
後援：瀬戸市・瀬戸市
教育委員会

NIHONGO スピーチコンテスト
2025 年 12 月 7 日（日）瀬戸蔵つばきホールにて「第 18 回 NIHONGO スピ
ーチコンテスト」を継続事業として開催。一般の部「私の夢」「母国の文化」小中
学生の部「私の夢」「瀬戸に住んで思うこと」をテーマに総勢 26 名にスピーチを
していただいた。

10 万円 カナダ・バンクーバーアビュースタ
RC

岩 倉 台湾・北斗 RC

名古屋
城 北

①ウクライナからの避難民の親子との定期的な交流と支援
（ウクライナの方達が次第に仕事や日本の生活に馴染んだことでご多忙になり交流
が減ってきている。良いことではありますが）
②一部有志メンバーによるバギオ支援と寄付

①クラブ委員会より
②融資による寄付 台湾・台北仁愛 RC

愛 知
長久手 台湾・台北中原 RC

愛 知
友 愛

（一社）日本貿易会設
立の特定非営利活動
法人国際社会貢献セ
ンター

独立行政法人日本学生支援機構が保有する海外からの留学生寮である、「東京国
際交流館」と「兵庫国際交流会館」に、クラブ員から収集した日用品、家電製品、
衣料品などを留学生に頒布するバザー品として寄贈。

寄贈品の運送費用
（1 万円程度）

クラブ会員が所属する
企業が運送費用負担
しておりクラブ負担は
ない。

西
名
古
屋
分
区

名古屋 名古屋姉妹友好都市
協会 活動資金援助

米国・ロサンゼルス RC
メキシコ・ciudad de mexico 
D.F.RC
豪州・シドニー N.S.WRC

名古屋
西

名古屋
南 特に無し 過去ブラジルサンパウロ RC  ハワイコナ RC と提携関係にあったが 5.6 前より音

信不通状態にある。今後の再提携は模索中。 無し 随時審議に諮る

名古屋
みなと 金沢みなと RC 今年度は自クラブが 60 周年の為国内に専念し、姉妹クラブである金沢みなと RC

さんと能登の復興事業を共同で行っている。
名古屋
東 南 カンボジア小学校の保健室希望（名古屋名南 RC＆東南 RC 共同） 10 万円

名古屋
中

名古屋
瑞 穂

共同申請クラブ：韓国
Suncheon 協賛クラ
ブ：台湾国内 32 クラ
ブ

STEAM 教育プロジェクト：農村地域の学生のテクノロジー（科学、技術、工学、芸術、
数学）情報の理解、活用、判断能力向上を目的とする

3,150USドル
（円換算：約 47 万円） 台北延平 RC

名古屋
大 須

台湾桃園東陽 RC・現
地歯科医師会

台湾彰化県におけるポリオホームの障害者歯科医療の向上のための医療設備設置
事業 41,870ドル 1,000ドル 台湾・桃園西門 RC

名古屋
栄

現状を考慮すると、直ぐに海外のどこかの国、又は団体と提携に結び付けること
は困難。よって先ずは国内で実行が可能な国際奉仕活動から始められたらと考え
ている。

名古屋
名 南

地区国際奉仕委員会、
NGO STEP、UDON 
ハウス楠川富子氏

地区保健室プロジェクトを利用した、寄贈事業 10 万円 台湾・台北ミレニアム RC 

名古屋
名 駅 現況、特に具体案はないが、姉妹クラブとの共同事業など検討を進めてみたい。 台湾・台北建成 RC

名古屋
丸の内 有りません。 2003 年から 20 年余に亘り、カンボジア・チュパアンポ村の小中学校へ、教育

支援を行っている。 50 万円から 60 万円 30 万円
+ 会員の寄付等

名古屋
みらい 特にございません

名古屋
宮の杜 なし カンボジア宮の杜スクールを開校。（校舎の増改築）

（教室内に必要な机、椅子などの備品を寄贈） 6,293,544 円 全額

クラブ国際奉仕事業一覧表
第2760地区
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クラブ名 関係国／協力団体 事業内容 事業費 内クラブ負担 姉妹・友好 RC

東
名
古
屋
分
区

名古屋
北

姉妹提携クラブである台北西北 RC の周年例会に毎年参加し、各年度のテーマで
情報交換を行う。また、弊クラブの 5 年毎の周年例会にお招きし弊クラブ・名古
屋市・愛知県・日本の歴史・文化などの情報発信を行う。

42 万円 42 万円 台湾・台北西北 RC

名古屋
東 特に考えていません

名古屋
守 山

フィリピン・ケソンシ
ティ

小児がんの子どもとそのご家族に、住居・食事・医療を提供する「チャイルドハウス」
を訪問。子どもたちが少しでも笑顔で楽しい時間を過ごせるよう、お菓子を寄贈。341,000 円 なし フィリピン・ティモグケソンシティRC

名古屋
和 合

サンフランシスコデル
モンテ RC 現地小学生の近視の子供たちへ眼鏡の贈呈 50 万円 50 万円

名古屋
名 東 バリタマン RC バリタマン RC 思春期教育 20 万円 20 万円 韓国・ソウル普信閣 RC

名古屋
名 北 シンガポール・ラッフルズシテイ RC

名古屋
千 種

NPO 法人キャンヘル
プタイランド

タイ・チェンマイにて山岳少数民族のための学生寮「カサロンの家」の女子トイレ・
シャワールームの改装工事支援。
継続支援事業としてタイ、カンボジアの学生に奨学金の支援。

822,585 円 670,475 円

名古屋
昭 和 海外のクラブと提携を模索している。

名古屋
錦 韓国・ＡＭＩ-RC

名古屋
東 山 どのような活動が自クラブでできるのか試案中です

名古屋
葵 地域での国際交流を実施してみたいです。

名 古
屋 ア
イリス

東
三
河
分
区

豊 橋 タイ国・バンコクベン
ジャシリRC タイ国チエンライ県　山岳民族定住化支援 10 万円 10 万円 タイ国・バンコクベンジャシリRC

蒲 郡 台湾・基隆南 RC

豊橋北

豊 川 台湾・岡山 RC、和歌
山南 RC、佐賀西 RC

台湾・岡山 RC と姉妹締結をしている国内 3 クラブが、創立 65 周年を迎える和
歌山南 RC の記念例会（4 月 26 日）に集まり、4 クラブ合同で親善を深める。 15 万円 15 万円 台湾・岡山 RC

韓国・大邱達西 RC

田 原
山本忠先生（元豊橋
市民病院）の活動をク
ラブとして支援

ベトナムにおける「口唇口蓋裂」医療援助（2003 年より毎年、継続中） 不明 10 万円

豊橋南

新 城 新城国際交流協会 新城国際交流協会と新城有教館高校との包括連携協定 未定　10 万円予算 5 万円程度 韓国・大邱嶺南 RC

渥 美

豊 川
宝 飯

宗教法人豊川閣妙厳
寺

姉妹クラブ、友好クラブ、相互訪問をして交流を深めている
平和構築を願って、アメリカと日本、それぞれでピースポール建立を実施
日本の建立には、台湾も賛同して実施

10 万円 10 万円 台湾・台中松竹 RC
米国・クパチーノ RC

豊 橋
ゴ ー
ルデン

ABT 豊橋ブラジル協
会

豊橋市に多く住むブラジル人の方々への支援活動。ブラジル人学校の全校生徒
185 名に対し眼科検診と視力検査を実施。 11 万円 11 万円

田 原
パシフ
ィッ ク

豊橋東 株式会社物語コーポレ
ーション

韓国中央大学校から物語コーポレーションさん企画のインターンシップに参加した
学生に対し、企業見学会（当クラブメンバーの企業）を開催する。例会で学生た
ちの発表の場を設ける。（毎年継続中）

西
三
河
中
分
区

岡 崎 昨年までは市内の小学校とアメリカの小学校の国際交流事業の支援をしていた
が、今年は開催されず、次回開催時は支援予定。 

豊 田 地区国際奉仕委員会事業へ 4 名同行し、20 万円寄付 

岡崎南 台湾・台北城北 RC
米国・ニューポートバルボア RC

豊田西
公益財団法人 豊田市国際交流協会へ国際の日イベント「ワールドツアー in TIA」
をはじめとした豊田市国際交流協会が主導する地域の国際化、多文化共生のまち
づくりへの取組みに協力する。

10 万円 10 万円

岡崎東
ＱＵＲＵＷＡ夏まつり実
行委員会、米山奨学
委員会

国内で出来る国際奉仕活動 10 万円 10 万円

豊田東 とよた元気まつり実行
委員会

2025 年 12 月 20 日豊田スタジアムで開催された「とよた元気まつり」に参加し、
ポリオ根絶募金活動を PR するとともに同運動に対する募金を求めた。 36,300 円 36,300 円

岡 崎
城 南

ＱＵＲＵＷＡ夏まつり実
行委員会

2021 年度より実施している「国内で出来る国際奉仕」として、イベント会場にて
PR ブースに募金箱を設置し、ポリオ根絶の為の募金活動を実施した。 181,022 円 181,022 円

豊 田
三 好 提携クラブと合同で双方の RC の地元で奉仕活動を実施したい。 韓国・梁山中央 RC

豊田中 台中文心ロータリークラブとの交流（事業としてはまだありません）
ポリオ例会を開催。 台湾・台中文心 RC

愛 知
三 州

一般社団法人
ViVarsity

・一般社団法人 ViVarsity が毎週日曜日に行う「子どもサポート事業（日本語教室）」
に、外国籍の子どもたちに対する学習支援を行う。・同社団法人へ、PC、プロジ
ェクター、文房具、教科書、問題集等を寄贈。

232,583 円
（地区補助金
対象事業）

13,198 円
（内地区補助金
219,385 円）

西
三
河
分
区

刈 谷 刈谷市国際交流協会 多文化交流フェスタへの参加 10 万円 10 万円

安 城 なし

西 尾

碧 南
西 尾
一 色 米国・サンリアンドロ RC

高 浜 なし

知 立
特定非営利活動法人　
ワールド・ビジョン・
ジャパン

ネパールの小学校校舎の修繕、遊具の設置、村の地下井戸の改修など。また、
小学校へメンバーが行き、子ども達に自身の仕事を紹介する授業を行った。 1,202,922 円 1,076,482 円 豪州・ウインダム RC

西 尾
KIRARA 韓国・釜山五六島 RC

三 河
安 城 今は考えていません

クラブ国際奉仕事業一覧表
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【単位：円】

地区 都道府県 今期普通寄付 今期特別寄付 今期合計 会員数
(1月1日)

寄付者数（特別寄付） 個人
平均

寄付額

普通寄付金
累計額

特別寄付金
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

2500 北 海 道 東 部 6,582,200 8,383,700 14,965,900 2,280 384 11 16.8 6,563 318,324,285 438,308,568 756,632,853

2510 北 海 道 西 部 7,852,200 16,122,576 23,974,776 2,293 937 70 40.9 10,455 463,988,495 902,131,250 1,366,119,745

2520 岩 手 県・宮 城 県 7,415,500 8,477,241 15,892,741 2,043 419 5 20.5 7,779 438,647,241 537,802,141 976,449,382

2530 福 島 県 10,642,500 18,308,816 28,951,316 2,149 1,032 7 48.0 13,471 457,460,650 770,697,033 1,228,157,683

2540 秋 田 県 3,954,500 5,945,141 9,899,641 1,124 314 2 27.9 8,807 201,406,849 236,549,285 437,956,134

2550 栃 木 県 6,522,500 20,421,431 26,943,931 1,552 1,048 40 67.5 17,360 351,755,800 1,269,084,831 1,620,840,631

2560 新 潟 県 8,970,000 26,332,247 35,302,247 2,033 1,346 172 66.2 17,364 415,120,418 1,141,357,070 1,556,477,488

2570 埼 玉 県 西 北 7,255,000 11,318,600 18,573,600 1,565 610 2 39.0 11,868 437,791,975 905,788,817 1,343,580,792

2770 埼 玉 県 南 東 10,884,000 42,585,491 53,469,491 2,187 1,666 53 76.2 24,448 581,776,780 2,337,274,821 2,919,051,601

2790 千 葉 県 11,195,366 38,335,018 49,530,384 2,684 1,047 66 39.0 18,453 620,899,532 1,536,364,202 2,157,263,734

2800 山 形 県 7,352,500 7,813,400 15,165,900 1,484 482 30 32.5 10,219 366,396,000 353,373,005 719,769,005

2820 茨 城 県 9,368,500 31,307,000 40,675,500 1,839 1,219 111 66.3 22,118 440,280,942 1,692,734,826 2,133,015,768

2830 青 森 県 3,162,500 7,589,528 10,752,028 1,111 445 0 40.1 9,677 167,255,587 288,049,335 455,304,922

2840 群 馬 県 6,550,000 27,748,247 34,298,247 2,031 1,576 67 77.6 16,887 337,267,470 1,217,935,259 1,555,202,729

2580 東 京 都・沖 縄 県 22,169,200 26,845,960 49,015,160 3,080 598 42 19.4 15,914 952,602,324 1,993,307,488 2,945,909,812

2590 神 奈 川 県
（横浜市・川崎市） 9,890,000 41,488,200 51,378,200 1,807 1,385 132 76.6 28,432 594,674,635 2,339,977,312 2,934,651,947

2600 長 野 県 8,656,000 11,994,284 20,650,284 1,774 309 10 17.4 11,640 456,627,293 1,161,947,422 1,618,574,715

2610 石 川 県・富 山 県 15,266,500 15,563,600 30,830,100 2,475 658 18 26.6 12,456 530,023,725 1,086,188,410 1,616,212,135

2620 静 岡 県・山 梨 県 10,680,500 32,577,416 43,257,916 2,834 1,919 134 67.7 15,263 677,334,000 1,286,192,440 1,963,526,440

2630 岐 阜 県・三 重 県 12,156,897 17,102,764 29,259,661 3,035 1,100 37 36.2 9,640 632,396,032 1,412,886,031 2,045,282,063

2750 東 京 都
（北マリアナ諸島他） 28,373,400 55,584,376 83,957,776 4,284 1,984 66 46.3 19,597 1,085,757,136 2,940,749,788 4,026,506,924

2760 愛 知 県 22,636,000 47,376,331 70,012,331 4,608 1,663 255 36.1 15,193 961,618,710 2,866,963,575 3,828,582,285

2780 神 奈 川 県
（横浜市・川崎市以外） 11,590,000 34,636,229 46,226,229 2,379 1,580 54 66.4 19,430 552,877,150 1,898,915,610 2,451,792,760

2640 大 阪 南 部・
和 歌 山 県 8,786,725 12,700,750 21,487,475 1,494 871 14 58.3 14,382 752,469,475 1,822,639,234 2,575,108,709

2650 福井県・京都府・
奈 良 県・滋 賀 県 24,356,100 72,610,710 96,966,810 4,250 3,390 237 79.8 22,815 1,218,231,482 4,191,321,509 5,409,552,991

2660 大 阪 北 部 19,297,000 83,577,759 102,874,759 3,476 2,462 127 70.8 29,595 1,053,987,810 3,405,912,316 4,459,900,126

2670 愛媛県・香川県・
高 知 県・徳 島 県 16,984,900 16,794,000 33,778,900 2,719 892 30 32.8 12,423 652,326,498 1,080,598,192 1,732,924,690

2680 兵 庫 県 11,671,550 24,460,627 36,132,177 2,429 1,086 36 44.7 14,875 649,149,645 1,378,149,253 2,027,298,898

2690 岡山県・島根県・
鳥 取 県 14,650,764 22,173,452 36,824,216 2,905 1,068 44 36.8 12,676 688,726,044 1,281,115,290 1,969,841,334

2700 福岡県・長崎県・
佐 賀 県 16,691,500 26,517,064 43,208,564 3,177 1,653 6 52.0 13,600 703,844,876 1,057,687,309 1,761,532,185

2710 広 島 県・山 口 県 15,120,000 28,062,043 43,182,043 3,136 1,126 34 35.9 13,769 660,865,619 1,376,346,587 2,037,212,206

2720 熊 本 県・大 分 県 12,039,010 11,261,453 23,300,463 2,306 998 5 43.3 10,104 532,772,290 596,489,116 1,129,261,406

2730 鹿児島県・宮崎県 9,193,475 11,168,434 20,361,909 2,303 629 1 27.3 8,841 398,155,054 517,281,266 915,436,320

2740 長 崎 県・佐 賀 県 7,610,400 15,789,114 23,399,514 2,025 326 13 16.1 11,555 376,679,330 852,474,014 1,229,153,344

その他 0 10,663,415 10,663,415 0 3 0 0 0 126,147,690 126,147,690

総　計 405,527,187 889,636,417 1,295,163,604 82,871 38,225 1,931 46.1 15,628 19,729,491,152 48,300,740,295 68,030,231,447
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【単位：円】

分
区 クラブ名 今年度

普通単価
今期

普通寄付
今期

特別寄付
今期
合計

会員数
(1月1日)

寄付者数(特別寄付）
個人平均
寄付額

普通寄付金
累計額

特別寄付金
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

南
尾
張
分
区

半 田 5,000 250,000 1,020,000 1,270,000 50 30 6 60.0 25,400 12,884,200 54,898,610 67,782,810

常 滑 4,000 124,000 100,000 224,000 31 1 0 3.2 7,225 10,223,450 14,444,220 24,667,670

東 海 5,000 225,000 165,000 390,000 45 0 0 8,666 11,185,750 22,633,356 33,819,106

東 知 多 5,000 85,000 85,000 170,000 17 17 0 100.0 10,000 6,689,950 19,011,091 25,701,041

半 田 南 5,000 147,500 0 147,500 30 0 0 4,916 7,902,500 18,983,350 26,885,850

大 府 10,000 180,000 0 180,000 21 0 0 8,571 2,523,000 3,540,000 6,063,000

西
尾
張
分
区

一 宮 6,000 654,000 1,260,000 1,914,000 110 42 0 38.2 17,400 19,569,400 45,845,801 65,415,201

津 島 5,000 260,000 100,000 360,000 50 0 1 7,200 15,095,750 23,418,010 38,513,760

尾 西 5,000 85,000 100,000 185,000 17 0 0 10,882 7,714,750 4,097,000 11,811,750

一 宮 北 5,000 157,500 105,000 262,500 32 9 0 28.1 8,203 10,831,350 23,879,260 34,710,610

稲 沢 5,000 260,000 300,000 560,000 52 3 0 5.8 10,769 11,456,450 17,002,500 28,458,950

あ ま 5,000 312,500 1,500,000 1,812,500 63 10 0 15.9 28,769 15,964,250 48,851,500 64,815,750

名 古 屋 清 須 5,000 165,000 100,000 265,000 32 1 0 3.1 8,281 8,427,750 25,924,046 34,351,796

尾 張 中 央 7,000 196,000 100,000 296,000 29 1 0 3.4 10,206 7,102,500 11,161,523 18,264,023

一 宮 中 央 5,000 177,500 674,000 851,500 37 17 0 45.9 23,013 7,710,500 21,824,000 29,534,500

東
尾
張
分
区

瀬 戸 5,000 255,000 300,000 555,000 51 3 0 5.9 10,882 14,201,750 26,981,729 41,183,479

犬 山 5,000 255,000 385,000 640,000 53 37 2 69.8 12,075 12,801,000 42,504,917 55,305,917

江 南 4,000 224,000 200,000 424,000 55 2 0 3.6 7,709 10,608,300 24,000,127 34,608,427

小 牧 5,000 157,500 530,000 687,500 31 26 0 83.9 22,177 9,832,200 27,242,000 37,074,200

春 日 井 1,500 78,000 78,000 156,000 54 52 0 96.3 2,888 13,733,260 27,070,470 40,803,730

尾 張 旭 15,000 345,000 30,000 375,000 23 3 0 13.0 16,304 9,528,800 23,699,087 33,227,887

名 古 屋 空 港 4,000 166,000 0 166,000 42 0 0 3,952 10,208,750 19,915,196 30,123,946

瀬 戸 北 5,000 260,000 1,195,000 1,455,000 52 33 0 63.5 27,980 14,164,250 29,469,000 43,633,250

岩 倉 5,000 55,000 0 55,000 11 0 0 5,000 4,369,500 6,922,500 11,292,000

名 古 屋 城 北 4,000 96,000 0 96,000 21 0 0 4,571 6,183,500 12,913,225 19,096,725

愛 知 長 久 手 4,000 56,000 66,000 122,000 14 11 0 78.6 8,714 2,644,100 1,477,400 4,121,500

愛 知 友 愛 4,000 68,000 232,000 300,000 17 10 0 58.8 17,647 630,000 2,313,000 2,943,000

西
名
古
屋
分
区

名 古 屋 4,000 716,000 450,000 1,166,000 174 0 15 6,701 41,041,900 54,494,000 95,535,900

名 古 屋 西 4,500 373,500 200,000 573,500 83 2 0 2.4 6,909 24,314,700 22,173,500 46,488,200

名 古 屋 南 6,000 594,000 680,000 1,274,000 101 9 0 8.9 12,613 25,244,500 61,668,000 86,912,500

名 古 屋 み な と 5,000 317,500 600,000 917,500 66 3 0 4.5 13,901 17,729,500 36,798,000 54,527,500

名 古 屋 東 南 6,000 600,000 2,200,000 2,800,000 99 24 84 24.2 28,282 23,146,350 44,741,500 67,887,850

名 古 屋 中 4,000 548,000 1,127,000 1,675,000 136 20 0 14.7 12,316 22,574,750 85,157,000 107,731,750

名 古 屋 瑞 穂 4,000 276,000 200,000 476,000 68 2 0 2.9 7,000 13,795,000 47,856,500 61,651,500

名 古 屋 大 須 4,000 248,000 220,000 468,000 61 4 0 6.6 7,672 10,854,250 40,855,000 51,709,250

名 古 屋 栄 5,000 495,000 420,000 915,000 99 14 0 14.1 9,242 11,549,250 28,604,000 40,153,250

名 古 屋 名 南 4,000 202,000 595,000 797,000 50 26 0 52.0 15,940 9,624,000 141,539,500 151,163,500

名 古 屋 名 駅 5,000 407,500 2,064,000 2,471,500 84 42 26 50.0 29,422 13,628,500 55,406,500 69,035,000

名 古 屋 丸 の 内 5,000 195,000 560,000 755,000 37 36 0 97.3 20,405 6,745,500 18,738,000 25,483,500

名 古 屋 み ら い 3,000 76,500 0 76,500 25 0 0 3,060 1,019,000 568,000 1,587,000

名 古 屋 宮 の 杜 6,000 546,000 0 546,000 95 0 0 5,747 2,342,000 501,000 2,843,000
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【単位：円】

分
区 クラブ名 今年度

普通単価
今期

普通寄付
今期

特別寄付
今期
合計

会員数
(1月1日)

寄付者数(特別寄付）
個人平均
寄付額

普通寄付金
累計額

特別寄付金
累計額 寄付累計額

個人 法人 個人
(%)

東
名
古
屋
分
区

名 古 屋 北 10,000 1,090,000 1,310,000 2,400,000 108 111 0 102.8 22,222 24,537,600 50,886,000 75,423,600

名 古 屋 東 5,000 445,000 1,440,000 1,885,000 88 47 4 53.4 21,420 18,846,200 44,502,000 63,348,200

名 古 屋 守 山 5,000 235,000 1,847,000 2,082,000 47 47 0 100.0 44,297 13,637,300 38,586,456 52,223,756

名 古 屋 和 合 4,000 344,000 438,000 782,000 87 89 4 102.3 8,988 17,049,500 42,484,188 59,533,688

名 古 屋 名 東 4,000 226,000 550,000 776,000 56 5 1 8.9 13,857 10,404,500 377,796,263 388,200,763

名 古 屋 名 北 2,500 102,500 0 102,500 20 0 0 5,125 8,798,750 27,326,800 36,125,550

名 古 屋 千 種 5,000 165,000 495,000 660,000 33 18 11 54.5 20,000 8,807,800 24,057,000 32,864,800

名 古 屋 昭 和 5,000 175,000 670,000 845,000 35 12 2 34.3 24,142 8,421,000 31,028,000 39,449,000

名 古 屋 錦 5,000 150,000 835,000 985,000 30 23 3 76.7 32,833 5,051,000 22,105,000 27,156,000

名 古 屋 東 山 4,000 96,000 350,000 446,000 24 3 1 12.5 18,583 4,384,000 18,334,000 22,718,000

名 古 屋 葵 4,000 106,000 0 106,000 27 0 0 3,925 1,874,000 300,000 2,174,000

名古屋アイリス 5,000 100,000 0 100,000 20 0 0 5,000 2,070,000 931,000 3,001,000

東
三
河
分
区

豊 橋 5,000 540,000 1,000,000 1,540,000 110 5 0 4.5 14,000 22,814,450 54,282,863 77,097,313

蒲 郡 5,000 290,000 0 290,000 58 0 0 5,000 12,533,900 19,365,500 31,899,400

豊 橋 北 4,000 230,000 478,000 708,000 58 36 0 62.1 12,206 15,541,150 40,510,335 56,051,485

豊 川 5,000 372,500 1,120,000 1,492,500 75 17 42 22.7 19,900 13,455,000 46,317,500 59,772,500

田 原 4,000 142,000 170,000 312,000 34 34 0 100.0 9,176 9,355,100 17,420,200 26,775,300

豊 橋 南 4,000 192,000 820,000 1,012,000 47 10 0 21.3 21,531 11,038,550 25,499,748 36,538,298

新 城 5,000 190,000 100,000 290,000 38 1 0 2.6 7,631 9,847,950 13,632,000 23,479,950

渥 美 5,000 157,500 0 157,500 31 0 0 5,080 8,394,100 5,119,600 13,513,700

豊 川 宝 飯 2,000 144,000 590,000 734,000 73 13 43 17.8 10,054 6,052,750 28,540,000 34,592,750

豊橋ゴールデン 5,000 295,000 600,000 895,000 60 37 2 61.7 14,916 10,140,000 30,170,600 40,310,600
田 原
パ シ フ ィ ッ ク 5,000 165,000 160,000 325,000 32 33 0 103.1 10,156 8,068,000 15,915,300 23,983,300

豊 橋 東 4,000 246,000 1,000,000 1,246,000 64 50 0 78.1 19,468 5,080,600 15,563,500 20,644,100

西
三
河
中
分
区

岡 崎 5,000 487,500 2,807,850 3,295,350 98 95 0 96.9 33,626 17,531,300 69,427,865 86,959,165

豊 田 5,000 497,500 2,080,000 2,577,500 102 104 0 102.0 25,269 15,925,900 65,735,000 81,660,900

岡 崎 南 4,000 264,000 1,362,000 1,626,000 66 60 3 90.9 24,636 14,366,150 54,142,400 68,508,550

豊 田 西 5,000 515,000 865,000 1,380,000 105 41 0 39.0 13,142 16,799,250 18,598,740 35,397,990

岡 崎 東 5,000 255,000 981,961 1,236,961 50 46 0 92.0 24,739 12,282,000 56,965,126 69,247,126

豊 田 東 4,000 326,000 179,850 505,850 82 13 0 15.9 6,168 11,665,500 31,925,850 43,591,350

岡 崎 城 南 5,000 222,500 496,670 719,170 45 27 0 60.0 15,981 10,979,500 20,080,777 31,060,277

豊 田 三 好 5,000 80,000 235,000 315,000 16 2 1 12.5 19,687 3,568,750 4,480,000 8,048,750

豊 田 中 4,000 188,000 758,000 946,000 47 51 0 108.5 20,127 4,550,000 20,723,000 25,273,000

愛 知 三 州 10,000 320,000 430,000 750,000 31 25 0 80.6 24,193 2,665,000 2,798,180 5,463,180

西
三
河
分
区

刈 谷 5,000 470,000 1,300,000 1,770,000 94 47 0 50.0 18,829 18,144,000 51,335,000 69,479,000

安 城 4,000 204,000 600,000 804,000 51 20 0 39.2 15,764 12,157,700 41,201,000 53,358,700

西 尾 5,000 375,000 300,000 675,000 75 4 0 5.3 9,000 15,141,650 39,230,515 54,372,165

碧 南 5,000 297,500 816,000 1,113,500 59 4 3 6.8 18,872 15,293,750 44,476,500 59,770,250

西 尾 一 色 4,000 76,000 0 76,000 19 0 0 4,000 6,482,200 14,151,000 20,633,200

高 浜 5,000 150,000 100,000 250,000 29 1 0 3.4 8,620 7,608,700 8,828,701 16,437,401

知 立 5,000 290,000 1,430,000 1,720,000 58 26 0 44.8 29,655 8,765,750 30,913,000 39,678,750

西 尾 KIRARA 5,000 225,000 300,000 525,000 47 3 0 6.4 11,170 8,138,500 22,810,000 30,948,500

三 河 安 城 5,000 305,000 420,000 725,000 61 13 1 21.3 11,885 7,184,000 21,100,000 28,284,000

2760その他 0 0 0 0 0 0 0 0 8,369,750 18,243,650 26,613,400

総　　　　計 22,636,000 47,376,331 70,012,331 4,608 1,663 255 36.1% 15,193 961,618,710 2,866,963,575 3,828,582,285 
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表彰名 クラブ名 氏名

第 2190 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 名 東 坂 本　 精 志

第 70 回 米山功労者メジャードナー 知 立 大 橋　　 均

第 30 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 名 駅 神 野　 重 行

第 24 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 南 近 藤　 禎 男

第 23 回 米山功労者メジャードナー 刈 谷 嶋 津　 孝 久

第 21 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 東 山 金 田　 英 和

愛 知 三 州 服 部　 良 男

第 19 回 米山功労者メジャードナー 常 滑 伊 奈　 輝 三

名 古 屋 南 伊 藤　 昌 弘

名 古 屋 南 江 口　 博 寿

名 古 屋 守 山 佐 藤　 正 延

豊 田 杉 浦　 敏 夫

第 18 回 米山功労者メジャードナー 豊 橋 南 藤 城　 俊 明

豊 田 梅 村　 正 明

豊 田 渡 邉　 寿 也

第 17 回 米山功労者メジャードナー 名古屋丸の内 安 江　 英 雄

岡 崎 小 原　　 睦

第 16 回 米山功労者メジャードナー 名古屋丸の内 岩 田　　 宏

岡 崎 小 原　　 睦

第 15 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 昭 和 上 野　　 広

第 14 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 東 南 片 山　 主 水

名 古 屋 東 南 尾 本　 和 弘

豊 田 西 中 川　 俊 治

第 13 回 米山功労者メジャードナー あ ま 黒 野　 晃 太 郎

刈 谷 加 藤　 英 樹

西 尾 田 中　 正 規

碧 南 山 中　 寛 紀

第 12 回 米山功労者メジャードナー あ ま 西 川　 広 樹

名 古 屋 東 水 野　 茂 生

第 11 回 米山功労者メジャードナー 名 古 屋 名 駅 大 橋　 昭 治

名 古 屋 名 東 竹 尾　 祥 子

岡 崎 酒 部　 圭 司

豊 田 朝 比 奈　 幸 生

第 10 回 米山功労者メジャードナー 岡 崎 酒 部　 圭 司

岡 崎 峰 澤　 彰 宏

第 9 回 米山功労者マルチプル 半 田 椴 山　 晃 雄

名 古 屋 東 南 中 島　 美 恵

名 古 屋 錦 長 谷 川　 周 義

岡 崎 南 部　　 淳

岡 崎 南 酒 部　 佳 直

知 立 中 川　　 敦

第 8 回 米山功労者マルチプル 半 田 平 林　 伸 康

瀬 戸 北 坂 田　　 隆

名 古 屋 東 南 中 村　 規 脩

名 古 屋 名 南 朝 比　 美 和 子

名 古 屋 東 木 谷　 圭 子

岡 崎 南 酒 部　 佳 直

表彰名 クラブ名 氏名

第 7 回 米山功労者マルチプル 半 田 松 石　 奉 之

名 古 屋 東 南 宮 崎　　 薫

名 古 屋 東 南 近 藤　 和 雄

名 古 屋 名 南 長 尾　 浅 𠮷

名 古 屋 名 駅 藤 井　 圓 隆

名 古 屋 東 本 多　　 満

名 古 屋 錦 小 野 田　 誓

豊 川 鈴 木　 榮 一

岡 崎 野 田　 篤 文

岡 崎 岩 月　 一 郎

豊 田 河 木　 照 雄

豊 田 鈴 木　 秀 和

岡 崎 南 酒 部　 佳 直

岡 崎 南 三 浦　 勝 美

知 立 竹 内　 博 之

第 6 回 米山功労者マルチプル 半 田 六 鹿　 直 視

あ ま 山 田　 尊 久

名 古 屋 東 南 山 口　 直 彦

名 古 屋 名 南 木 下　 福 郎

名 古 屋 守 山 井ノ上　由貴男

名 古 屋 守 山 七 田　 隆 二

名 古 屋 錦 金 子　 紀 子

名 古 屋 錦 石 井　 弘 子

名 古 屋 東 山 加 藤　 健 一

豊 川 伊 藤　 健 敏

豊 川 戸 田　 俊 晴

豊 川 内 藤　 雄 功

豊 橋 南 榊 原　 周 造

豊橋ゴールデン 牧 野　 政 雄

豊 橋 東 小 林　 佳 雄

高 浜 高 桑　 雄 司

第 5 回 米山功労者マルチプル 半 田 青 葉　 憲 一

あ ま 大 竹　 敬 一

あ ま 栗 木　 和 夫

あ ま 伊 藤　 英 毅

あ ま 黒 川　 元 則

あ ま 北 川　 裕 士

瀬 戸 北 大 橋　 孝 志

名 古 屋 南 落 合　　 肇

名 古 屋 名 南 白 藤　 憲 雄

名 古 屋 名 南 山 本　 郁 矢

名 古 屋 名 駅 笹 谷　 俊 道

名 古 屋 守 山 伊 藤　 陽 介

名 古 屋 守 山 森　 藤 左 ヱ 門

名 古 屋 守 山 西 脇　　 司

名 古 屋 名 東 中 込　 清 周

名 古 屋 昭 和 須 原　 茂 樹

豊 橋 南 内 山　 昌 久

豊橋ゴールデン 井 上　　 穂
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表彰名 クラブ名 氏名

第 5 回 米山功労者マルチプル 岡 崎 峰 澤　 彰 宏

　　　　　　　　　　　　（つづき） 岡 崎 南 本 間　　 毅

岡 崎 東 梅 村　 順 一

岡 崎 東 生 駒　 尚 久

刈 谷 𠮷 原　 孝 彦

第 4 回 米山功労者マルチプル 瀬 戸 北 伊 藤　 京 子

瀬 戸 北 梅 村　 邦 雄

名 古 屋 東 南 白 木　 良 彦

名 古 屋 千 種 伊 藤　 健 文

名 古 屋 錦 𠮷 田　 滋 代

名 古 屋 東 山 小 林　 三 重 子

豊 橋 北 福 井　 英 示

豊橋ゴールデン 宇 藤　　 信

岡 崎 伊 藤　 公 正

岡 崎 柴 田　 芳 孝

岡 崎 東 三 浦　 泰 廣

碧 南 伊 藤　 正 幸

第 3 回 米山功労者マルチプル 一 宮 吉 山　 佐 人 規

あ ま 板 津　 和 博

あ ま 神 野　 恭 寿

一 宮 中 央 内 田　 泰 潤 徳

江 南 沢 田　 昌 久

小 牧 舩 橋　 茂 行

小 牧 鈴 木　 文 勝

名 古 屋 東 南 成 瀬　 和 男

名 古 屋 東 南 橋 爪　　 務

名 古 屋 東 南 鈴 木　 雅 雄

名 古 屋 中 石 田　 陵 嗣

名 古 屋 中 豊 島　 維 大

名 古 屋 名 南 犬 飼　 り さ 枝

名 古 屋 名 南 本 多　 利 郎

名 古 屋 北 水 野　 𠮷 紹

名 古 屋 守 山 大 海　 好 広

名 古 屋 名 東 下 出　 啓 介

名 古 屋 名 東 猪 飼　 由 美 子

名 古 屋 昭 和 大 原　 直 樹

名 古 屋 錦 丹 羽　　 繁

豊 橋 伊 藤　 健 一

豊 橋 東 及 部　 多 高

豊 橋 東 安 井　 洋 二

豊 橋 東 川 西　 裕 康

豊 橋 東 松 下　 泰 三

岡 崎 谷　　 泰 男

豊 田 伊 藤　 正 人

豊 田 加 藤　 国 治

岡 崎 南 永 田　 哲 之

岡 崎 南 鬼 頭　 辰 郎

岡 崎 南 小 島　 ミ ユ キ

岡 崎 東 酒 井　　 賢

表彰名 クラブ名 氏名

第 3 回 米山功労者マルチプル 岡 崎 東 稲 垣 　 寿

　　　　　　　　　　　　（つづき） 豊 田 中 横 地 　 朗

刈 谷 加 藤　 哲 也

刈 谷 伊 藤　 節 夫

刈 谷 盛 田　 豊 一

刈 谷 野 村　 紀 代 彦

刈 谷 深 谷　 嘉 英

安 城 原　　 敏 城

知 立 野 々 山　 和 彦

第 2 回 米山功労者マルチプル 半 田 竹 倉　 幹 雄

一 宮 内 藤　 幹 夫

一 宮 安 藤　 滋 朗

一 宮 江 崎　 正 和

一 宮 鵜 飼　 雅 弘

一 宮 都 築　　 健

一 宮 柴 垣　 健 一

一 宮 野 杁　 晃 充

一 宮 中 央 山 田　 秀 代

江 南 近 藤　 道 麿

小 牧 伊 東　 聖 史

小 牧 水 野　 満 義

瀬 戸 北 和 佐 田　 強

瀬 戸 北 平 尾　 節 子

愛 知 友 愛 鬼 頭　 佑 介

名 古 屋 南 木 戸　 陽 介

名 古 屋 東 南 佐 久 間　 貞 介

名 古 屋 中 太 田　 浩 太 郎

名 古 屋 中 二 村　　 憲

名 古 屋 中 二 村　 忠 宏

名 古 屋 中 浦 山　 久 与 史

名 古 屋 大 須 加 藤　 已 千 彦

名 古 屋 名 駅 両 角　 國 男

名 古 屋 東 伊 藤　 雄 太

名 古 屋 東 佐 治　　 勝

名 古 屋 東 岡 本　 光 生

名 古 屋 守 山 馬 渕　 雅 宣

名 古 屋 守 山 松 田　 憲 幸

名 古 屋 守 山 松 崎　 美 都 子

名 古 屋 守 山 金 森　 智 浩

豊 橋 岡 田　 直 樹

豊 橋 北 酒 井　 和 良

豊 橋 南 石 川　 昌 司

新 城 原 田　 幹 也

豊 橋 東 川 瀬　 知 幸

岡 崎 矢 野　 快 子

岡 崎 南 渡 邊　 浩 一

岡 崎 南 大 須 賀　 久 人

岡 崎 南 安 藤　 礼 志

岡 崎 南 中 根　 邦 博
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表彰名 クラブ名 氏名

第 2 回 米山功労者マルチプル 豊 田 西 鈴 木　 勇 夫

　　　　　　　　　　　　（つづき） 岡 崎 東 鋤 柄　 英 明

岡 崎 東 佐 野　 真 琴

豊 田 東 安 藤　 和 広

刈 谷 兵 藤　 文 男

刈 谷 加 藤　 大 志 朗

刈 谷 近 藤　 純 子

刈 谷 出 口　 達 也

刈 谷 山 下　 雅 則

刈 谷 角 谷　 広 高

安 城 滝 田　 有 里

安 城 稲 垣　 礼 子

安 城 野 田　 敏 男

安 城 鶴 田　 香 也 乃

第 1 回 米山功労者 稲 沢 金 森　 貴 史

稲 沢 近 藤　 治 夫

稲 沢 足 立　 三 千 夫

あ ま 北 川　 裕 士

名 古 屋 清 須 大 島　 英 一

尾 張 中 央 今 村　 康 宏

瀬 戸 田 中　 靖 達

瀬 戸 青 山　 貴 彦

瀬 戸 江 坂　 正 光

犬 山 藤 井　 友 喜

瀬 戸 北 中 村　 誠 司

名 古 屋 西 石 原　 武 志

名 古 屋 西 小 池　　 潤

名 古 屋 南 堤 　 祥 浩

名古屋みなと 村 田　 誠 一

名古屋みなと 野 崎　　 修

名古屋みなと 嶋 田　 憲 三

名 古 屋 中 石 川　　 叙

名 古 屋 中 片 岡　 憲 明

名 古 屋 中 中 西　 克 幸

名 古 屋 瑞 穂 水 谷　 幸 康

名 古 屋 瑞 穂 横 山　 敦 信

名 古 屋 栄 山 下　 正 裕

名古屋丸の内 加 藤　　 豊

名 古 屋 東 佐 藤　 俊 哉

名 古 屋 守 山 倉 内　 勝 広

名 古 屋 守 山 平 野　　 貢

名 古 屋 守 山 河 合　 慎 太

名 古 屋 守 山 福 谷　 英 則

名 古 屋 守 山 濱 口　 弥 生

名 古 屋 千 種 太 田　 和 孝

名 古 屋 昭 和 佐 原　 俊 洋

豊 橋 笠 原　 元 樹

豊 橋 植 村　 忠 慶

豊 橋 西 島　　 豊

表彰名 クラブ名 氏名

第 1 回 米山功労者 豊 橋 北 越 智　 成 幸

　　　　　（つづき） 豊 橋 北 石 川　　 誠

豊 橋 北 松 尾　 浩 志

豊 橋 北 川 口　 和 樹

豊 川 田 中　 勢 子

豊 橋 南 大 澤　 憲 朗

豊橋ゴールデン 篠 原　 良 仁

豊 橋 東 縣　　 秀 尚

豊 橋 東 山 内　 朝 貴

岡 崎 都 築　 真 琴

岡 崎 鈴 木　 和 也

豊 田 大 橋　 一 夫

岡 崎 南 柴 田　 明 宏

岡 崎 東 市 川　 守 彦

岡 崎 東 都 築　 大 輔

岡 崎 東 栗 山　 茂 克

豊 田 三 好 伊 藤　 隆 守

豊 田 中 和 泉　 ま り 子

豊 田 中 宮 澤　 喜 代

愛 知 三 州 牧 　 　 　 功

刈 谷 黒 田　 栄 一

刈 谷 宮 地　 秀 将

安 城 岡 田　 健 裕

安 城 前 沢　 宏 充

安 城 金 子　 和 弘

西 尾 岩 佐　 明 広

西 尾 大 髙　 真 樹

碧 南 榊 原　 靖 浩

碧 南 杉 浦　 秀 延

西尾 KIRARA 長 野　 敏 行

西尾 KIRARA 澤 村　 彰 佑

西尾 KIRARA 太 田　 信 吾
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〈米山功労法人〉
クラブ名 法人名 入金日 累計額 表彰名

該当なし

〈米山功労クラブ〉
クラブ名 入金日 表彰名

半 田 2025-10-20 第 54 回 米山功労クラブ

東 知 多 2025-10-28 第 19 回 米山功労クラブ

一 宮 2026-01-28 第 45 回 米山功労クラブ

尾 西 2025-12-24 第 4 回 米山功労クラブ

稲 沢 2026-05-29 第 17 回 米山功労クラブ

あ ま 2025-11-27 第 48 回 米山功労クラブ

江 南 2026-06-30 第 24 回 米山功労クラブ

小 牧 2025-12-15 第 27 回 米山功労クラブ

春 日 井 2025-08-28 第 27 回 米山功労クラブ

瀬 戸 北 2025-10-31 第 29 回 米山功労クラブ

名 古 屋 西 2025-08-22 第 22 回 米山功労クラブ

名 古 屋 南 2025-07-18 第 61 回 米山功労クラブ

名 古 屋 東 南 2025-07-24 第 43 回 米山功労クラブ

名 古 屋 東 南 2025-10-30 第 44 回 米山功労クラブ

名 古 屋 中 2026-01-28 第 85 回 米山功労クラブ

名 古 屋 名 南 2025-10-31 第 141 回 米山功労クラブ

名 古 屋 名 駅 2025-11-04 第 54 回 米山功労クラブ

名 古 屋 名 駅 2025-12-26 第 55 回 米山功労クラブ

名 古 屋 北 2026-02-20 第 50 回 米山功労クラブ

名 古 屋 東 2026-03-09 第 44 回 米山功労クラブ

名 古 屋 守 山 2025-11-27 第 38 回 米山功労クラブ

名 古 屋 守 山 2025-11-27 第 37 回 米山功労クラブ

名 古 屋 千 種 2026-04-08 第 24 回 米山功労クラブ

名 古 屋 昭 和 2025-12-26 第 31 回 米山功労クラブ

名 古 屋 錦 2025-11-13 第 22 回 米山功労クラブ

クラブ名 入金日 表彰名

名 古 屋 東 山 2025-09-25 第 18 回 米山功労クラブ

豊 橋 2026-01-14 第 54 回 米山功労クラブ

豊 川 2025-12-26 第 46 回 米山功労クラブ

豊 橋 南 2025-09-26 第 25 回 米山功労クラブ

豊 川 宝 飯 2025-11-28 第 28 回 米山功労クラブ

豊 橋
ゴ ー ル デ ン 2025-11-14 第 30 回 米山功労クラブ

豊 橋 東 2026-03-27 第 15 回 米山功労クラブ

岡 崎 2025-07-31 第 67 回 米山功労クラブ

岡 崎 2026-02-24 第 68 回 米山功労クラブ

岡 崎 2026-04-24 第 69 回 米山功労クラブ

豊 田 2025-07-30 第 64 回 米山功労クラブ

豊 田 2026-03-23 第 65 回 米山功労クラブ

岡 崎 南 2025-07-31 第 53 回 米山功労クラブ

岡 崎 南 2025-10-31 第 54 回 米山功労クラブ

豊 田 西 2025-11-27 第 18 回 米山功労クラブ

岡 崎 東 2025-12-23 第 56 回 米山功労クラブ

岡 崎 城 南 2026-06-29 第 20 回 米山功労クラブ

豊 田 中 2025-12-26 第 20 回 米山功労クラブ

刈 谷 2026-06-26 第 51 回 米山功労クラブ

安 城 2025-12-23 第 41 回 米山功労クラブ

西 尾 2025-10-10 第 39 回 米山功労クラブ

碧 南 2025-10-31 第 44 回 米山功労クラブ

知 立 2025-12-23 第 30 回 米山功労クラブ

三 河 安 城 2025-08-01 第 21 回 米山功労クラブ

〈達成クラブ〉
クラブ名 金額

豊 田 8 千万円

名 古 屋 栄 4 千万円

豊 橋 ゴ ー ル デ ン 4 千万円

名 古 屋 空 港 3 千万円

豊 橋 東 2 千万円
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奨学生 No 氏名 国籍 学校名称 課程 学年 世話クラブ カウンセラー
RY048527 趙　文彬 中 国 愛 知 学 院 大 学 博士 3 年 名 古 屋 東 南 江 場　 寛 一
RY048532 金　慧仁 韓 国 愛知県立芸術大学 博士 3 年 名 古 屋 和 合 髙 坂　 康 夫
RY048552 李　昱 中 国 愛 知 大 学 博士 3 年 一 宮 木 村　 憲 彦
RY048585 張　苓 中 国 藤 田 医 科 大 学 修士 2 年 豊 田 長 屋　 太 志
RY048606 ノルマ フィトリアナ イ ン ド ネ シ ア 日 本 福 祉 大 学 学部 4 年 名 古 屋 中 小 代　　 力
RY048614 チャルンポン , ソムワン ラ オ ス 豊橋技術科学大学 修士 2 年 岡 崎 加藤　雄一郎
RY048615 ハサン , モハッマド タンヴィル バングラデシュ 豊橋技術科学大学 修士 2 年 豊 橋 北 熊田　嘉一郎
RY048618 インヨンパイサンクル , ポンサコーン タ イ 豊橋技術科学大学 学部 4 年 蒲 郡 杉 山　 和 弘
RY048619 エルデネトラガ , テムーレン モ ン ゴ ル 豊橋技術科学大学 学部 4 年 豊 川 宝 飯 大 木　 悦 子
RY048631 カオ リ イエン ニー ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 江 南 杉 浦　 賢 二
RY048634 ルスタモブ , イスロムベク イルホムベク ウグリ ウズベキスタン 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 小 牧 社本　寿美男
RY048650 金　賢優 韓 国 名 古 屋 工 業 大 学 修士 2 年 名 古 屋 宮 の 杜 山 口 泰 弘
RY048669 張　啓凡 中 国 名 古 屋 市 立 大 学 博士 3 年 名 古 屋 み ら い 森 川　 辰 幸
RY048672 金　鏡洙 韓 国 名 古 屋 市 立 大 学 薬学 6 年 愛 知 長 久 手 伊 藤　　 真
RY048688 姜　侖成 韓 国 名 古 屋 大 学 学部 4 年 名 古 屋 守 山 平 井　 真 樹
RY048696 喬　婉姝 中 国 名 古 屋 大 学 博士 3 年 瀬 戸 北 伊 藤　 京 子
RY048715 金　志元 韓 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 丸 の 内 石 井　　 光
RY049140 ナサンジャラガル , アナル モ ン ゴ ル 豊橋技術科学大学 学部 4 年 愛 知 三 州 中 原　 佳 子
RY052359 周　静 中 国 愛 知 医 科 大 学 医博 3 年 瀬 戸 澤 田　 武 憲
RY052382 金　弘中 韓 国 愛 知 大 学 学部 4 年 名 古 屋 清 須 平 本　 直 靖
RY052400 ファン ティ クイン ヌー ベ ト ナ ム 星 城 大 学 学部 4 年 東 海 蟹 江　 晃 男
RY052401 ダム タン トゥン ベ ト ナ ム 星 城 大 学 学部 4 年 三 河 安 城 齋 藤　 光 正
RY052410 マウリシオ ウルビナ , ホルヘ アントニオ ペ ル ー 総合研究大学院大学 修士 2 年 岡 崎 南 伊 藤　 尚 美
RY052411 カオ ザー トゥオン ベ ト ナ ム 中 京 大 学 学部 4 年 豊 田 西 古 井　 弘 二
RY052412 ラスク , ガブリエル アロンゾ 米 国 中 京 大 学 修士 2 年 豊 田 東 大 橋　 鋭 誌
RY052416 陳　奕先 台 湾 中 部 大 学 修士 2 年 春 日 井 大 原　 泰 昭
RY052421 鮮于　加仁 韓 国 南 山 大 学 学部 4 年 名 古 屋 南 西 本　 一 幸
RY052433 ギミレ , アロズ ネ パ ー ル 日 本 福 祉 大 学 学部 3 年 あ ま 加 藤　 文 彦
RY052435 バラティ , プラミラ ネ パ ー ル 日 本 福 祉 大 学 学部 3 年 豊 橋 南 木 村　 貴 樹
RY052436 ファム トゥイ リン ベ ト ナ ム 日 本 福 祉 大 学 学部 3 年 名 古 屋 西 藤 田　 真 史
RY052440 ホアン ヴァン ナム ベ ト ナ ム 豊橋技術科学大学 修士 1 年 豊橋ゴールデン 杉 田　 和 俊
RY052441 サッスー , ピタイポン タ イ 豊橋技術科学大学 学部 3 年 豊 川 田 中　 勢 子
RY052442 スパシットタムロン , スチャヤー タ イ 豊橋技術科学大学 学部 3 年 知 立 加 藤　 秀 幸
RY052458 アラポフ , ムハッマドゾヒド キ ル ギ ス 名 古 屋 経 済 大 学 学部 3 年 半 田 南 山 北　 正 義
RY052462 バストラ , ビカス ネ パ ー ル 名 古 屋 経 済 大 学 学部 3 年 名 古 屋 城 北 舟 橋　 伸 治
RY052465 ファム ティ カム リー ベ ト ナ ム 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 名 古 屋 北 森 蔭　 真 人
RY052469 ヘッチアラッチ , ミノリ ラベーシャ ス リ ラ ン カ 名 古 屋 経 済 大 学 学部 4 年 名 古 屋 瑞 穂 杉 江　 建 亮
RY052470 チンバータル , ソガル モ ン ゴ ル 名 古 屋 経 済 大 学 修士 1 年 尾 張 旭 菊 田　 利 昭
RY052498 アディカリ ボハラ , プジャ ネ パ ー ル 名 古 屋 産 業 大 学 博士 2 年 犬 山 安 達　 寛 益
RY052501 程　雪原 中 国 名 古 屋 市 立 大 学 修士 2 年 名 古 屋 栄 三 浦　 幸 治
RY052521 李　晗萌 中 国 名 古 屋 大 学 学部 3 年 一 宮 北 森　　 貴 子
RY052525 李　雅琪 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 名 古 屋 名 東 堂滿　るりこ
RY052526 莊　羽諼 台 湾 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 名 駅 大 勝　 浩 二
RY052527 ガルソン オヘダ , ホルヘ アンドレス コ ロ ン ビ ア 名 古 屋 大 学 修士 1 年 尾 張 中 央 宇 田　 幸 生
RY052529 譚　哲 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 名 古 屋 平 松　 宏 茂
RY052530 王　　婷 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 稲 沢 渡 邉　 京 子
RY052531 劉　育含 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 空 港 菅 沼　 智 大
RY052532 翟　梓辰 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 錦 小 野 田　 誓
RY052533 楊　安婷 台 湾 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 名 南 楯　　 泰 治
RY052535 陳　揚 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 愛 知 長 久 手 伊 藤　　 真
RY052536 周　子怡 中 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 愛 知 友 愛 天 野　 恭 子
RY052538 朴　志桓 韓 国 名 古 屋 大 学 修士 2 年 安 城 榮　　 圭 士
RY052539 陳　揚 中 国 名 古 屋 大 学 博士 2 年 岩 倉 櫻 井　 保 彦
RY052540 グエン , カン コン ベ ト ナ ム 名 古 屋 大 学 博士 2 年 刈 谷 角 谷　 広 高
RY052543 レオ , チェイエン イ タ リ ア 名 古 屋 大 学 修士 1 年 豊 田 中 尾 野　　 賢
RY052551 江　安雅 台 湾 名 古 屋 大 学 修士 2 年 名 古 屋 東 山 鈴 木　 陽 子
RY053019 ムンフサイハン , ヘルレン モ ン ゴ ル 名 古 屋 大 学 修士 1 年 大 府 平 岩　 幹 広

米山記念奨学会　奨学生
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派遣学生（上から、氏名、派遣先地区、ホスト RC、スポンサー RC）
伊藤 沙恵

フランス
1690地区

受入学生（上から、氏名、派遣元地区、スポンサー RC、ホスト RC）

１年間ありがとうございました

国際ロータリー第2760地区 2025-26年度 ガバナー月信最終号

I appreciate your support and encouragement in the past year.

制作

国際ロータリー第2760地区　2025-26年度

ガ バ ナ ー
地 区 幹 事
地 区 事 務 長
月 信 担 当
事 務 局
事 務 所
住 所
T E L
F A X
E - m a i l
ホ ー ム ペ ー ジ

企 画 ・ 印 刷

鈴木　康仁
小池　高弘
小田　泰久
堀井　慎二 洞田　嘉明 田中　　順 小田圭二郎　
山田　千尋 多田野由美 田近　明子 落合由理菜
国際ロータリー第2760地区直前ガバナー事務所
名古屋市中区錦二丁目15番15号　豊島ビル３階
052－201－2760
052－201－1670
governor25-26@rotary2760.org
https://www.rotary2760.org/g25-26/

株式会社ミデコクリエイションズ

発行年月　2026年9月

Hossegor et Cóte Sud des Landes RC
名古屋宮の杜 RC

片山　直

スウェーデン
2365地区

Borås Viskan RC　
名古屋東 RC

加藤 貴子

フランス
1690地区

Bordesux Tourny RC
津島 RC

加藤 真桜

スイス
1980地区

Luzern RC
名古屋栄 RC

喜多 桜彩

チェコ
2240地区

Praha City RC 
一宮 RC

小末 開斗

ブラジル
4420地区

Rotary Club de Säocaetano do sul 
名古屋宮の杜 RC

葛巻 心和

アメリカ
6080地区

Jefferson City West RC
名古屋千種 RC

溝口 心奏

ノルウェー
2260地区

Kolbotn RC 
名古屋名駅 RC

野々山 結音

カナダ
6290地区

Sault Ste Marie RC
名古屋栄 RC

織田 真央

スイス
1980地区

Basel-Riehen RC
名古屋東 RC

杉浦 日心

ハンガリー
1911地区

Kecskemet RC
高浜 RC

高橋 英夏

デンマーク
1470地区

Dragor RC 
名古屋丸の内 RC

柘植 佳蓮

カナダ
5040地区

Burnaby RC 
名古屋南 RC

梅村 善進

フィンランド
1410地区

Lieto Vanhalinna RC
名古屋東 RC

山秋 日菜

オーストリア
1910地区

Wien-Stadtpark RC 
名古屋城北 RC

山口 真央

イタリア
2110地区

Catania Sud RC
名古屋北 RC

スウェーデン
2395地区

Lund s:t Kunt RC 
名古屋東 RC

Madison RC
名古屋栄 RC

Créon RC　
名古屋宮の杜 RC

Angoulême Val de Charente RC　
津島 RC

Burgdorf RC
名古屋東南 RC

Szentendre RC
高浜 RC

Kolbotn RC
名古屋名駅 RC

Aalborg Vestre RC
名古屋丸の内 RC

Santos-Oeste RC
名古屋宮の杜 RC

Columbia Metro RC
名古屋千種 RC

Beroun RC
一宮 RC

Üetliberg RC
名古屋栄 RC

Torino Risorgimento RC
名古屋北 RC

Bad Ischl RC
名古屋城北 RC

Tampere-Lielahti RC
名古屋東 RC

Prince Rupert RC
名古屋南 RC

Dino Sven Hjalmar
SMITH

アメリカCS
6250 地区

Stephen Michael
GALINSKI

フランス
1690地区

Emalia GRESTA

フランス
1690地区

Gaëtan Louis, Amaury
DESMOULINS

スイス
1990地区

Jann Emanuel
STALDER

ハンガリー
1911地区

Rózsa Lola RÉDEI

ノルウェー
2260地区

デンマーク
1440地区

Elius Stefan
MORTENSEN

ブラジル
4420地区

Beatriz Alonso
REMEDIO

アメリカ
6080地区

チェコ
2240地区

Herbert ZÁBOJ

スイス
2000地区

Rafael Alexander
LIEBE

イタリア
2031地区

Irene Viviana
MERLO

オーストリア
1920地区

Malia HÖLL

フィンランド
1390地区

Pessi Niila Petteri 
KAUKKO

カナダ
5040地区

Kasia Autumn Amour
HELIN

William Erlend
SKJELSBæK GRAMSTAD

Leah Brandi DURKIN

第2760地区

青少年交換学生
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